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滋賀県教育委員会では、国道 8号線長浜バイパスの建設に先立っ

て、これの敷地にかかる遺跡の発掘調査を昭和45年度より3カ年計

画で実施してきたが、昭和47年度をもって当初予定した分をすべて

完了することができた。今日までその結果の一部については逐次報

告したところであるが、このたび昭和46年度に実施した川崎南遺跡、

勝町遺跡、鴨田遺跡の発掘調査の結果を報告するはこびとなった。

遺跡の保存と開発との関係が大き疫社会問題と疫りみがらも、これ

の決定的疫解決策を見いだすことのでき疫い現在、こうした貴重疫

遺跡が道路の下に埋もれてしまうことに忍びがたいものがある。し

かし、各人の文化財に対する正しい認識が、将来必ずやこの問題を

解決するものならば、本書がその認識の一助とみることを祈ってや

まみい。

最後に発掘調査かよび整理業務等に日夜努力いただいた調査員の

方々ならびに地元関係者に深謝いたしたい。

昭 和 48年 3月

滋 賀 県 教 育 委 員 会

教 育 長 柳 原 太 郎



例

本書は、昭和46年度において滋賀県が建設省近畿地方建設局からの委

託を受けて実施した一般国道 8号線長浜′ミィパス関係遺跡発掘調査の

穀告である。

この調査は、滋賀県が長浜市所在川崎南遺跡・ 勝町遺跡を『長浜
′ミィ

パス北方遺跡調査団 (団長 大江 令 )』 に、 そして 同市鴨田遺跡を

『財団法人滋賀県文化財保護協会 (理事長 野崎貫―)』 に委託 して

実施したものである。

本調査は、滋賀県教育委員会事務局文化財保護課主事川那辺正雄、同

課技師中谷雅治が指導した。

本書報文のうち川崎南・ 勝町両遺跡については長浜バイパス北方遺跡

調査団が、また、鴨田遺跡他については中谷および福屋・ 大橋・ 別所

・ 総浦・ 森脇・ 力武がそれぞれ分担して執筆 した。

調査および整理業務参力H者は次のとお りである。

長浜バイパス北方遺跡調査団

団 長  大江 令
調査員  公田典夫、日日昭二、古川庄作、鹿野 健

補助員  河崎顕司、川合工博、中山久代、松本顕穣他長浜市教育委員

会職員。

財団法人滋賀県文化財保護協会

調査員  鬼柳 彰、谷回義介、青野 荘、福屋賀2Hl、 大橋信弥、別所健二、

中川真澄。

補助員  深田仁美、力武律子、森脇 広、林浦俊和、吉安威二郎、奥野優

子、長田陽子、磯部まさ子、静永千秋。

なお、鳴田遺跡出上の木器類の整理、報告丈は平安博物館の田中勝弘

氏をわずらわした他に、多 くの方々のご助力とご教示を得ることがで

きた。
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tとに じ め  に

いろいろな開発工事に先立って発掘調査される遺跡の教は、全国的に年々増力Hの一途をたどっ

ているが、滋賀県においても例外でない。本県においては、近年国鉄湖西線建設に先立って各種

遺跡の発掘調査が実施されたし、また、つぎには北陸自動車道建設に係る遺跡の発掘調査も予定

されている。特に本県の場合は、昔からそうであるように、交通の要所であるため、道路・ 鉄道

等の敷設が著しく、したがってこうした工事と遺跡の保存の問題には、他府県以上に深刻な問題

をはらむことも多い。国道 8号線も近年来の自動車量の激増のために、バイパスの設置が必要と

なったが、これが設置される長浜平野にはいろいろな種類の遺跡が,ミ在しており、滋賀県下でも

最も濃密に分布する地域の一つである。そのため不幸にもこれにかかる遺跡の教も少なくなく、

昭和46年度にはここに報告する川崎南・勝町・ 鴨田の 3遺跡の発掘調査を実施しなければならな

かった。このうち川崎南遺跡および勝町遺跡の発掘調査は大江令を団長とする『長浜バイパス北

方遺跡調査団』が、また、鴨田遺跡の発掘調査は『財団法人滋賀県文化財保護協会』が捨れぞれ

分担して実施した。

本書は昭和47年度において実施したこれら3遺跡の発掘調査の整理結果を報告するものである

が、整理等の期間に制約があった りして充分な穀告をなしえない点も少なからずあると思われる

が、今後さらにこれらの整理を続行して逐次補足していきたいと考えている。

なお、酷暑、厳寒の下で発掘調査等に直接参力Hく ださった地元作業員の方々、ならびに調査等

に適宜ご助力をいただいた長浜市教育委員会、また、整理場を提供してくださった長浜市高田公

民館、近江風上記の丘資料館に深甚なる謝意を表したい。
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I遺 跡 の 位 置 と環 境

1.遺跡の位置と自然環境

1)  ると 置

鴨田遺跡は長浜市大戊亥町に所在し、国鉄可L陸線長浜駅の南東方約2.4協に位置する。この遺跡

の立地する長浜平野は姉川の扇状地で、遺跡地はこの川の左岸地域のほぼ中央部にあたる。そし

てその背後 (東方)には標高250～300%の比較的低い横山山系がほぼ南北に走 り、さらにその後に

伊吹山がそぴえている。一方、西方には琵琶湖が広がるが、それとの距離は約 1協ほどである。

また、川崎南遺跡および勝町遺跡は長浜市八幡中山町、同市勝町に所在するが、これらは鴨田遺跡

の北方それぞれ約2,000"、 100%に位置し、勝町遺跡と鴨田遺跡とはほぼ隣接しているといえる。

2)自 然 環境
(1)概観 湖の生成が第二紀にまで朔 り、世界でも有数の古さをもつ琵琶湖は、古くは南方の

伊賀上野付近に広がっていた。この湖が現在のような形をとるようになったのは、西の比良、南の

信楽、束の鈴鹿のような南北方向の山地が隆起を始める第四紀の中期である。この南北方向の運

動は一般に六甲変動と呼ばれており、それと平行して琵琶湖に流れ込む水系が発達し、人類の生活

の基台である湖東・湖西・湖南・湖北の諸平野が形成されていったのであった。湖北地域もこの

ような構造運勃をよく反映しており、東西性の古い断層を切って南北性の断層が発達し、地塊化

を促進している。湖北平野を形成する余呉川・高時川・車野川・姉川はこれらの構造線の支配を

受けて、山地部においてほぼ南流している。中でも余呉川の谷を形成する断層は、地質的にも地

形的にも認められた断層で、柳ケ瀬断層と呼ばれており、北は福井県の板取から余呉川の谷を通

って木之本に至 り、そこで沖積平野下に埋没し、伊吹山の山麓を弧状に走って関ケ原に至る長さ

55協の大断層である。1909年に起った姉川地震はこの断層を反映しているといわれている。

湖北山地の地質は主としてチャート・ 粘板岩・頁岩・砂岩・石灰岩などの古生層と花前岩であ

る。余呉川・高時川・車野川流域は砂岩・頁岩・粘板岩等で構成され、姉川流域では上記古生層

に力Hえ て石灰岩・花闘岩がみられる。南の天野川流域はほとんど石灰岩である。ただし、遺跡背

後の山地である横山は粘板岩・チャート・ レンズ状の石灰岩の他に輝緑疑灰岩が分布している。

(2)湖北平野 本平野は大きく二つの地区に分けられる。すなわち西流する姉川・天野川の形

成する南部地区と、南流する余呉川・高時川の形成する北部地区で、西地区の間には虎姫山・ 小

谷山などの基盤山地が介在し、両者を隔てる屏風の役を果している。高時川と姉川は平野中央付

近で合流し、南西に向きを変え琵琶湖に注ぎ、尖状三角洲を形成している。
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5 勝町遺跡    13 長屋敷遺跡
4 井ノロ遺跡   14 ゴヒ郷里遺跡
5 木尾遺跡    15 西塚遺跡
6 八島廃寺遺跡  16 茶臼山遺跡
7 醍醐遺跡    17 オキサキ山遺跡
8 国友遺跡    18 垣籠遺跡
9 榎木百坊遺跡  19 油でん遺跡
10 福ノ榊遺跡   20伝 息長日広姫陵

21 太平寺遺跡    31 奥松戸遺跡
22 伊吹遺跡     32 長沢遺跡
23 上野遺跡    33 前川遺跡
24 高番遺跡     34 高橋遺跡
25 杉沢遺跡    35 高畑遺跡
26 瓢寧山遺跡    36 平方遺跡
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28 顔戸遺跡     38 永久寺遺跡
29 高構遺跡     39 大辰巳遺跡
30 宇賀野墓町遺跡  40 大東遺跡

41 寺ケ谷遺跡
42 小堀遺跡
43 南高田遺跡
44 三の官塚遺跡
45 東高田遺跡
46八幡東遺跡
47 川崎遺跡
48+里 遺跡

第 1図 発掘した遺跡の位置と付近の遺跡
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〔余呉川流域〕 平野の北部地区に属する余呉川は、/c「の源を湖北の山地に発し、柳ケ瀬断層線

谷を直状に南流して平野に出る。そして賤ケ岳 (422.5%)か ら山本山に至る西側の基盤山地に

接するように流れ、山本で大きく北西に向きを変えて流出する。現在では余呉川は中流の西野付

近で基盤山地を穿つ放水路によって琵琶湖に導びかれている。谷日の黒田付近の標高は約 ■5%

である。なお、本平野は次のような性格をもっている。①扇状地が発達していない。②東側を平

行して流れる高時川に比して地盤高は低い。③田唐 。西山・大音付近や西野付近では低湿地がよ

く発達している。すなわち、涌出山北部では厚さ30%の腐植土 。腐植質粘上の互層がみられ、さ

らに西野付近では洪水による冠水がひどいため天保 8年に放水路が掘られた。④段丘とは異なっ

た崖状の地形が西阿閉付近にみられる。このような特徴をもった余呉川流域は堆積力の小さい自

然堤防帯・デルタ型の平野である。

〔高時)|1流域〕 妹川の支流である高時川は、谷日の保延寺付近で標高 120能 を示し、構造運

動のよく反映された山地を流れ出て、扇状地を形成する。扇状地の分類は主に自然堤防の発達の

違いから行なったものであるが、その分布範囲は千田・東物部・阿弥陀橋の付近までで、余呉川

方向に発達しており、高時川は扇側を流れている。自然堤防地帯は阿弥陀橋付近から姉川との合

流地点付近までで、その間には強固な自然堤防が発達している。しかし、高時川はこの自然堤防

地帯に至ってもまだ礫河川である。 さらに、 平行して流れる余呉川に比して約 10%も 地盤が高

く、東阿閉・宇根・猫回・沢 。今・大光寺の載る自然堤防はほとんど比高がない。また、条里地

割が明際で、旧河道はほとんどみられない。このような事実は自然堤防地帯では長期にわたって

高時川が現在の河道を維持してきたことを示している。高時川と姉川は周囲よりも地盤が高いた

めに、間にはさまれる虎姫地区は冠水期間の長い後背湿地であった。現在ここを流れる田川は高

時川とはトンネルによって交叉している。デルタ地帯は姉川との合流点以南で標高90"以下の低

平な地帯である。この地帯には自然堤防も分布し、また、浜堤が発達しているため後背湿地の形

成が促進されている。

〔姉川流域〕 姉川とその支流草野川の形成する平野は扇状地の発達で特徴づけられる。標高

130夕 で谷口を出た姉川は北部の車野川とともに広い扇状地、 すなわち扇端が標高 1002の等高

線に沿った平均傾斜 8%の緩勾配扇状地を形成する。人工的土地改変などのため旧中洲は明瞭に

はみられないが、旧水路が谷日から放射状に分布している。地下構造をみると南田附東町付近で

泥層主体の層相と礫層帯との境界を引くことができ、これは扇端と一致する。扇状地の前面には

自然堤防地帯・デルタ地帯があるが、長浜市行は全体的に高い所に立地しており、また、これら

の低湿な地帯の集落はほとんどが自然堤防上にのっている。

〔天野川流域〕 天野川の形成する平野は扇状地が発達せず、また、デルタの発達も悪い。谷

日付近まで標高90%の等高線が進入し、非常に低平である。長浜から南は浜堤の発達が極めて良

く、このデルタの低湿化をいっそう深めている。天野川の南には琵琶湖第二の内湖『入江内湖』
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があ り、天野川の堆積力の弱い ことを示 している。 これは後背山地の地質 (石灰岩)と の関係が

深い と考えられ る。

参 考 文 献

琵琶湖固定公囲学術調査団『琵琶湖国定公園学術調査報告書』 (滋賀県、1971)。

杉村 新「柳が瀬断層」 (『第四紀研究』第 2巻 6;、 1963)。

2.歴史的環境

鴨田遺跡ならびに川崎南・勝町遺跡等、国道 8号線長浜バイパス関連遺跡の立地する長浜平野

南部は、北陸道・東山道の分岐〕点として、北に若狭・途前、東に美濃・ 尾張、南に畿内を捨れぞ

れ控えた要衝の地であり、湖国近江にあっても、最も早く開けた地域である。したがって、その

歴史的環境も、 縄支時代以降数多くの遺跡を蔵し、 捨の豊かさを誇っているのである。 そこで

以下、 この長浜平野南部に視点をすえ、 先史・古代における歴史的環境を概観することにした

い。

〔縄支時代〕 湖北地方における縄支文化は、現在のところ、中期前半を大きく遡らないとさ

れており、早期からの痕跡を残す湖東・ 湖南地方とは、やや性格を異にしている。この点は、以

下にみるように、当地方における明確な遺跡がいずれも伊吹山系の山麓に位置し、湖畔に立地す

ることが多い湖東・湖南地方と異なったあり方を示す点とともに、当地方における縄支文化の性

/PSを考える上で、注意すべき点と考えられるが、その詳細は明らかでない。そのためここでは遺

跡の概要のみをみることにしたい。

鴨田遺跡の東北約 9協、東浅井郡浅井町下車に所在する醍醐遺跡は、中期初めから後期中葉ま

での遺物を出土する遺跡であり、近畿地方の同時代の遺跡に通有な土器をはじめ、石錘の出土を

みているが、中期後半には、瀬戸内地方と中部・ 関東地方の影響をうけた土器が、それぞれ半ば

出土しており、当地方の特色を示している。鴨田遺跡の東約10協、坂田郡山東町粕原に所在する

番の面遺跡は、中期末の上器・ 石器を出土した遺跡であり、関西ではまれな竪穴住居跡が発見さ

れるなど、関東地方の影響を強く受けている。また、鴨田遺跡の北15協、東浅井郡湖北町には、

後期の上器を出土する尾上湖底遺跡が所在する。尾上遺跡は、その名の通 り余呉川河日の琵琶湖

湖底に所在する特殊な遺跡であるが、その性格は十分明らかにされていない。鴨田遺跡の東約 9

協、坂田郡伊吹町杉尺には晩期の上器・石器を広範囲に出土する杉沢遺跡が所在する。杉尺遺跡

からは、縄支末の墓制の一端を示す合日甕棺が出土しているほか、飛騨・美濃系統の石器が多数

発見されており、中部地方との交流の一端を示している。この他にも、伊香郡木之本町の古橋遺

跡、坂田郡伊吹町の伊吹遺跡などをはじめとする多くの遺跡が、伊吹山麓一帯に立地しており、

また、平野部においても、長浜市山階・十里・森等から、縄支土器片・石器が出上している。しか



し、これら平野部出上の遺物については、姉川の氾濫にともなう流出と解されており、明確な遺

跡とは考えられていない。なお、最近調査された長浜市川崎町の川崎遺跡においても、若千の上

器片が発見されている。同遺跡は、後述するように弥生時代前期中葉に遡る遺物の出上をみてい

るのであるが、その下層から紀支時代中期～晩期と考えられる土器片の出土をみたのである。し

かしこれらはいずれも摩滅が激しく、上記のものと同様、姉川の乱流によって流出したものと解

すべきであろう。

以上、湖北地方における縄支時代の遺跡の概路をみてきたのであるが、約言すると、湖北地方

の縄支時代の遺跡は主として伊吹山麓に立地し、中期以降開始されており、中期前半までは幾内

地方の、後半必降は中部 。関東地方の強い影響下に入ったと考えられ、晩期末に到って再び西日

本の影響をうけるに到ったと考えられているのである。

〔弥生時代〕 紀元前 2世紀、北九州に伝播した稲作文化は、日本海沿岸・瀬戸内沿岸の 2ヨ

ースを通って近畿地方に、そして前 1世紀には、伊勢湾浴岸地方に到達、その直後、山城経由で

湖南に、伊勢湾経由で湖北に入ったとされている。当地におけるこの時期 (前期の中の段階)の

遺跡としては、まず上にみた川崎遺跡が注意される。同遺跡は鴨田遺跡の北約 3協に所在し、さ

きにみた紀支土器片をはじめ、第 1様式中から新の段階に到る弥生式上器及ぴ若子の石器・木器

が出上しており、若千ではあるが、東海地方の影響をうけた水神平式上器の出土もみていて、湖

北における弥生文化の端初を示している。

川崎遺跡とほぼ同時期、あるいはやや下る時期に、坂田郡米原町入江の入江西野遺跡、彦根市矢

倉の矢倉川遺跡においても、伊勢湾地方の影響を強くうけた弥生文化が生れている。これらの遺

跡は、いずれも鴨田遺跡の南方約 8協に所在し、湖畔に立地している。特に矢倉川遺跡は、同時に縄

支時代晩期末葉の上器を出土しており、注意されるが、その性格は十分に明らかにされていない。

中期に入ると、前期後半から始まった長浜市大辰巳町の大辰巳遺跡が急速に拡大、畿内の影響

を受けた甕形土器や、近江独自の装飾を用いた土器を教多く出上している。同遺跡は、鴨田遺跡

の東北約 1.5協 に所在し、鴨田遺跡との関連が注意される。なお、前期必来の入江西野遺跡にお

いても同じ傾向の上器が発見されている。

中期中葉に入ると、再び東海地方の影響が顕著になり、大展巳・入江西野遺跡においても、か

かる傾向をうけた上器が出上しているが、これとほぼ同時期と思われる尾上湖底遺跡の遺物から

は、畿内の影響を強くうけた土器が発見されており、近江の特色を示している。

中期末には、ひきつづいて大辰巳遺跡において、伊勢湾地方の影響をうけた土器の出上をみて

おり、一時退化した櫛描支が復活している。大辰巳遺跡は、上に述べたように中期に入って急速

に拡大したのであるが、後述されるように、今回調査のおこなわれた鴨田遺跡の、濤 1・ 溝 6及

び濤A(沼沢池)下層からは、中期中葉以降の大辰巳遺跡出土土器と瓜二つの甕形土器・壷形土

器が出上しており、その一端を示すものと考えられる。
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湖北地方における弥生時代後期の遺跡としては、大辰巳遺跡・入江西野遺跡に若千の資料がみ

とめられるだけで、詳細な解明はなされていない。しかしながら、以下において明らかにされる

ように、今回その一部の調査がなされた鴨田遺跡は、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての

大集落跡と関係あることが、改めて確認されており、新しい知見を提供している。

鳴田遺跡出土土器の性格は、後期前半においては、東海地方の影響を受けつつも、近江独自の

形態を示す。甕形上器・ 壷形土器・器台形土器が多数を占めるが、後期後半から古墳時代前期に

かけて、しだいに東海地方の影響が顕著となり、「 S」 字形口縁を持つ甕形土器など、明確にそ

の影響を示すものが増大している。なお、この時期の上器は、南山城から大和地方北半に分布し

ていることが指摘されており、東海・ 近江の文化が畿内に流入したことを示している。また、後

期末葉から古墳時代前期にかけて、山陰・丹波地方の影響をうけた土器が、湖西地方から湖北に

かけて展開しており、文化圏の問題としても注目されるところである。

〔古墳時代〕 湖北地方における古墳文化は、伊香郡高月町周辺及び長浜市・坂田郡近江町月

辺の二つの地域に、大きくわけることができる。そこで以下、両者を対比しつつその変遷をたど

ることにしたい。

湖北地方において、最 もはや く築かれた と考えられるのは、鴨田遺跡の北方約12協、東浅井郡

湖北町山本の神奈備山南麓に所在する会長55夕 の前方後円墳の若宮山古墳である。この若宮山古

墳はいまだ未調査であ り、内部主体等は明らかでないが、墳形等からほば前 H期 と推定される。

これ以降、高月町周辺においては、山本山の北につづ く西野山丘陵上に 5世代にわたって、前方

後円墳や前方後方墳が従属的な前方後円墳・ 円墳・ 方墳をともなって、地点をかえつつ築かれて

お り、古墳時代前期において早 くも強力な地域的統合が、伊香地方に成立 していたことを示 して

いる。

一方、若宮山古墳が築造されたほぼ同じ時期に、鴨田遺跡の東北約 5協、長浜市東上阪の丘陵

上に、会長95%の前方後円墳長浜茶田山古墳が集かれている。長浜市周辺においては、茶日山に

つづいて、その周辺に伝 日広姫陵古墳・ オオサキ山古墳等々、首長墓の系譜を引 くと考えられる

前方後円墳が若千の円墳を従がえて築かれてお り、ここにも早い時期に強力な地域的結合が成立

していたことが推定されるのである。

なお、この時期の集碁跡としては、上にふれた鴨田遺跡のほかほとんど資料がなく、その性格

を明らかにすることはできないが、鴨田遺跡において、滋賀県下で始めて手焙り形土器の出土を

みていること、木刀・火t替 リミユチュア等々、種々の祭祀用と思われる器具が発見されているこ

となどは、長浜市周辺における地域的統合の成立を考える上で、重要な示唆を与えてくれるもの

と思われる。

中期に入ると、まず高月町周辺部においては、西野山丘陵上を間隔をおいて移動していた首長

墓が平野部に進出、まず高月町横山に横山古墳が、ついで同町東柳野に姫塚古墳、さらに同町西
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物部に長塚古墳、同町洞戸に瓢塚古墳が、それぞれ数基の円墳を従えて築造されている。いずれ

も70～100"の規模をもつ前方後円墳で、巨大化の傾向を示している。

一方長浜市周辺でも、上阪・垣籠の丘陵部に築造されていた首長墓は、 しだいに平野部に移

動、まず長浜市垣籠町に鏡・玉類など多くの遺物が出上した垣籠古墳が、以下東上阪の長屋敷古

墳、堀部町の西塚古墳、榎木町の福ノ神古墳、力H納町の越前塚古墳・上蒲塚古墳等々、平野部に

築かれており、また、坂田郡近江町能登瀬にも、鏡・玉類等の出土をみた山津照神社古墳が、同

町新庄にも金環・玉類・鏡等を出上した塚の越古墳が集かれている。ただ、これら首長墓の系譜

をひくと思われる前方後円墳は、 高月町周辺のものと異なりいずれも会長 50%内外のものであ
り、巨大化するというより逆に縮小している傾向がみられる。しかも、その墓域も分化の傾向が

あり、前期の地域的統合に何んらかの変化を生じたことを示している。

後期に入ると、以上にみた首長墓の系譜は縮少あるいは消滅し、それとは異なる小円墳が、数

基ないし数十基を単位として並行して築造されている。まず、高月町周辺部においては、同町唐

川の唐川古墳群、松尾宮山の宮山古墳群、西野のハツ岩古墳群、浅井町丹生の丹生古墳群、同町

田川の田川古墳群、同町山之前の雲雀山古墳群、湖北町丁野の丁野古墳群、同町山脇の中谷古墳

群等々が築かれており、伊香地方だけでなくほぼ全域に分布している。長浜市周辺においても、

八条町の八条古墳群、四ツ琢町の四ツ塚古墳群、近江町舟崎の舟崎山古墳群、米原町河南の石渕

山古墳群、同町残の磯崎古墳群など、多数の古墳群が横山丘陵を中心に築造されている。

これら6世紀初頭から爆発的に築かれる後期群集墳は、その規模・分布においても多様性に富

んでおり、従来の首長墓の系譜とは明らかに区別され、いわゆる民衆墓とまではいかなくても、

村単位程度の小集団の長を葬ったものと考えられる。これはかかる被葬者層の地位の向上、胎頭

を示すものということができよう。これらは、さきの首長墓の性格の変化とともに、社会構造上

の変化を示すものと考えられている。

〔歴史時代〕 7世 紀中葉に入ると湖北地方においても、 6世紀初頭必来爆発的に築造されて

きた群集墳は、ほとんど築かれなくなり、縮小の一途をたどっていた首長墓の系譜も、途絶える

に到った。したがって、湖北地方の古墳時代は、大化の薄葬令をまつまでもなく、その終末を迎

えたということができるのである。このような古墳消滅の原因として、群集墳の爆発的な築造と

その停_止にみられるような社会構造上の変化がその背景にあることは明らかであり、それにとも

なって、古墳築造の政治的・宗教的意義が失われたものと考えられるのである。仏教の国家的な

受容は、その大きな表われということができる。すなわち、古墳築造をやめた諸豪族は、それに

かわる新しい権威の象徴として、仏教の受容、寺院の建立に力をそそぎはじめるのである。各地

に残る白鳳時代の寺院跡は、その一つの帰結であるということができよう。

湖北地方の白鳳時代寺院跡の分布は、湖東・湖南地方とくらべるときわだった対称をみせてい

る。すなわち、湖北地方の寺院跡の数は、湖東・湖南地方に比してきわめて少なく、特にかつて
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は、多くの古墳の集造をみた伊香地方 。高月町周辺において、今のところ一つの白鳳時代の寺院

跡も発見されていないのである。これは湖北地方の歴史的環境を考える上で、非常に重要な点で

あると思われる。

長浜平野北部における白鳳時代の寺院跡としては、鴨田遺跡の北約■協、東浅井郡湖北町今西

延勝寺に所在する浅井寺遺跡、同じく北約13腸、同町尾上に所在する小江寺遺跡をはじめ、本遺

跡の東北約 7協、東浅井郡浅井町八島に所在する八島廃寺遺跡、同じく北約 8協、東浅井郡ぴわ

町弓削に所在する満願寺遺跡などが知られている。

長浜市を中心とする平野南部においては、本遺跡の北約 4協、長浜市榎木町に榎木百坊遺跡、

同じく南約1.2協、坂田郡近江町長沢に奥松戸廃寺跡、 同じく南約 7 LT2、 坂田郡米原町磯の堂谷

遺跡があり、それぞれに自鳳時代の元が出上している。

湖北地方における白鳳時代寺院跡の分布は、このようにやや南にかたよった傾向を示すが、そ

れらは上にみた中期以降の前方後円墳の分布とほぼ対応しており、その勢力の消長を物語ってい

ると思われる。しかしその調査はいまだ端緒についたばかりであり、その詳細は今後の調査によ

らねばならない。

以上、組支時代から白鳳時代に到る長浜平野南部の歴史的環境を、遺構・遺物を中心に概観し

てきたのであるが、最後に、奈良朝に実施され、現在においてもなおその整然たる遺構を残す条

里制について、一瞥しておこう。

周知のように、 645年の改新クトデター以降、 律令制に基づく国家体制を指向する政府は、そ

の基礎として、全人民を公民化して戸籍に編貫し、班田制を施行した。これにともなって、班田

制施行を容易ならしめるためとられたのが、条里制と呼ばれる耕地整理であった。

長浜平野における条里制遺構は、滋賀県の他地域とくらべでもその残存が明確であり、旧坂田

郡誌以来、多くの研究がなされている。そして、それらによって坂田郡の条里は、他郡の条里と

同じく、里の起 J点が東部の地形に応じて移動していること、北一条の起点は史料的制約から明断

できないこと、浅井郡の条里とは関連性のないこと、十里以南については史料不足で里割のでき

ないこと等々が明らかにされている。

ところで今回の鴨田遺跡の発掘にともなって、現在の地割とは異なる畔の遺構が、一部におい

て発見された。その詳細は後述されるが、当初からこの遺構は条里制の遺構と推定されている。

鴨田遺跡の所在する長浜市大戊亥町字寺田及び下力H茂田は、複元条里図によると、それぞれ 9条

7里の 2・ 3坪に当っており、 その東半を鴨田遺跡が 占めているのである。本遺跡の条里遺構

は、T地区すなわち 2坪では全く検出されておらず、K地区すなわち 3坪において検出されてい

る。この 3坪の遺構は、東西に 4条、約21%間隔でつくられた旧畔であり、半折田の形態を示し

ている。したがって、現行の地割では北の二つが半折、他は長地形となっているが、かってはす

べて半折田であったと考えられるのである。なお、T地区の性格については速断できないが、姉

川の乱流によって、悦乱された可能性もあると思われる。
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I 甲尋 迫退

1.調 査 経 過
鴨田遺跡は、長浜市大戊亥町の集落の東約 300物 の地ザ点から、 東北東に延びる東西 500%、 南
北150物余のほぼ長円形の範囲と推定されるが、 今回調査の対象とした地域は、 推定範囲の西端
部に位する国道 8号線バイパス予定路線内、幅30%、 長さ200物 の部分のみに限られた。

発掘調査は、昭和46年 6月 1日 から、昭和47年 3月 30日 までの■力月間にわたり実施された。

以下は調査の経過である。

南北200物、東西 30%の調査区域内に、その縦横の軸線にしたがって4%四方のグリットをそ
れぞれ 1～50、 A～ Fの方H艮状に配列し、各グリット間には地層観察用畦を設定した。ただ、発

掘区域は中心部において、東西に横切る幅 8陶 の畦畔と用水路とによって分断されているため、

それぞれの小字名にしたがい、北半部100× 30物 を寺田地区 (T地区と略称)と し、南半部100X

30御 を鴨田地区 (K地区と略称)と して発掘区域を 2分した。

6月 ～ 7月

発掘調査は、昭和46年 6月 5日 、県教育委員会文化財保護課技師、同主事、調査員及び作業員

が参力Hす る説明会の直後に、発掘区域を囲続する排水薄を掘り下げることから開始された。排水

濤は、既に設定されたグリットの外側に 1物離し、幅80c92深 さ 1%と し、周囲の水田からの流水

を遮断し、調査地域の上察を乾燥させるとともに、土層観察にも用いることを目的として掘り下

げられた。なお、T地区北側及びK地区南側だけは、用地狭小のため、G50列・ Gl列を犠牲に
してグリット内に設けた。また、濤の深さについては、各グリット発掘の進行に応じて、llk次掘

り下げた。

最初の排水濤掘り下げの結果、T地区における土層の変化は、耕作土層は30師前後であり、次

層の若干の砂を含む粘土層は、 北上するにしたがい極めてうすくなり、 最北端では耕作上の直
下、地表より30切程度で砂層または礫層に変化するが、南部地域では、地表より約70∽に至って

なお粘土層が見られる箇所もあり、南端部では地表から80c92位で、黒色腐植土層に変わることが

知られた。

また、 遺物の出上については、 G37A・ G27F付近に多量の上器片が集中して検出された他
は、南部ではほぼ均等であるのに対し、北端部においては極めて少量であった。

次にK地区においては、T地区に比較して明瞭な土層の変化は見られず、概ね耕作上の次層は

やや褐色を帯びた部分も含む灰青色粘土層であり、砂層ないし靭層を耕作上の下に見出せなかっ

た。しかし、G23Fの東側には、地表より約50側の深さに周囲とは明瞭に区別される黒褐色の粘
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土層が見られ、また、G6F～ G8Fの 東側では、地

表 より50側に、多量の上器片を含む紫色を帯びた黒色

腐植土層あるいは粘土層が確認され、何らかの遺構の

存在を予測させた。

また、 G10Aお よび F、 G15Aお よび F、 G20Aお

よび Fの外側には、条里制遺構の畦畔と思われる地層

断面の変化が認められた。

第 1次試掘は 6月 10日 T地区で開始した。 G27Aを

例外 として、B列、D列、 F列のみを、それぞれT地

区ではG29B・ G28D・ G30Fを起点に北へ、K地区

ではG24B・ G23D・ G22Fを起点に南へ 2グ リット

間隔 (T地区、K地区とも各 2々3カ 所)で、深さは50

～60例まで掘 り進めた。

この試掘及び それに伴 う排水濤の掘 り下げに よっ

て、T地区にはG31列・ G36列に条里制遺構 と思われ

る旧畦畔が検出された。 G32列以南では、土器片等遺

物を包含する黒色腐植土層が広がっているが、 G36列

以北では、粘土層に砂の混入が徐々に多 くなることが

知られた。

また、 G36・ 37A西の排水濤中の、深さ60側に集中

的な土器片の出上があ り、G34Dでは、砂層中に加工

木片・ 石斧破片が出上し、更にG27F北西部には多量

の上器片の出土とともに数力所のピットようの地層変

化が認められた。

以上、試掘グリットを精査 した結果、T地区におい

ては、南東角G27F付近から北西方向G38A付近へ流

れる濤状遺構の存在も想定され、この線に沿い、 G27

F、 G28E・ F、 G29E C G30D o E、 G32CoD、

G33C、 G34B・ C、 G36A・ B、 G37A、 G38Aの

15カ 所を新 らたに試掘 したが、深さを地表から60翻以

内にとどめたため、土器片の出土は北部に比べ多く、

遺構等の埋伏を予知させるものの、新たな変化は見出

せなかった。

0 5         25m

第 3図 鴨田遺跡グリット設定図

I「
~TTT~千

+
+
+
十

キ=キ itt F―
+営

■

――――――Jと――_____

+イ

―- 12 -―



また、これまでの排水濤掘 り下げおよび試掘の結果から、T地区北部 G39列以北50%の範囲で

は、一様に耕作土の直下に砂層あるいは礫層が続き、姉川等の氾濫によって削平もしくは撹乱さ

れ、遺構は消滅 しているものと判断し、この地区のみ試掘の深さを地表下 2物以上 とし、更にま

たG49Dよ りG36Dに至るDグ リット列を通 して掘 り進め、断面を記録 した。なお、 G38D・ G

37D・ G36Dのみは表土より60～70側にとどめ整面 したところ、G37D・ G38Dを斜めに、幅約

2初 の砂を含む黒褐色の粘土層が横断してお り、 しかも同層中より、壷の口縁を含む多量の上器

片が検出された。このため、あらためて西排水薄 G37A付近および東排水濤 G38Fの断面を精査

し検討 したところ、この 3地点に連続する同一の地層が薄状遺構であることが想定された。さら

に、この地域泌南の試掘の際に発見された同種の地層についても同様の遺構である可能性が濃い

として、全域の平面発掘を決定 した。

7月 -11月

上に述べたように、全面発掘は G39列を北限として、その南側全域に実施された。また、これ

までの試掘結果から、狭義での耕作土は地表下30鰍程度であるが、数年に一度の割合で深さ50-

60切までは鋤耕され、土層が撹乱していることが知られたので、地表下50切までには遺構等は遺

存しないと判断し、これを第 1段階の平面発掘の深さとして、溝等を確認することを目的とした。

調査の結果、T地区においては、 G37Fよ りG37Aに西流する幅平均 2物 の砂を含む黒褐色粘

土層および G37Dよ り分岐してG34Aに至る平均幅80側の褐色砂層が検出された。東・西両排水

達に現れた断面より判断して、それぞれ溝 1・ 濤 2と名づけた。また、 G36Fよ りG31Aに西流

する平均幅1.5%の砂層は濤 3と名づけられた。更にG32列以南の表上下 60切 には黒色腐植土層

の存することが認められた。

また、 G39040Eに 、紫色を帯びる黒色粘土層よりなるピットとが発見されたが、精査の結果

薄 1と の関連は 認められず、 独立 したものと判断して掘 り下げ、 多量の弥生式上器片を検出し

女と。

次に、上述の 3条の溝にそれぞれ推積する礫を含む掲色粘土層 および砂層を掘 り下げ精査し

た。濤 1(流水路)は、中央部よりやや西に、完形の壷を含む多量の弥生式上器片が出上し、更

にこの濤は 3層 より形成されていることが知られた。また、溝 2(流水路)は、石斧の他弥生式

上器片多数が検出されたが、濤深20CPI内外と極めて浅く上部は既に耕作により削平されているこ

とが知られた。さらに濤 3(流水路)は、砂層の他 3層が堆積し、しかも上部にはほぼ完形の須

恵器壷、下部には弥生式上器及び破片・ 力H工木・ 扁平片刃石斧 。獣骨等が出上し、薄 1と は時期

と'lt格を異にすることが知られた。

3条の流水路の調査終了後、さらに下位の上層を調査し、T地区南部の黒色腐植土層の範囲を

確定するため、東・西両端に トレンチを入れた結果、各流水路は砂を含む灰青色粘土層を開削し

て形成されていることが知られた。また、南部地域の層序は、耕作土・ 褐色部分を含む灰青色粘

―- 13 -―



土層・黒色腐植土層・ 暗灰色粘土層・底部にはうすい砂層、そして灰青色粘土層と続き、沼沢地

に堆積したものであることが知られた。ただしG27E・ F付近に黒色腐植土は認められず、灰色

青粘土層が北へ傾斜する汀線であると推定された。また、この傾斜地に径30～40側の紫色を帯ぴ

る黒色粘土層からなるピット2が発見された。

K地区では、全域にわたり表上下60切まで掘 り下げ整面した結果、西半部に、T地区南部の沼

沢地に連続する黒色腐植土層がG16A・ G17Aを除くほぼ全域に検出された。そして、その沼沢

地に注ぎ込むように、G24Dか らG23Dへ (濤 6)、 G23Fか らG23Dへ (溝 7)、 G20Fか らG
19Cへ (簿 8)、 G7Fか らG10Dへ (濤 12)、 G5Fか らG5Dへ (濤 15)、 それぞれ西流する

薄あるいは流水路の存在が確認された。そして、濤 8と濤12と によって囲続される地域には、多

量の弥生式上器片・ 蛤刃石斧・砥石などが出上し、地表から50側の深さの灰青色粘土層および条

里制遺構と推定される旧畦畔の上には、数十個の小径のピット群が検出された。

■月～ 2月

T・ K両地域に広がる黒色腐植土層は沼沢地に堆積したものと思われるが、 トレンチに多量の

上器片を出上していることから、全面的に掘 り下げ、底を確認すること、また、K地区における

4条の達の検出を目的とした。

その結果、沼沢地では、灰青色粘土層がゆるやかに傾斜する汀線、地表よりlηツ下に多量の

弥生式上器および土師器・木器・木材・ 石器・ 銅鏃等が出上した。また、T地区西部および東部

に、北東から南西に流れる細砂よりなる流水路の痕跡が各 1条発見されたが、上部はほとんど削

平されていた。薄 7(流水路)の最上層は、沼沢地と同様の黒色腐植上に覆われ、また、同種の

本材を包含し、多量の弥生式上器および破片を包含する褐色腐植上が第 2層をなし、底部には若

千の砂層が堆積していた。薄 8は、多量の弥生式上器片を包含する黒褐色粘土層 1層のみが堆積

し、他の全ての流水路・溝が西部の沼沢地に注く
゛
のに対して、この溝のみG19Cで突然消滅し、

更に西へ延びる形跡がみとめられなかった。溝12は濤 8と 同様均―の黒褐色粘土層よりなり、お

びただしい数量の弥生式上器・ 土師器破片を出上した。そしてこの濤のみ流路は北上し、濤 8と

直交するように施されたものであることが判明した。濤15(流水路)は、灰黒色粘土層およびう

すい砂層よりなり、多数の弥生式上器片が出上した。

以上で鴨田遺跡の発掘は概ね完了したが、 100%北に位置する勝町遺跡との関係を調査する目

的で、T地区北側に更にG52C、 G53C・ D、 G54CoD、 G55D、 G57D、 G59Dの試掘グリ

ットを設定して掘 り下げた。各グリットにおいては、一様に耕作上の下に灰青色粘土層・礫層・

砂層が交互に続き、T地区北部とほとんど同様の上層を示し、若千の上器片と石斧を出上した。

ただ、G52Cにおいて、地表下50側に60× 60× 30側の明治時代初年頃のものと思われる木棺が出

上し、人骨とともに、宋・明銭等副葬品が内蔵されていたが、われわれの調査対象より著しく時

代の下るものであり、地元民の要望もあって、記録後ただちに近くの共同墓地に再埋葬した。



2.

3月

既に検出されたすべての遺構について、最終的調査・写真撮影・実測等を行なった。

先に詳しく述べたように、鴨田遺跡は湖北最大の河川、姉川が形成した扇状地の先端部微高地

に営まれた弥生時代から古墳時代にかけての集落跡である。1カ年近くに及ぶ今回の発掘調査は、

前に記したとおり、本遺跡の西端部を南北に貫ぬいて敷設される国道 8号線′ミィパス予定路線内

6,000″ 余の区域のみを発掘調査したものであるが、 出上した上器を中心とする膨大な遺物は今

後、湖北の先史を理解する上に必須の貴重な資料となるであろ )。 これに比べて、今回の発掘調

査によって検出された遺構は、 2条の人工的な鷺跡と10条の流水路・ 沼沢地・地割 り畦・ ピット

等にすぎず、約 2千年以前の古代集落跡の全体像を把握するには不充分かつ困難なものである。

しかし、少なくとも、集落の立地状況や範囲を判断するのには多少の参考資料となりうるものと

考えられる。

本遺跡の各遺構はすべて厚さ40～60側の耕土層直下の標高約90。 35～90。 41%を測る灰青色粘土

層または砂質土層のほぼ平坦な面に遺存している。したがって、検出された各遺構面は度重なる

耕作によって削平された後の残存面である事は当然である。事実、K地区東部第 3・ 第 4区域の

各グリッドの試掘時に耕土層から多量の上器片が出上した。以下各遺構に関して簡単ではあるが

説明を付す。なお、遺構面は基本的に北部T地区が高く、南部K地区が低くなっている。

1)  響寧

既に述べたように、今回の調査によって検出された濤跡は13条を数える。もっともこれらの中

で、明らかに人為的に掘穿されたと推定できるのは 2条のみで、残りの■条は自然流水路と沼沢

地である。薄は北から、発見llk序に従って番号を付けたが、沼沢地のみは性格を異にするため、

濤Aと 呼称した。なお、発掘途上濤跡と推測しながら、後にそうではないことが判明したものも

あるために、欠番にした濤番号がある。さて、これらの濤は、薄 3をのぞいてそれらのほとんど

が沼沢地に流れ込んでいるという共通点を認めうるが、T地区の薄 1～ 5が旧姉川の氾濫河道と

同一の方向に走るのに比較して、K地区の達の方向は、各濤によって違うという相異点が見られ

る。また、これらの濤の規模はさまざまで、薄幅 3知必上のものから20切位いの小溝まである。

溝 1 発掘区域のもっとも北に、東西方向に連なる濤である。すなわち、T地区東部 G38F内

から南西方向へゆるく蛇行ぎみに下り、G37Bで思曲して西向する自然に形成された流水路であ

ろうと思われる。しかし、自然流水路ながら鋭く砂質土層を浸蝕しており、薄幅1.8知～2.6%、

深さ60切～70側の規模を有する。薄内堆積層は 2層に区別せられ、断面は 2層 とも浅い皿状を呈

遠返



する。第 1層は含砂黒褐色粘土層で庚化物が包含されており、上層部には土器小片が混入されて

いた。第 2層 の灰褐色粘土層は、下層に降りるほど不純物が少なく、美しい色を呈するが、土器の

出土は最下層付近には見えず、第 1層 と第 2層 との転換点あたりに最も多く完形品も包含されて

いた。これらの上器の他に蛤刃石斧の出土も見た。出土土器には日縁立ち上 り部に凹線を施し、

日頸部の発達した、卵形状を呈する畿内第 4様式の壷を中心に、弥生時代中期後半から古墳時代

前期のものまでが含まれていた。なお、土器の出土量は束部に少なく、G38D以西の薄内で多い

という現象が見られたが、これは西部薄底の低さが残存状態の良好性をもたらしたものと考えら

れる。さて、濤 1は T地区で唯―の西向ぎみの遺構で簿A(沼沢地)と の関連が掴みにくいが、

G37A以西で弯曲して、G32Aよ り北西に広がっていると推定できる沼沢地に流入しているもの

と予想し得る。

濤2 溝 1か ら流出した一時的な氾濫流路であろうと思われる幅 20～100翻 余 り、深さ10切内

外の小溝である。溝 1の G37D断面に薄 2の ものと考えられる砂利層が喰い込んでいるところか

らすれば、濤 2は薄 1上層に含砂黒褐色粘土層が堆積し、流路としての機能が停止してしまった

後に、薄 1第 1層を浸蝕し、西部砂質上層地帯に続出してでき上ったと思われる。流出した水量

が僅かなためか、砂質土層をかろうじて浸蝕して南西方向へ下 り、G33A東方で濤A(沼沢地)

に抗れ込んでいるものと思われる。なお、G35Bあたりでは、耕作による削平も受けてきわめて

浅く、ようゃくのことで薄幅を検出し得た。溝内には褐色を呈す砂利層が堆積するのみで、少量

の上器片、石斧 1点を出上したのみである。

濤3 この溝は、T地区微高地の最も南に、北東から南西へ連なるもので、本遺跡から検出さ

れた溝の中で、最も新しい時代まで存続したであろうと推定される自然流水路である。

灰青色砂質粘土上に検出された薄の幅は、最小 1%、 最大 3物を測る。濤内堆積層は上から、

茶褐色砂利層、黒色有機質粘土層、灰褐色礫混入砂層の 3層を数えるが、時期的には灰青色砂層

を浸蝕した時期と灰青色砂質粘土層を切った時期とに区別できるであろう。なお、本濤跡はG32

Aよ り南では、濤A(沼沢地)を開析しているが、これは濤Aが泥岸化して、いわゆる沼地とな

ってからの遺構と考えるのが妥当であろう。

本濤からの出土遺物は弥生式土器・古式上師器・須恵器・木器・ 扁平片刃石斧・ 石鏃・獣骨等

多様性に富むが、遺物出土層に若干の差異が存在するようである。すなわち、須恵器は上部砂利

層または粘土層から出上し、その他の弥生式上器・木器 (盤を含む)・ 石器は下層の砂層より出

上した。以上の出土遺物から本簿は弥生時代後期より古墳時代後期までの遺構と考えられる。

T地区には、上述した 3条の濤跡必外にも、南部溝A(沼沢地)の東西に自然流水路が 1条ず
つ見られたが、これが濤 4・ 溝 5である。ともに黒色腐植土層上を一時的に浸蝕したもので、薄

く浅い砂層が走るのみで腐植土中に自然消滅している。遺物も土器小片が混入されているのみで
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あった。

溝6 K地 区北辺、G24Dか ら南向の後、濤 7に流入する自然流水路と推測せられるが、疑問

点がないわけではない。本薄はK地区北限付近では流路が 2条に分れている。したがって、東側

の流路を濤 6A、 西側の流路を湊 6Bと した。濤 6Aは幅 2陶前後、深さ0,7～0.8%の規模をも

つ薄 6の主流であり、北東から南西へまっすく
゛
に連なるが、南西端を濤 7に よって後に切られた

ため、G23D付近で溝 7に流入した形跡となっている。また、G24D東側にも、黒色を呈サ粘土

地帯が広がっていたが、これは濤 6Aの企水によって形成された凹地と考えられる。G24D北の

トレンチ断面によると、溝内には炭化物を包含した黒褐色粘土層と灰青色砂層が堆積していたが、

弥生式上器が出上したのは上層の黒褐色粘土層に多かった。これらの弥生式上器は、後期のもの

が中心であったが、若干それよりも古い時期のものも出上した。なお、濤 6Aの掘 り込みは西肩

で特に鋭く、人為的なものと考え得る可能性が多分にある。濤 6Bは、灰青色粘土層に幅 1%内

外、深さ25初の規模で掘 り込まれているもので、濤Aの分流と言うよりも、全く別個の統路と考

えた方が良いのかも知れない。濤内には薄 6A上層と同じ黒褐色粘土層が堆積し、出土遺物も少

量の上器片であったが薄 6Aと ほぼ同時期のものと推測される。

濤7 K地 区東部第 5区 G23「からほぼまっすく§に西向し、G23Cで溝A(沼沢地)に流れ込
む自然流路である。濤幅約 3η、深さ40翻内外を測 り、断面は浅い皿状を呈する。濤内堆積第 1

層、黒色有機質粘土層には多量の自然木が流入しており、第 2層の含砂褐色粘土層には古墳時代

前期から中期にかけての上師器を中心とした土器の他に、扁平片刃石斧・土錘等が包含されてい

た。しかし、濤 6と切 り合っているG23D付近では弥生時代中・後期の上器も出上した。

溝8 濤 8は、K地区G21Fか らG19Cま で弯曲しながらも、ほぼ北東から南西へ連なる人為
的に掘守されたものである。灰青色粘土層上からの掘 り込みは鋭く、断面はU字状を呈する。濤

内には黒褐色粘土が一様に堆積しており、弥生時代中期後半から終末期までの上器片を多数包含

していた。なお、本濤はG19C沼沢地直前で途絶するものの、次に述べる濤12と直交するように

施されている。

薄12 K地区東部第 2区域G7Fか ら、北西方向へまっすく゛伸びる人為的に掘開された濤であ
る。幅 2.5物～3.5η、深さ 0。 7知～ 1%を測るやや幅の広いU字濤である。溝底は東部ほど高
く、 G7F東 トレンチ断面はU字 よりも、 なしろ深皿状をなしているが、 西へ行くほど底が低
く、掘 り込みは鋭くU字状を呈す。溝内推積層は黒褐色粘上のみの単一層であるが、濤底付近に

は砂が幾分混入している。

濤12の 上器の出土量は、検出された薄の中で最も多く、他の濤を断然圧倒している。耕土層直

下の遺構面には大小土器片が足の踏場もないくらいに散乱し、薄内には上層から濤底まで隙間な

く、土器そのものが堆積層をなすかのごとくに、塊となって包蔵されていて、意識的に上器を濤

内に投げ込んだ戚じさえもたれた。これらの出土土器には、弥生時代中期後半から古墳時代前期
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灰色粘土層  g 灰色砂層  h 含砂灰黒色粘土層  i 合砂灰黒色腐植粘土層  j 黒褐色粘土層
赤褐色粘土層  l 茶褐色砂層

第 5図 鴨田遺跡K地区C列東壁断面図
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までの完形土器、土器片が見られるが、なかでも、もっとも量が多く、中心をなすのはいわゆる

古式土師器であった。勿論、出土土器は量的に豊富なばか りでなく、器種上からも豊富で、壷・

甕・ 高杯・器台・ 甑・碗・鉢等あらゆる種類に及んでいる。更に土器以外の出土遺物も石斧・ 石

鏃から獣歯・獣骨・ 鹿角等が濤内から採集せられた。

滞15 発掘区域の最も南に検出された、幅2。 3%～ 3。 5知 、深さ約30側の規模を持つ自然流路であ

る。濤内には灰黒色粘土・砂利・褐色粘上が堆積しており、濤断面は浅い皿状をなしている。土

器片の出土は、上部灰黒色粘土層・砂利層に多く、褐色粘土層には少なかった。これらの出土土

器は弥生時代後期から古墳時代初頭までのものであった。なお、本濤もG5Eで 薄A(沼沢地)

に流入していた。

K地区には、これら5条の濤の他に、西部微高地から濤Aに流れ込む自然流路があった。これ

が濤13・ 濤14であるが、ともに幅約 1%の浅い小濤で出土遺物も見るべきものがなく、西側が未

発掘のため性格は把えることができなった。

2)溝A(沼沢地)
K地区西部全域からT地区南部に広がり、両地区の微高地を大きく分断している深い沼沢地が

濤Aである。50鰍平面では黒色を呈して微高地と明陳に区別されたこの沼沢地の層序は、下層で

は複雑をきわめ、統二的な把握が困難であるが、基本的には黒色腐植土層・ 粘土層・砂層のllkに

堆積 1/ており、 最下層砂層は表上下1.5%内外を測る。 これらの堆積層の中には、各濤や微高地

から直接流れ込んだ種々様々な、各時期に及ぶ遺物が多量に包含されていた。まず第 1層黒色腐

植土層からは、自然木を含む大量の木製品を中心とする遺物が出上した。特に、K地区西部第 5

区域腐植土層には、ほぞ穴のある木材・組物等が多量に流入していたほか、丸鍬未製品・鋤 。大

足・ 弓・布巻具等のポピュラトなものから下駄・用途不明の異形木製品・蓋状木製品・線刻木製

刀等の出土例を余 り見ないものまでが各区域から出上した。これらの木製品の他にも、銅鏃や石

鏃が黒色腐植土最下層から出土した。これに対して、土器は粘土層か砂層から出上したものが最

も多い。これらの出土土器は各濤から流入しているものもあるため、あらゆる時期のものが混在

している。また、各濤の抗入口や沼沢地汀線の灰青色粘土上に上師器を中心とした土器が多量に

出土した。特にK地区西側第 3区域の沼沢地汀線の出土状態は、濤12の出土状態に匹敵するもの

であった。

さて、濤Aの性格は、発掘区域東方と西方の状況が掴めないので、今のところ充分明らかでな

いが、居住区域を限るなどの強い性/1aが在るのかもしれない。すなわち、この沼沢地がT地区南

部東方へ更に広がりを持つものであれば、K地区発掘区域束方に予想しうる居住区を囲続する自

然周濠としての性格が考えられるのであるが、結論は今後の調査を待ちたい。
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薄 1

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

耕上層

砂利層

含砂黒裾色粘上層

含砂灰禍色粘土層

灰青色砂質粘土層

灰青色砂層

灰褐色砂層

灰色砂礫層

灰黒色粘上層

薄 6

1.耕土層
2.黒褐色粘土層
3.灰青色砂層
4.裾色砂層
5,灰青色粘土層
6.灰裾色粘土層
7.灰黒色粘土層

濤 7

1.耕土層
2.

3.

4.

5。

6.

黒色有機質粘土層
裾色砂層

含砂裾色粘土層

灰青色粘土層

含砂黄褐色粘土層

溝12

1.耕土層
2.赤裾色土層
3.茶褐色粘土層
4.灰青色粘上層
5.含砂灰青色粘土層
6.灰青色粘土層
7.黒橋色粘土層
8.灰青色粘土層

濤 8

1.耕上層
2.黒裾色粘土層
3,灰青色粘上層
4.灰青色砂層
5.灰黒色粘土層

薄A(沼沢地)
1.耕土層
2.

3.

4.

5。

6.

7.

8.灰色砂層
9.灰色粘土層
10.含礫砂層
■.灰青色粘土層

含粘上灰黒色腐植土層

黒色腐植上層

灰黒色粘上層

灰黒色腐植土層

含粘土黒裾色腐植土層

含粘土黄色腐植土層

0                  2m

第 6図 鴨田遺跡濤遺構断面図
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3) ビ  ッ  ト

性格不明のピットが三カ所から検出されている。G40E付近に検出されたピット1は、幅東西

約 1%、 長さ南北 4物、深さ約30例を測 り、楕円形を呈す。内部には黒褐色粘士とともに弥生式

上器 1点 と少量の上器片が包含されていた。G27F微高地に検出されたピット2は径60翻、深さ

約30側の円形ピットである。内部には灰黒色粘士が堆積しており、弥生式土器片が出上した。ま

た、達 8と濤12と に囲まれたK地区東部第 3及び第 4区域には、彩しい小ピットが検出された。

しかし、この無数の小ピットには規則性がなく、柱穴かどうか判定しにくい上、次に述べる地割

り畦の上からも掘 り込まれているものもあるため、少なくとも条里制が引かれた以降のものでは

ないかと推定せられる。なお、大きさがまちまちの、このピットからは弥生式上器片や石器が出

土した。

4)地 割 り畦

滋賀県湖北地方は、現在でも条里制が良く残っている所の一つであるが、当発掘区域内からも、

耕土層直下に、条里制のものと考えられる地割 り畦がG10列・ G15列・ G20列 というように、約

20物間隔の 3地点に検出された。幅0.8～ 1.5御 を測 り、褐色を呈すこの硬い畦からは弥生式上器

片が出土する。なお、G5列・ G31列・ G36列でも、地割 り畦の痕跡を試掘時に検出している。

以上、今回の調査で検出された諸遺構の中で最も注意されたいのは濤 8と濤12の人工濤と濤A

(沼沢地)である。K地区東部微高地に直交するように掘穿された 2条の人工濤とK地区東部微

高地を大きく取 り囲むが如き溝Aは ともに、鴨田遺跡の集落範囲と密接な関係性を有しているよ

うである。濤12に見られた大量の完形土器や摩滅度の低い土器片、薄A内に流出していた住居用

材、まるで氾濫水に押し流されたようなK地区西部第 3区域内沼沢地汀線における土器出土状態

等を総合すると、本遺跡の集碁中心部が、K地区微高地東方に隣接していることを戚知しうる。

そして、この溝 8・ 溝12・ 濤Aこ そは、その住居跡地域を取 り囲む、住居地域から伸びて来た人

工と自然の重要な遺構と見られるのである。     ′

1)土 器

湖北地方の弥生式上器・ 土師器研究は、今までに発掘調査された遺跡の絶対数が少ないため、か

な り立ち遅れていた。だが、近年遺跡の調査例が急増するにともなって出土土器の量も次第に増

加し、当地方における弥生時代から古墳時代にかけての上器の様相がかな り明らかにな りつつあ

る。このような状況下において鴨田遺跡の発掘調査が行なわれ、弥生時代中期から古墳時代中期

遺3.



にわたる多数の上器の出土をみたのである。

鴨田遺跡出土土器は弥生式上器・土師器・須恵器の 3種類に大別されるが、須恵器の出土量は      '

非常に少なく、大部分が弥生時代中期から古墳時代前期に属する弥生式上器・古式上師器で あ

る。以下、各薄ごとに出土土器の説明を力Hえ ることにする。

滞 l T地区北端に位置する簿 1か ら出土する土器は凹線丈をめく゛らせている例が多く、この
手法の盛行をみる弥生時代中期後半・畿内第 4様式上器に相当する時期を中心に、古墳時代前期

にかけてのものが若干出土する。

〔壷形土器〕 図版 1の 1～ 3は器高約50例をはかる大型の壷で、胴部中位に最大径を有する
縦長の器体に、やや外びらきの頸部から大きく外反して、端部がやや内弯ぎみに上方へたちあが

る口縁部がつく。日縁部には 2条の凹線支、頸部に列′煮丈が施された貼付粘土帯をめく
゛
らせてい

るのが通例である。外面は刷毛目・叩き目により整形されている。この種の壷は幾内地方各地の

弥生時代の遺跡から多く出上しており、滋賀県下にも普遍的にみられる土器で、畿内第 4様式に

属するものである。

図版 1の 4は大きく外反する日縁部の端部を下方に拡張し、その面に 2条の凹線支と竹管支、

日縁部上面に列点支がめく
｀
らされている。

図版 1の 5は胴部中位に最大径を有する算盤玉形の器体に、ゆるやかに外反する頸部と曲折し

て垂直に近くたちあがる日縁部がつく。日縁部に 2条の凹線丈がめく
゛
らされているソ外、施交は

ない。

図版 1の 8は、図版 1の 5と 同じく、胴部中位に最大径を有する算盤玉形の器体に、筒状に近

い短かい頸部と水平にのびた回縁部がつき、外面はヘラ磨きにより美しく整形されている。

図版 1の 9は、器体はやゃ縦長の形を呈しており、わずかに外反する顕部をへて内傾する日縁

部にいたる。器壁はうすくつくられ、器体外面には粗い刷毛目がみとめられる。

図版 1の 10は、胴部下4tに最大径を有する量戚のある壷で、底部は大きな平底であるため安定

性がよい。器体外面は刷毛目により整形されている。

図版 1の■は、球形に近い器体で、日縁部は欠失しているため不明である。底部は凹底を呈す

る。器面の剣離がはげしいため、文様は不明際であるが、頸部に 2本の太い直線支、胴部上位に

波状丈がめく
｀
らされている。胴部上位から底部にかけて全面に煤の付着がみられる。

〔細頸壷形土器〕 図版 2の 5は、ゅるやかなカーブを描いて外反する頸部に、曲折して内傾      ・

する日縁部がつく。支様は日縁部に 2条の凹線丈・縦位の沈線を施こしている。

図版 1の 6・ 7お よび図版 2の 1はゆるやかなカープを描いて外反する細い頸部に、上方に向      
Ⅲ

って内弯しながらたちあがる口縁部がつく。支様は日縁部から頸部にかけて集中しており、凹線

支・列点文が配されている。体部は欠矢しているものが多く、判然としてないが、おそらく算盤

玉形を呈するであろう (図版 2の 1)。 この種の細頸壷は日縁部から頸部にかけての形態により
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2種類にわけられるようにおもわれる。すなわち、日径が小さく頸部が極端に細いもの (図版 1

の 6)、 日径が大きく日縁部から頸部にかけて短かいもの (図版 1の 7)の 2種類である。これ

が時期差によるものか、あるいは地域差によるものかは、現時点においては判然としない。

〔広日壷形上器〕 図版 2の 2は、広日の日頸部をもつ壷で、日頸部直下に 2個の紐孔が穿た

れている。

〔台付無頸壷形土器〕 図版 2の 3は、底部から直線的にひろがり、体部中位から内弯しなが

ら日縁部にいたる。脚台の破片もほかの濤 (薄 6・ 濤 7)か ら2,煮出上している (図版 4の 12、

図版 5の 19)。

〔水差形土器〕 図版 2の 4は、体部は欠失しているため不明であるが、日縁部は上方に向って

内弯ぎみにたちあがり、肩部に横位の半環状把手がつく。さらに、日縁部の把手側を弧状に袂 り

とっている。支様は日縁部付近に凹線丈・列点支、把手に凹線文を配している。

この水差形土器は畿内第 3様式上器から第 4様式上器にかけてみられる特徴的な土器で、 本

遺跡においても、日縁部から肩部にかけての破片が 2点出上している。そのいずれもが日縁部付

近に凹線丈をめく
゛
らせていることからみて、 第 3様式 終末から第 4様式初頭に属するものであ

ろう。

〔台付塊形土器〕 図版 3の 1は、体部下位に稜線をもち、上方に向って内傾しながらたちあ

がる深い塊部に、ゆるやかなカープを描いてひろがる脚部がつく。口縁部から体部下位にかけて

凹線丈・列点支がめく
゛
らされている。

〔甕形土器〕 図版 2の 6・ 7・ 10お よび 8・ 9な どは、胴部があまり張らず、胴部中位から

底部にかけて直線的にちぢまり、平底の底部におわる。底部は凹底を呈する例もみられる。支様

は日頸部端にのみ見られ、刻目丈をめく
゛
らすもの (図版 2の 6・ 7・ 10)と 凹線丈をめく

や
らすも

の (図版 2の 8・ 9)がある。外面は叩き目・刷毛目により整形されている。

図版 2の■は、胴部の張 りが前述の甕より強く、体部は欠失しているため不明であるが、球形

に近いとおもわれる。日頸部は体部より「く」字状に鋭く曲折して外上方にのびる。力Hえて、日

頃部を厚くつくっており、端部に太い直線支をめく'らせる。

図版 2の 12～15お よび16は、日径と胴部最大径 (胴部中位)がほぼ等しい甕である。日頸部は

ゆるやかなカーブを描きながら大きく外反し、さらに端部を内傾させるか、あるいはたちあがら

せている。体部はあまり張らず、胴部中位から底部にかけて直線的にちぢまり、平底におわる。

支様は日縁部・ 肩部付近にみられ、列点支・直線丈・波状丈などが配されている。外面は全体に

煤の付着がみられ、刷毛目により整形されている。

図版 2の 17は、S字状口縁を有する甕で、体部は欠矢しているが、丸底を呈する球形であろう。

〔高然形土器〕 図版 3の 2・ 3は、日縁部がやや内弯ぎみにたちあがる浅い盤状の然部に、

ゆるやかに外反する脚部がつく。この高ネの口縁部付近には 2条の凹線支がめく
や
らされているた
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め、日縁部の破片のみでは、図版 1の 1～ 3の壷と極めて類似しているため判別がいたって困難

である。

滞2 濤 1のすく
゛
南に位置する濤 2は、幅が狭くかつ浅いため出土土器の量もひじょうに少な

彰ヽ 。

〔壷形土器〕 図版 3の 4は、器高50∽程度をはかる大型壷の日縁部の破片である。日縁部に

2条の凹線文を配するのが通例であるが、これは2本の凹線支の間に、さらに列点文をめく
や
らせ

ている。

〔台付無頸壷形土器〕 図版 3の 5は、胴部中位の張った扁平な器体で、胴部中位から直線的

に内傾して日縁部にいたる。日縁部付近には凹線支がめく
°
らされ、紐孔が 2個穿たれている。

〔甕形土器〕 図版 3の 6は、頸部から大きく外反して日縁部にいたるが、日縁部端は単純に

おわり、刻目支がめく
゛
らされている。日顕部内面には乱雑な波状丈・直線丈がみられ、外面にも

櫛目により整形されている。

〔ネ〕 図版 3の 7は、須恵器の抹で、たちあがりは短かく内傾し、先端は尖りぎみにおわる。

受部はたちあがりよりやや短かく外方へのびる。

滞3 T地 区G36Fか らG32Aにかけてほぼ直線的に流れている薄で、 G33付近から南にかけ

てひろがる黒色有機質粘土層の沼沢地を切っており、須恵器の出土量も各溝のなかでもっとも多

い。このことから考えて、薄 3は本遺跡においていちばん新しい時期 (7世紀後半頃)ま で存在

していたものとおもわれる。

〔壷形土器〕 図版 3の 8・ 9は、日縁部に 2条の凹線支をめく'らせるのが特徴であるが、図版

3の 8・ 9のいずれも3条の凹線支がめく
゛
らされており、さらに 8にはその間に列点支を配する。

図版 3の 12は、胴部中位に最大径をもつ算盤玉形に近いやや縦長の器体に、やや外びらきの頸

部と外反して端部をわずかに内傾させた口縁部がつく。摩滅がはげしいため、文様が不明際にな

っているが、 波状丈・直線丈がめく゛らされており、 加部中位から底部にかけて煤の付着がみら

れる。

図版 3の 13は、胴都中位から下位にかけて不明瞭な稜線を有する壷で、底部にかけて直線的に

ちぢまり平底におわる。

〔細頸壷形土器】 図版 3の 10は、小型の細頸壷で上方に向ってやや内弯ぎみにたちあがって

おり、日縁部から頸部にかけて太い直線丈・変形波状支・刺突支がめく'ら されている。

〔広口壷形土器〕 図版 3の 14は、球形の器体に、「く」字状に曲折して外上方へのびる短か

い口頸部がつく。底部は丸底で、日頸部内面にはヘラによる刻線、胴都中位以下にはヘラ削りが

みられる。

〔塊形土器〕 図版 3の■は、底部付近は欠失しているため不明であるが、体部から内弯ぎみ

に口縁部にいたる。日縁部端の内外面に刻目支、日縁部付近に凹線支・変形波状文をめく
゛
らせて



い る。

〔甕形土器〕 図版 3の 16は、日径と胴部最大径がほぼ等しい縦長の器体に、「く」字状に鋭
く曲折して外方へのびる短かい口頸部がつく。 この甕は日頸部端に凹線支をめく゛らせるのが特
徴である。

図版 3の 17は、体部が欠失しているため不明である。日頸部は大きく外反し、端部を外上方へ

のばす。外面の整形には櫛目がみられる。

図版 3の 18は、球形・丸底の器体に、鋭く曲折してやや内弯ぎみに外上方へのびる日頸部がつ

く。日頸部端の内面をわずかに肥厚させることが特徴である。

〔台付甕形土器〕 図版 3の 19は、肩部から鋭く曲折して外反する頸部とやや外反ぎみにたち

あがる日縁部をもつ。体部は欠失しているために不明であるが、おそらく脚台がつくであろうと

おもわれる。

〔小型器台形土器】 図版 3の 15は、受皿部を極端に小さくつくる小型器台で、日縁部は一度
曲折させてたちあがっている。

〔甑形土器〕 図版 3の 20は、底部から口縁部にかけて直線的に大きくひらく鉢形を呈し、底

部に 1孔を有する甑である。

〔ネ〕 図版 4の 1～ 3は、全体的に浅いネで、たちあがりは短かく内傾するが、垂直に近い

ものもある (図版 4の 1)。 3はネの蓋で、 天丼部と口縁部との境界は突出して鋭い稜線をなし
ている。

〔長頸壷形土器〕 図版 4の 4は、肩部のやや張った扁平な器体で、日頸部は欠失しているた

め不明であるが、やや外びらきの長い口頸部がつくのであろう。

溝6 K地 区北端に位置する溝 6は溝 7と切 り合っているため、両溝の上器が混在している。

薄 6はその出土土器からみると、溝 1と ほぼ同時期か若干古い時期にあてられるが、溝 7に より

切られているため、その上器がわずかに混入している。

〔壷形土器〕 図版 4の 5・ 6は、日縁部に 2条の凹線支をめく゛らされた畿内第 4様式の大型

壷である。頸部はやや外びらきにゆるやかなカープを描いて外反するのが通例であるが、図版 3

の 2・ 3の高ヌの口縁部と類似しているため判別困難である。

図版 4の 7は、日縁部は大きく外反し、さらに端部を下方へ拡張させており、その面に 4条の

凹線文をめく
゛
らせるとともに、丹塗 りが施されている。また、日縁部内面にも羽状に斜線支を配

する。この器種は東海地方における弥生時代後期の寄道式上器に相当するもので、一般にパレス

ースタイルとよばれている壷形土器である。

図版 4の 9お よび10は、ゆるやかなカーブを描いて外反する頸部に垂直ぎみにたちあがるか、

あるいは内傾する日縁部がつく。文様は日縁部に凹線丈、頸部に列 ,点女がめく
゛
らされている。

図版 4の■は、口縁部が大きく外反し、端部は単純におわる。日縁部に刻目支、内面に羽状の
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列点支をめく'らせ、さらに口縁部内面には蓋受けとおもわれる瘤状突起がつけられている。

〔細頸壷形土器〕 図版 4の 13は、細い頸部から上方に向って内弯ぎみにたちあがる日縁部に

いたる。日縁部付近に凹線丈、羽状の斜線文をめく
゛
らせている。

〔広口壷形土器〕 図版 4の 8は、 胴部中位に最大径をもつ算盤玉形に近い器体に、「く」字

状に鋭く曲折して外反する広日の短かい口頸部がつく。施支はないが、日頸部直下に組孔が 2個

穿たれており、外面には叩き目・刷毛目がみられる。

〔台付無頸壷形土器〕 図版 4の 12は、体部が欠失しているため判然としないが、おそらく図

版 2の 3および図版 3の 5が台付無頸壷の体部であろう。脚部は下方に直線的にちぢまり、端部

付近に 2条の凹線支を配する。さらに、脚部には大きな円孔が 6個 (推定)穿たれている。縦位

の半環状把手をつけた例もあるが、当遺跡からは出上していない。この器種は畿内第 4様式にみ

られるもので、滋賀県から愛知県にまで少数ではあるが、発見例が報告されている。

〔甕形土器〕 図版 4の 14・ 15お よび16は、胴部のあまり張らない縦長の器体に、「く」字状

に鋭く曲折して外反する日頸部がつく。日縁部端には刻目支をめく
'らせるものと凹線丈をめく

゛
ら

せるものとがある。

図版 4の 17は、胴部の強く張った器体に、鋭く曲折して水平に近くのぴる日頸部がつく。日頸

部端をわずかに拡張させ、その面に太い直線丈・ 刻目支をめく
Sら
せている。

図版 4の 18・ 19お よび20・ 21は、大きく外反する頸部に、曲折して内傾するか、あるいは垂直

に近くたちあがる日縁部がつく。日縁部は無支のもの、列点支がめく
゛
らされているものなどがあ

るが、特殊な例としては、 ヘラによる斜線支をめく
゛
らせたものがある (図版 4の 19)。 胴部には

直線支・列点支がみられ、内外面は櫛目により整形されている。

図版 4の 22は、 S字状日縁を有する甕で、体部は球形を呈し、底部は丸底である。器体内面に

^ラ
削りを施すことにより器壁をうすくつくっている。

〔高ネ形土器〕 図版 4の 23・ 24は、畿内第 3様式にみられる特徴的な器種で、日縁部を水平

にひろげ、さらに端部を下方に拡張させて大きな面を形成している。日縁部内端には山帯をめく
°

らせており、この凸帯には日縁部より上方へ垂直にたつもの、内傾するものなどの種類がある。

日縁部端面には 3条の凹線支がめく
゛
らされており、内外面はヘラ磨きにより整形されている。

図版 4の 25は、体部に稜線がみられない浅い塊状を呈するネ部で、脚部は欠矢しているため不

明である。内外面はヘラ磨きにより整形されている。

滞7 濤 7は濤 6のすく
゛
南に位置しており、その出土土器からみると、時期は古墳時代前期か

ら中期に比定せられ、他から比べると若干新しいものであるが、濤 6を切っているため、弥生時

代中期後半頃の土器が多く混入している。

〔壷形土器〕 図版 5の 1～ 4は、縦長の器体に、やや外びらきの顕部と曲折してたちあがる

日縁部がつく畿内第 4様式上器に属する大型壺であるが、頸部が太い筒状を呈する例もある (図



版 5の 1・ 2)。 日縁部には 2条の凹線丈をめく
゛
らせるのが通例であるが、 特殊な例としては、

凹線支間に竹管支 (図版 5の 3)や波状支 (図版 5の 4)が施されたものが存在する。

図版 5の 5～ 7は、大きく外反して、端部を上下に拡張させた日縁部をもつ壺で、東海地方に

おける弥生時代後期の寄道式上器に相当するものである。また、日縁部に凹線支、頸部に突帯を

配し、内面には稜線を有し、羽状の列点支や斜線丈を施した例が多いが、不規則な波状支をめく
゛

らせたものもある (図版 5の 5)。

図版 5の 8・ 9は、大きく外反する頸部に、やや内傾ぎみにたちあるが日縁部がつく。日縁部

に凹線支をめく
や
らせるのが通例であるが、その上に縦位の沈線や肩部に列点支をめく

゛
らせたもの

もある。

図版 5の 10は、胴部中位から下位にかけてふくらみをもった器体に、大きく外反する日頸部が

つき、端部は単純におわる。外面の整形には叩き目・刷毛目がみられる。

図版 5の 13～15お よび16～18は、 体部は欠矢 しているため判然としないが、 球形に近い器体

に、外びらきの頸部をつけ、さらに曲折して大きく外反する口縁部がつく。いわゆる二重回縁を

もつ壷であるが、この壷は鋭く曲折する短かい頸部をもち、日縁部に数条の太い沈線支をめく
゛
ら

すことが特徴である。

〔細頸壷形土器〕 図版 6の 1・ 2は、ゆるやかなカープを描いて外反する細い頸部に、曲折

して内傾する口縁部がつく。日縁部に同心円支、頸部付近に直線支・列点女が配されたものがあ

り、図版16の 10の細頸壺に近い形態のものも存在する (図版 6の 2)。

図版 6の 3は、肩部から「く」字状に鋭く曲折する細い頸部をへて、上方に向って内弯ぎみに

たちあがる日縁部がつく。日縁部付近には直線支・ 山形支などが精巧にめく
゛
らされている。

〔広回壷形土器〕 図版 5の■は、図版 4の 8と 同型の壷で、胴都中位に最大径をもち、日縁

部を水平にのばしている。施丈はないが、頸部直下に組孔が 2個穿たれている。

図版 5の 12は、胴部中位に最大径をもつ縦長の器体に、大きく外反し、わずかにたちあがる日

頸部がつく。日縁部端面に凹線支、頸部から肩部に直線支・列点支・波状文をめく
゛
らせ、日縁部

直下には紐孔が 2個穿たれている。

〔台付無頸壷形土器〕 図版 5の 19は、体部は欠矢しているため不明であるが、おそらく図版
2の 3や図版 3の 5の形態を呈するとおもわれる。脚台は下方へ直線的にちぢまり、端部に 2条

の凹線支をめく
゛
らせている。さらに、大きな円孔が 4個 (推定)穿たれている。

〔小型広口壷形土器〕 図版 5の 20～27は、肩部から胴部にかけて張った球形に近いかあるい

は扁平な器体に、 直線的に外上方へのびる広日の日頸部がつく。 底部は丸底か丸底に近い平底
で、外面はヘラ磨きにより整形されている。

〔小型鉢形土器〕 図版 6の 4～ 6は、小型の手づくねの鉢で、日頸部付近や体部内面には指

頭による粗い整形がみられる。
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〔甕形土器〕 図版 6の 7～ 9および10は、胴部のあまり張らない縦長の器体に、「く」字状

に鋭く曲折して外反する短かい口頸部がつく。日頸部端には刻日支をめく
'らせたものと凹線丈を

めく
゛
らせたものとの2種類がある。

図版 6の 11・ 12は、胴部の張りが強い球形の器体に、「く」字状に鋭く曲折して外反する日頸

部がつく。この甕の特徴としてあげられるのは、頸部に列点丈や刻目文を施した貼付粘土帯がめ

く
゛
らされていることである。

図版 6の 14・ 15は、胴部中位に最大径を有する縦長の器体に、大きく外反する頸部と曲折して

内傾する日縁部がつく。日縁部には波状支や列サ点支、肩部付近にも波状文がめく
゛
らされており、

内面にも施支された例がある (図版 6の 15)。

図版 6の 16～18は、球形の器体に、「く」字状に曲折してやや内弯ぎみに外上方へ のびる日頸

部がつく。器体の整形は粗く、日頸部端が波状を呈するものもあり、内外面には刷毛目がみられ

る。

図版 6の 19は、体部は欠失しているため不明である。日頭部は大きく外反してお り、その端部

は単純におわる。 日頸部内面に乱雑な波状丈が めく
゛
らされ、 日頭部端にも波状支が施されてお

り、外面には粗い櫛 目がみられる。

図版 6の 20は、胴部の張 らない縦長の器体に、大きく外反する頸部 と

にのびる日縁部がつ く。整形には櫛目がみられる。

図版 6の 21～26ぉ ょび図版 7の 1～ 3は、 S字状口縁を有する甕で、

は丸底におわる。外面は櫛目か刷毛目を施 したのち、粗いヘラ削 りによ

曲折して外上方へわずか

体部は球形を呈し、底部

り整形している。また、

内面もヘラ削りをおこなって器壁をひじょうにうすくつくりあげている。

図版 7の 4・ 5は、 球形の器体に、「く」 字状に曲折して内弯しながら外上方へのびる日頸部

がつく。黒色を呈するのもが多く、口頸部端内面をわずかに肥厚させるのが特徴である。

〔台付甕形土器〕 図版 7の 6・ 7は、胴部上位の張った縦長の器体に、ゆるやかに外反する

頸部から曲折して上方にたちあがる日縁部がつく。支様は日縁部に列点支、肩部付近に不規則な

直線支・列点支をめく
゛
らせている。

〔高然形土器〕 図版 7の 8・ 9は、日縁部を水平か斜下方にのばして、さらに端部をわずか

に下方へ拡張させている。日縁部内側には凸帯をめく
゛
らせ、外面には刷毛目がみられる。

図版 7の 10・ 11は、体部中位にかけて直線的にひろが り、上端に向って垂直ぎみにたちあがる

ネ部をもつ高ネであるが、日縁部のみの破片だけでは図版 5の 1～ 4の壷と類似しているため判

別が困難である。

図版 7の 12は、ネ部は欠失しているため不明であるが、脚部は女が高く、筒状を呈する柱状部

から大きくひらいて裾部にいたり、端部を少し厚くつくっている。柱状部に太い直線支、裾部に

刺突支がみられ、孔は 3個穿たれている。



図版 7の 13は、体部下位に稜線がみられ、上方に向って内弯ぎみにのびる深い塊状のネ部をも

つ高ネである。日縁部内面を肥厚させた例が多く、その箇所に乱雑な直線支を配するのが通例で

あるが、列ザ点丈・直線支を精巧に施こしているものもある。

図版 7の 14は、脚部が柱状部と裾部に不明際ではあるが区別できるものもある。柱状部はやや

ふくらみをもつ筒状を呈し、裾部は直線的に大きくひらく。ネ部は欠矢しているため不明である

が、体部中位に稜線をもち、上端に向って大きく外反する形であろうとおもわれる。

図版 7の 15～20は、体部下位に稜線をもった浅い盤状を呈するネ部に、筒状の柱状部と直線的

に大きくひらく裾部に明瞭に区別できる脚部がつく。孔はなく、整形も図版 7の 13の高不のごと

く丁寧ではないが、ヘラ磨きがみられる。

〔器台形上器〕 図版 7の 21は、受皿部と脚部が明瞭に区別できる器台で、外上方へ直線的に

のびる受皿部端を上下に拡張して、その面に凹線丈をめく
｀
らせている。脚部は欠矢しているため

不明であるが、受皿部から脚部にいたる曲折部に直線支が配されている例もある。

〔小型器台形土器〕 図版 7の 22～25は、受皿部と脚部とが明瞭に区別できる小型器台で、受

皿部・脚部ともほぼ直線的にひろがっており、無孔である内外面はヘラ磨きにより整形されてい

る。24・ 25は特殊な形を呈する。

〔蓋形土器〕 図版 7の 26は、ゅるやかなカーブでひろがる蓋で、孔は 3個穿たれており、つ

まみの部分は欠失している。一見、高ネの脚部のようにおもわれるが、重形土器としておく。

図版 7の 27・ 28は、扁平な円板形を呈した蓋で、無支のもの (28)と 有支のもの (27)と があ

る。紐孔は28にみられ、 4個穿たれている。

〔甑形土器〕 図版 7の30は、平底の底部からほぼ直線的に大きくひらく鉢形を呈した甑で、

底部に大きな孔が 1個穿たれている。

図版 7の 29は、前述の餌のごとく直線的に大きくひらかない深鉢形を呈するものとおもわれ

る。底部はやや凹底ぎみの平底で、孔が 2個穿たれている。

〔小型甑形土器〕 図版 7の 31は、底部及び体部下位の器壁に多くの小孔が穿たれた小型の甑

で、小型の高ネ・ 器台・鉢などとともに祭祖に使用されたものであろうか。

湊8 濤 8は K地区のほぼ 中央部を北東から南西にかけて掘られているもので、 幅 0.8陶前

後、深さ0.5%前後の断面V字形に近い形を呈しており、人工的につくられた可能性がつよい。

なお、薄 8は出土土器の量が少ないため、その時期を判定することはなつかしいが、一応弥生時

代中期後半から弥生時代後期終末までにあてられる。

〔壷形土器〕 図版 8の 1・ 2は、縦長の器体に、やや外びらきの頸部と曲折して上方にたち

あがる口縁部とがつく大型の壷で、日縁部に 2条の凹線支をめく
゛
らせるのが通例であるが、図版

8の 2は 5本の凹線文がめく
゛
らされている。

〔浅鉢形土器〕 図版 8の 5は、胴部の張らない器体に、「く」字状に曲折して、 さらに外方
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へのびる日頸部がつく。日頸部・ 肩部に斜線支が配され、外面に刷毛日、内面にヘラ削りがみら

れる。

〔小型鉢形土器〕 図版 8の 6は、胴部中位の張った小型の鉢で、胴部中位から日頸部に向っ
て内傾する。底部は平底で、外面の摩滅がはげしい。

〔甕形土器〕 図版 8の 3は、球形に近い器体に、ほぼ直線的にのびる日頸部がつく甕で、日

頸部端に刻目丈がめく
゛
らされている。内外面に櫛目、外面に煤の付着がみとめられる。

〔台付甕形土器〕 図版 8の 4は、胴部上位がわずかに張った縦長の器体に、鋭く曲折する短
かい頸部と上方へたちあがる日縁部がつく。口縁部に列Jミ丈、肩部に直線支がめく

゛
らされている。

〔高ネ形土器〕 図版 8の 7・ 8は、脚部上位の破片であるため、どの器種に属するかは判然
としないが、ゆるやかなカーデを描いてひろがる器形を呈することから考えて、図版 7の 14の高

ネの脚部とおもわれる。

図版 8の 9は、体部中位に稜線をもち、上方に向って外反しながらのびる高ネで、脚部は欠失

しているため判然としない。

〔器台形土器〕 図版 8の 10は、受皿部・柱状部・裾部に一応区別できる器台である。受皿部
は直線的に外方へのび、端部を下方にわずかに拡張している。筒状を呈する太い柱状部をへて、

外反ぎみにひらく裾部にいたる。孔は 2段交互に計 8個穿たれており、内外面ともヘラにより整

形されている。

溝12 K地区南部に位置し、南東から北西にかけて掘られた、幅約3.0陶、深さ約0。 8物 の規模

をもつ濤である。人工的につくられた可能性がつよく、出土土器の量も各薄 (沼沢地を除く)の

なかでもっとも多い。時期は須恵器の出土をみないことからみて、弥生時代中期前半から古墳時

代前期までの間にあてられ、なかでも弥生時代終末期から古墳時代初頭に属するものが多く出土

している。

〔壷形土器〕 図版 8の 13・ 14は、本遺跡において一般的にみられる畿内第 4様式に属する大
型壷である。日縁部に 2条の凹線支、頸部に列点支かそれを施こした貼付粘土帯を配するのが通

例である。

図版 8の 15・ 16は、頸部から口縁部にかけて大きく外反しており、端部はわずかに拡張されて

いる。日縁部端面に太い直線支・ 円形浮丈を配したもの、頸部に突帯、日縁部内面に扇形支・斜

/P3文がめく
Sら
されたものがある。

図版 8の 17は、体部は欠失しているため不明である。ゆるやかに外反する頸部に、端部が上下

にたちあがる日縁部がつく。日縁部には組孔が 2個穿たれている。

図版8の 21・ 22は、体部は欠失しているため詳細は不明である。鋭く曲折して外反する短かい

頸部に、外上方へ直線的にのぴる日縁部がつき、その面に太い直線文を数条めく
゛
らせるのが通例

である。
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図版 8の 11・ 12は、日頸部がやや外ぴらきの頸部と、大きく外反する日縁部とにより構成され

ている。日縁部端の形態は■において欠失しているため判然としないが、12の端部はやや下方に

拡張され、その面に凹線丈と縦位の沈線とが施されている。この壺にみられる特徴は頸部に断面

三角形の突帯を数条めく
°
らすことである。

図版 8の 18～20は、体部が欠失しているため詳細は不明であるが、日頸部は大きく外反してお

り、さらに下方へのびているもの (20)も ある。日縁部端面には上下両端に刻目支が施されたもの

や波状文がめく
｀
らされたものがあるが、頸部以下は直線文を数帯配するのが通例である。

図版 9の 1・ 2・ 4お よび 3・ 6は、胴部の張った器体に、やや外びらきの頸部から曲折して

上方にたちあがるか、あるいは単純に外反する口頸部がつく。支様は日縁部・ 肩部に列点支・直

線文がみられるが、無文のものもある (図版 9の 1・ 2)。

図版 8の 23は、胴部中位のやや張った器体に、筒状の短かい頸部がつくが、日縁部は欠失して

いるため不明である。底部は凹底を呈し、外面にヘラによる整形がみられる。

図版 9の 5は、球形の器体に、曲折して外方へのぴる短かい口頸部がつく壷で、底部は比較的

大きな平底を呈する。外面の整形は粗 く、刷毛目がみられる。

〔細頸壺形土器〕 図版 8の 24は、ゆるやかなカープを描いて外反する細い頸部に、端部が曲

折して内傾する日縁部がつく。支様は日縁部から頸部にかけて間断なく施されており、波状支・

直線文がみられる。

図版 8の 25は、ゆるやかなカーブを描いて外反する細い頸部に、上方に向って内弯しながらた

ちあがる日縁部がつく。支様は日縁部から頸部にかけて集中しており、凹線支・列′点支が交互に

配されている。

図版 8の 26は、前述の細頸壺とは異なった特殊な例である。筒状の長い頸部に、外反する口縁

部がつき、さらに端部を下方に拡張している。日縁部に不連続の直線支、頸部に直線支、矩形を

呈した支様がめく
゛
らされており、外面に粗い櫛目がみられる。

〔長頸壷形土器〕 図版 9の 7～■は、胴部中位から下位にかけて不明際ではあるが抜線を有

する扁平な器体に、やや外びらきの長い日頸部がつく。 7は特に口頸部が長い。凹線支が 1条め

く
°
らされている例 (11)泌外には施支はなく、外面は縦位のヘラ磨きにより整形されている。底

部は凹底を呈するものが多い。

図版 9の 14は、球形に近い器体に、やや外びらきの日頸部がつき、端部は単純におわる。内外

面には粗い刷毛目がみられ、胴部内面には輸積み痕ものこる。

図版 9の 12・ 13は、 胴部中位のやや張った器体に、 やや内弯ぎみに垂直にたちあがる日頸部
がつき、底部は小さな平底を呈する。外面はヘラ磨きにより整形されており、 日頸部端付近に

数条の直線支を配する以外は、 施支はみられず、 特殊な例として台付のものが ある (図版19の

13)。
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〔広日壷形土器〕 図版10の 2・ 3は、胴部中位に最大径をもつ算盤玉形に近い器体に、短か

い広日の日顕部がつく。施文のないものが多いが、肩部から胴部中位にかけて直線支と波状丈と

が交互に配された例もある (図版10の 2)。

図版10の 5は、胴都中位のやや張った器体に、「く」字状に曲折して外方へのびる日頸部がつ

き、さらに、端部がわずかにたちあがる。外面に煤の付着がみられ、底部は欠失しているが、大

きな平底を呈するとおもわれる。

〔無頸壷形土器〕 図版10の 1は、体部から口縁部にかけて直線的に内傾しており、端部を外

方に肥厚して段を形成し、 その面に 2条の凹線支がめく゛らされており、 さらに、 その段に接し

て組孔が 2個穿たれている。そのほかに、胴部中位にかけて列点支・直線支が交互に配されてい

る。胴部下位は欠失しているため判然としないが、胴都中位に最大径をもつ算盤玉形に近い器体

で、底部は平底を呈するとおもわれる。

〔小型広日壷形土器〕 図版 9の 15～18は、胴部中位の張った扁平な器体に、大きく外反する

広日の日頸部がつく。 胴部最大径より日径の大きいもの (15。 18)、 ほぼ同じもの (16o17)が

あり、底部は小さな平底か丸底を呈する。外面には縦位のヘラ磨きによる整形がみられる。

〔台付塊形土器〕 図版10の 4は、体部下位に稜線を有し、上方に向ってほぼ直線的に内傾す

る。日縁部付近に凹線丈・扇形支がみられる。

〔浅鉢形土器〕 図版10の 7～10は、胴都中位の強く張った扁平な器体に、S字状に近い口縁部

がつく。日縁部に列点支、肩部に直線文・列点支を配するのが通例である。底部は九底に近い小

さな平底を呈し、凹底のものもある (図版10の 7)。 外面には粗い刷毛目、胴部中位から底部にか

けて煤の付着がみられる。特殊な例として、 脚台のついたものが出上している (図版10の 10)。

〔小型鉢形土器〕 図版10の■～17は、いずれも手づくねの小型鉢で、内面には指頭による整

形のあとがのこるものがあり (図版10の 15)、  日縁部の整形も粗雑である。ただし、 図版10の 13

・ 14・ 17は特殊な出土例であり、整形も丁寧である。

〔広回壷形土器〕 図版10の 6は、球形の器体に、「く」字状に鋭く曲折して直線的に大きく

外反する日頸部がつく。器壁は比較的厚くつくられており、底部は丸底を呈する。外面はヘラに

より整形されている。

〔甕形土器〕 図版10の 18・ 19・ 24お よび図版10の 20～23は、胴部のあまり張らない縦長の器

体に、「く」字状に鋭く曲折して直線的に外方へのびる短かい日頸部がつく。日頸部に刻目支を

配するものと凹線文を配するものとがあり、外面には叩き目・刷毛目がみられる。図版10の 24は

肩部付近に直線支・列点文をめく
゛
らせており、沼沢地から出上している壷 (図版15の 8～10)に

類イ以している。

図版11の 5・ 6は、体部欠失しているため不明であるが、 おそらく球形に近い器体に、「く」

字状に鋭く曲折して外反する短かい口頸部がつき、さらに、端部が内傾するもの (図版■の6)
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がある。この器種の特徴は、曲折部付近に列点丈や指頭による押圧が施された貼付粘土帯を配す

ることである。

図版■の 2～ 4は、胴都中位に最大径をもつ縦長の器体に、ゆるやかに外反する頸部と曲折し

て内傾する日縁部がつく。日縁部・ 肩部に列J点支・ 波状支・直線支などが配されているが、特殊

な例としては、ヘラによる斜線文がめく
゛
らされたもの (図版■の2)がある。

図版■の12～15は、体部が欠失しているため不明である。日頸部は大きく外反して、端部は単

純におわる。外面には粗い櫛目がみられ、内面にも波状支・直線支が乱雑にめく
｀
らされており、

日頸部端に指頭による押圧丈が配されたもの (図版■の15)がある。

図版■の16は、 日径と胴部最大径のほぼ等しいやや縦長の器体に、「く」字状に鋭く曲折して

外方へ直線的にのびる短かい口頸部がつく。底部は大きな平底で、厚くつくられている。外面に

刷毛日、胴部中位から底部にかけて煤の付着がみられる。

図版12の 1～ 5は、 球形の器体に、 S字状回縁がつく甕で、 外面は櫛目か刷毛目を施したの

ち、ヘラ削りにより整形されたとおもわれ、内面にもヘラ削りが施されており、器壁はひじょう

にうすくつくられている。

図版12の 6は、球形かそんに近いやや縦長の精円形を呈する器体に、「く」字状に曲折して外

上方へほぼ直線的にのびる日頸部がつき、端部内面を少し肥厚させている。体部の器壁は内面の

ヘラ削りによりひじょうにうすくつくられている。

図版■の 1は、胴都中位のやや張った縦長の器体に、 S字状に近い口縁部がつく。すなわち、

甕 (図版10の 18・ 19・ 24、 図版10の 20～23)と 台付甕形土器との中間的な形態を呈する。胴都中

位から底部にかけて直線的にちぢまり、凹底におわる。日縁部に刻目支、肩部付近に直線支・列

点支がめく
｀
らされているのは台付甕形土器の支様構成と同じである。

〔台付甕形土器〕 図版■の7～■は、胴部上位から中位にかけてやや張った縦長の器体に、
S字状に近い口縁部がつく甕で、すべて「ハ」字状にひろがる低い脚台を有する。支様は日縁部

に列′点文、肩部付近に直線文・列点支をめく
や
らすのが通例であるが、図版■の■は無支となり、

日縁部の形態も退化しているとみられるので、やや時期が降るものとおもわれる。

〔高ネ形土器〕 図版12の■は、脚部中位以下の破片であるため判然としないが、図版 7の 12

ほど丈は高くなく、裾部にかけてゆるやかなカーデを描いてひろがり、端部を上下に拡張してい

る。脚部中位に凹線文を配し、 裾部には小孔が13個穿たれており、 内面には ヘラ削りがみられ
る。

図版12の 7・ 8は、体部下位に稜線をもち、上方に向ってやや内弯ぎみにのびる深い塊状のネ

部に、やや内弯ぎみに「ハ」字状にひろがる脚部がつく。外面及びネ部内面はヘラ磨きにより整

形され、子とは 4個穿たれており、日頸部内面を肥厚させた例が多い。

図版12の 12・ 13は、体部中位に稜線をもち、上方に向って大きく外反する浅い盤状のネ部に、
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ややぶくらみをもちながら大きくひらく脚部がつく。孔は 3個穿たれるのが通例であり、外面・

ネ部内面は縦位のヘラ磨きにより整形されている。

図版12の 9・ 10は、体部下位に稜線をもち、上方に向って内弯しながらたちあがる深い塊状の

ネ部をもつ高ネである。脚部は柱状部と裾部に区別されるもの (図版12の 9)、 柱状部のない裾

部のみのもの (図版12の 10)がある。支様はひじょうに精巧に施されており、日縁部付近に直線

支・刺突支などをめく
Sら
せている。外面及びネ部内面はヘラ磨きにより整形され、無孔のものと

4個穿たれるものとがある。

図版12の 14は、体部中位から下位にかけて稜線をもち、外上方へ直線的にのびる浅い盤状を呈

するネ部に、筒状の柱状部と「ハ」字状に大きくひらく裾部がつく。支様はなく、無孔で、柱状

部には縦位のヘラ削りがみられる。

〔器台形土器〕 図版12の 15は、受皿部と脚部との区別が明瞭で、受皿部は直線的に大きくひ

らき、端部を下方に拡張して、その面に凹線支をめく
゛
らせている。外面及び受皿部内面には丁寧

なヘラ磨きがみられる。

図版12の 16～21は、受皿部は直線的に大きくひらき、端部をわずかに拡張する例もみられる

が、単純におわるものが多い。柱状部から裾部にかけては、ゆるやかなカーブを描いてひろがる

ものと不明際ではあるが区別されるものとがある。孔は 3個穿たれており、外面及び受皿部内面

はヘラ磨きにより整形されている。支様はほとんどみられず、わずかに脚部に直線文がめく
゛
らさ

れた例 (図版12の 21)がある。

〔小型器台形土器〕 図版13の 1は、受皿部がひじょうに小さくつくられており、受皿部最大

径は脚部最大径の約 3分の 2程度である。脚部は内弯ぎみにひろがっており、孔は 3個穿たれて

いるとおもわれる。

〔甑形土器〕 図版13の 3・ 4は、平底に近い底部からほぼ直線的に大きくひらく鉢形を呈す

る甑で、底部に大きな孔が 1個穿たれている。

図版13の 5は、平底の底部からやや内弯ぎみに上方に向ってたちあがる深鉢形を呈する甑で、

前述の餌同様底部に大きな孔が穿たれている。

〔蓋形土器〕 図版13の 2は、中高の円錐形を呈する蓋で、中高の部分は水平に切られた一種

の摘みである。裾部にかけてはやや内弯ぎみにひらいており、無丈・無孔である。

滞15 薄12のすく
゛
南に位置する濤15はほぼ東西に掘られており、幅・深さとも溝12と ほぼ同様

の規模を有する。出土土器の量はあまり多くなく、時期は弥生時代中期後半から古墳時代初頭ま

での間が一応あてられる。

〔壺形上器〕 図版13の 7は、日縁部に 3条の凹線支を配した畿内第 4様式にみられる大型壷

である。

図版13の 6は、体部が欠失しているため、全体は不明である。肩部から鋭く由折してやや外び
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らきの駅部に、上方に向って内弯しながらたちあがる日縁部がつき、さらに端部を外上方へわず

かにのばしている。支様は日縁部内外面に円形浮丈・ 変形波状支・直線丈、肩部に突帯がめく
゛
ら

されており、突帯付近には丹塗 りがみとめられる。

図版13の 10は、胴部中位に稜線をもつ算盤玉形の器体で、底部は大きな平底を呈する。日頸部

は欠失しているため不明である。

図版13の 9は、肩部から「く」字状に鋭く曲折して外方にひろく頸部をへて、さらに大きく外

反する日縁部にいたる、いわゆる二重回縁をもつ壷である。

〔細頸壷形土器〕 図版13の 8は、ゆるやかなカープを描いて外反する細い頸部に、受口状の

口縁部がつく。頸部付近には直線丈がめく
゛
らされている。

〔広口壷形土器〕 図版13の 13は、胴都中位のわずかに張ったやや縦長の器体に、ゆるやかに

外反する日頸部がつく。端部は九く単純におわり、その面に凹線支がめく
゛
らされている。頸部か

ら胴都中位にかけて、支様が集中しており、直線支・ 波状丈が交互に配されている。

図版13の■は、 日頸部がわずかに外反する広口を呈し、 日頸部直下に直線支が めく゛らされて

おり、組孔が 2個穿たれている。

〔浅鉢形土器〕 図版13の 12は、胴部の張った扁平な器体に、わずかに外反する頸部と曲折し
て内傾ぎみにたちあがる日縁部がつく。日縁部・肩部に列点文のみがめく

゛
らされている。

〔甕形土器〕 図版13の 14は、胴都中位のやや張った器体に、「く」字状に曲折して外反する

日頸部がつく甕であるが図版10の 20～ 23と は少々異なっている。

図版13の 15・ 16ぉ ょび図版13の 17は、ゅるやかに外反する頸部に、曲折して内傾するか、ある

いはたちあがる口縁部がつく。日縁部には扇形支・列点支・刻目支などがめく
゛
らされ、内面には

粗い刷毛目がみられる。

図版13の 18は、ゆるやかに外反する頸部に、曲折して外方へわずかにのびる日縁部がつく。頸

部には紐孔が 2個穿たれ、内外面には粗い刷毛目がみられる。

図版13の 19お よび図版13の 20・ 21は、ぃずれもS字状口縁を有する甕であるが、体部の形態・

整形方法に差異がみられる。すなわち、胴部上位が張 り、かつ脚台を有する器形で、外面全体に

櫛目を施こしているものと、球形・丸底の体部をもち、外面は櫛目か刷毛目を施こしたのちヘラ

で粗く整形しているものとがある。

図版13の 22は、球形に近いやや縦長の器形に、「く」字状に鋭く曲折してやや内弯ぎみにのび

る日頸部がつく。日頸部端内面を少し肥厚させるのが特徴である。

〔高ネ形土器〕 図版13の 24は、休部下位から直線的にひろがり、中位から口縁部にかけては

内弯ぎみにたちあがる器形であるが、脚部は欠失しているため不明である。

図版13の 23は、体部中仕に稜線をもち、上方に向って垂直ぎみにたちあがるネ部に、下方へ直

線的にひろく脚部がつくが、脚部端は欠失しているため不明である。内外面ともヘラによる整形
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がみられる。

薄A(沼沢地) G33付近から南にひろがる黒色有機質粘土層は約 1陶前後堆積しており、一

応沼沢地としておくc出土土器は各濤が流れこんでいるため、時期の判定は事実上不可能である。

〔壷形土器〕 図版14の 1～ 3は、縦長の器体に、やや外びらきの頸部と曲折して上方にたち

あがる日縁部がつく大型の壷である。丈様は口縁部に 2条の凹線支、頸部に列′点支を施した貼付

粘土帯を配するのが通例であるが、 凹線支上に縦位の沈線を等間隔にめく゛らせた例 (図版14の

1)がみられる。

図版14の 4～ 6お よび図版14の 7～13は、寄道式上器に相当する例 (図版14の 4～ 6)である

が、図版14の 7～13は 日縁部端を拡張し、その面に凹線支・竹管支・ 円形浮支・棒状浮支などを

めく
゛
らせているため、別種として一括記述しておく。

図版14の 14・ 15お よび図版14の 16・ 17は、ゅるやかなカーデを描いて外反する頸部に曲折して

上方にたちあがるか、あるいは内傾する日縁部がつく。支様は日縁部に凹線支をめく
゛
らせるのが

通例であるが、頸部に列点文がみられるものもある。

図版15の 17・ 19～21お よび図版15の 18は、いずれも体部は欠失しているため不明である。鋭く

曲折する短かい頸部に、外上方へほぼ直線的にのびる日縁部がつき、その面に数条の太い直線支

をめく
゛
らせるのが特徴である。図版15の 18は特異な例で、外びらきの頸部をへて、曲折して大き

く外反する日縁部にいたるいわゆる二重回縁をもつ壷で、内外面に直線丈・ 波状丈・列点支・棒

状浮支がぎっしりとめく
｀
らされている。

図版14の 18～25お よび図版15の 1～ 3は、 ゆるやかなカーブを描いて大きく外反する日頸部

で、日頸部がさらに下方へのびる例 (図版14の 21、 図版15の 2・ 3)も ある。日縁部、頸部に波

状支・刻目支・直線支、内面に波状丈・直線丈・瘤状突起がみられる。

図版15の 4・ 5お よび図版15の 6は、胴部のやや張った球形に近い器体に、やや外びらきの頸

部から曲折して上方にたちあがるか、あるいは単純にたちあがる日頸部がつく。文様は日縁部・

肩部に列点支・直線支・ 波状支・竹管文がみられる。

図版15の 8～10は、体部は欠失しているため不明である。肩部から「く」字状に鋭く曲折して

外上方へ直線的にのびる回頸部がつく。支様は口頸部端・肩部に刻目丈 e直線支・変形波状支を

めく
｀
らせるのが通例のようであるが、無支のもの (図版15の 10)も ある。

図版15の 7は、ゆるやかなカーデを描いて外反する頸部に曲折して内弯ぎみにたちあがる日縁

部がつく。日縁部は波状を呈し、内外面に波状支を配した特殊な例である。

図版15の■は、球形の器体にぶくらみをもった外びらきの頸部と曲折して水平に近くのびる口

頸部がつく。底部は大きな平底であるため安定性がある。外面の摩滅がはげしい。

図版15の 12は、球形の器体に鋭く曲折して外反する頸部に、外上方へのびる口縁部がつく。体

部下位に稜線がみられ、大きな平底を呈する底部にかけて直線的にちぢまる。器壁は比較的厚く
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つくられており、肩部付近に刺突丈がみられ、外面はヘラ削りにより整形されている。

図版15の 13は、徳利形をした小型壷で、日径と胴部最大径がほぼ等しく、下位に不明瞭ではあ

るが稜線を有し、大きな平底でおわるため安定成がある。施支はないが、外面は横位の
ヘラ磨き

により整形されている。

図版15の 14～16は、球形に近い器体に、やや外びらきか、あるいは筒状の回頸部が
つく。端部

は単純におわり、施文もなく、外面には刷毛目が施されたのち、
ヘラで整形されている。器形は

少しずつ異なっているが一括して記述しておく。

図版15の 22お よび図版16の 1・ 2は、胴都中位のやや張った縦長の器体に、鋭く曲折して大き

く外反する口頸部がつく。日頸部は単純におわり、その面に刻目文がめく
や
らされているものがあ

る。体部には施文がほとんどみられないが、肩部に直線文がめく
゛
らされている例 (図版15の 22)

がある。

図版16の 3は、胴都中位から下位にかけて強いぶくらみをもつ壷で、日頸部は「く」字状に曲

折し、ややふくらみをもちながら外反する頸部をへて、外方へのびる日縁部にいたる。施支はな

く、内外面にはヘラによる整形をみる。

〔細顕壷形土器〕 図版16の 4～ 6は、回頸部は大きく外反し、端部がさらに曲折して内傾す

る。日縁部には棒状浮支・竹管文がめく
゛
らされたものが多く、頸部には直線文を配する。

図版16の 7～ 9は、ゆるやかに外反する細い頸部に、上方に向って内弯ぎみにたちあがる日縁

部がつく。体部は欠矢しているため判然としないが、算盤玉形を呈するのであろう (図版16の 7

・ 8)。 日縁部から頸部にかけて凹線支・列点支をめく
゛
らせている。

図版16の 10は、筒状を呈する顕部に、受日状の日縁部がつく。口縁部に列点丈、頸部に直線支

をめく
Sら
せている。

〔長頸壷形土器〕 図版16の 11～15は、胴部中位に最大径を有する体部が、下位に不明疎では

あるが稜線をもつものが多く、底部にかけて直線的にちぢまる。底部は小さな平底で、凹底のも

のもある。口頸部はやや外びらきの形を呈し、施支はなく、外面に縦位の
ヘラ磨きがみられる。

図版16の 16～19は、胴部中位のやや張った球形に近い器体に、筒状を呈する口頸部がつく。施

支はなく、外面には刷毛目がみられる。

図版17の 1・ 2および図版17の 3・ 4は、胴部下位に不明瞭ではあるが稜線をもち、底部にか

けて直線的にちぢまる器体で、筒状の口頸部がつく。支様は日頸部付近に直線文が数条めく
゛
らさ

れている必外はみられず、外面はヘラ磨きにより丁寧に整形されている。図版17の 3・ 4は特殊

な形態を呈するが、図版17の 4は小型広口壺に入れてもさしつかえないかもしれない。

〔短頸壷形土器〕 図版17の 12・ 13は、球形に近い器体に、わずかに外反する日頸部がつく短

頸壷で、日頸部直下に組孔が穿たれた例 (図版17の 12)も ある。

〔小型広口壺形土器〕 図版16の 20～29お よび図版17の 5～12は、胴部中位の張った扁平な器



体に、直線的に外方へのぴる日頸部がつく。体部、日頸部とも少々異なるが、時期差によるもの

であるため一括しておく。外面はヘラにより丁寧に整形されている。

〔水差形土器〕 図版17の 14は、ゆるやかに外反する頸部から上方に向って内弯ぎみにたちあ

がる日縁部にいたり、肩部に横位の半環状把手がつく。日縁部の把手側を割りぬいており、体部

は欠失しているため不明である。日縁部付近に凹線支・ 羽状の列点支、頸部から肩部にかけて直

線丈・簾状支・ 波状支がぎっしりめく
゛
らされている。

〔手焙形上器〕 図版17の 15は、胴部の張った浅い鉢形の器体に、片方が大きくひらいた半 ド
ーム状の覆いをつけた特異な土器である。胴部中位から底部にかけて直線的にちぢまり、丸底に

近い小さな平底におわる。胴都中位に刻目丈を施こした突帯がめく
゛
らされている以外は施支はみ

られない。覆い下位の両側には耳がつけられ、内外面は粗い刷毛目により整形され、体部外面に

はヘラ削りがみられる。

この器種は中部瀬戸内・畿内・伊勢湾沿岸・東海地方の各地にみられ、特に大阪府・奈良県か

ら愛知県にかけて多く分布する。時期は弥生時代後期から古墳時代前期までの間が一応あてられ

ており、畿内地方には弥生時代後期に属するものが多く出土している。

〔浅鉢形土器〕 図版18の 3～ 6は、胴部中位の強く張った扁平な器体で、底部にかけて直線

的にちぢまる。底部は丸底に近い小さな平底で、凹底を呈する例もある (図版18の 5)。 施丈は

少なく、日縁部の形態にも退化現象がみられるため (図版18の 3は除く)、 浅鉢のなかで新しい

時期 (古墳前期初頭)に入るとおもわれる。

〔小型鉢形土器〕 図版17の 16～20は、手づくねの小型鉢で、日縁部端の整形は粗雑である。

内面には指頭による整形がみられるものがあり (図版17の 18)、 整形に 叩き目の施された例 (図

版17の 20)も 存在する。

〔鉢形土器〕 図版17の 21・ 22は、平底の底部から内弯ぎみに外上方へのびる。とくに22は鼓

状を呈した特異な例である。

〔台付塊形土器〕 図版17の 23・ 24お よび図版18の 1・ 2は、体部下位に稜線を有する深い塊

部にゆるやかに外反する脚部がつく。脚部端は単純におわり、孔が 3個穿たれている。施文はな

いが、外面が綻位のヘラ磨きにより整形されている。下位の稜線が不明瞭な例 (図版18の 2)、 塊

部が球形の体部に、短かい筒状の日頸部のついた器形を呈する例 (図版17の 24)な ども出上して

いる。

〔台付塊形土器〕 図版17の 25は、体部は欠失しているため不明であるが、おそらく、直日の筑
に、「ハ」字状の脚台がつく。台付筑であろう。脚台には大きな円孔が 5個 (推定)穿たれている。

〔甕形土器〕 図版18の 7～ 9は、 胴部のあまり張らない器体に、「く」字状に曲折して外上

方へのびる日頸部がつき、端部に凹線支をめく
゛
らせることが特徴であるが、図版18の 7にはみら

れない。外面は叩き目・刷毛目により整形される。



図版18の 24は、「く」 字状に鋭く曲折する頸部に刻目支が施された貼付粘土帯をめく
゛
らせるの

が特徴である。

図版18の 18・ 20～22お よび図版18の 19は、胴部中位に最大径を有する器体に、ゆるやかに外反

し、さらに曲折して内傾するか、あるいは上方にたちあがる日頸部がつく。文様は回縁部内外面

・肩部から胴部中位にかけてみられ、列点支・直線丈・ 波状支などがめく
゛
らされ、外面に煤が付

着している場合が多い。図版18の 23は 日頸部の形態が異なっており、大きく外反して、端部は単

純におわっている。

図版19の 6～ 8は、胴部のやや張った縦長の器体に、やや内弯ぎみに外上方へのびる日頸部が

つき、端部は単純におわり、波状を呈するものがある。

図版18の 11～16は、日頸部はゆるやかに外反し、端部が単純におわる。その面に刻目支がめく
・

らされている例が多く、指頭による押圧支もみられる。外面には粗い簡日、内面には波状丈・直

線支が乱雑に配されている。

図版18の 10は、日頸部はゆるやかに外反し、さらに曲折して外上方へたちあがる。体部は欠矢

しているため判然としないが、あまり胴部の張らない器形であるとおもわれる。整形には簡目が

みられ、日顕部・ 肩部に直線支がみられるだけで、そのほかに施支はない。

図版19の 1～ 5は、胴部中位のやや張った器体に、「く」字状に曲折して外上方へやや外反ぎ

みにのびる日頸部がつく。底部は平底を呈しており、凹底の例が多い。施丈はなく、外面全体に

は刷毛目がみられる。

図版20の 2～ 6・ 12～14お よび図版20の 7～■・ 15～18は、いずれもS字状口縁をもつ甕であ

るが、脚台がつくものと丸底のものとにわけられる。前者は胴部上位の張ったやや縦長の器体を

呈し、外面全体に櫛目がみられる。一方、後者は球形・丸底を呈し、外面は櫛目か刷毛目を施こ

したのちヘラにより整形されているとおもわれる。

図版21の 1～ 6は、球形が楕円形を呈する器体に、「く」字状に鋭く曲折して外上方へのびる

日頸部がつく。日縁部内面をわずかに肥厚させることが特徴である。外面には届U毛 目・煤の付着

がみられる。

図版18の 17は、 胴部上位のやや張った器体に、「く」字状に曲折して上方へたちあがる日頸部

がつく平底の小型甕である。日縁部と肩部に列点支・直線支がみられ、器壁は比較的厚くつくら

れている。

図版21の 8は、丸底・球形の器体に、外上方へのびる日頸部がつく。外面には刷毛目・煤の付

着がみられる。

図版21の 9は、球形の器体に、「く」字状に曲折して外上方へのびる日頸部がつく。外面には

粗い刷毛目がみられ、胴部中位から底部にかけて煤が付着している。底部は丸底に近い平底で、

凹底を呈する。



〔台付甕形土器〕 図版19の 9～12お よび図版20の 1は、胴部中位に最大径を有する縦長の器
体に、「く」学状に曲折して上方へたちあがる日頸部と「ハ」字状にひらく低い脚台がつく。日

縁部・ 肩部に列ヶ点支・直線支がめく
゛
らされているものと無支のものとがある。

〔高ネ形土器〕 図版21の 10・ ■は、特徴的な回縁部を有する高ネである。口縁部は水平にの
び、さらに、その端部を垂直に下方へ拡張している。日縁部内側には凸帯を 1条めく

゛
らせている。

無支のものが多いが、日縁部に 2条の凹線丈をつく
゛
らせたり、特殊な例では、水平部分に斜格子

状の暗支、日縁部端面に凹線支・ 円形浮丈・縦位の沈線をめく
゛
らすものがある(図版21の 11)。 い

ずれも内外面は縦位のヘラ磨きにより整形されている。

図版21の 12は、直線的にのび、体都中位から内奪ぎみに上方にたちあがる浅い盤状のネ部であ

る。脚部は欠失しているため判然としないが、おそらくゆるやかに外反しながらひらく形であろ

う。

図版21の 13～15お よび図版21の 16・ 17は、ぃずれもネ部は欠失しているため不明である。脚部

は女の高いものと低いものとに区別されるが、いずれも大きく外反して端部は下方に拡張されて

いる。文様は胴部中位・端面に凹線支が太い直線支がめく
゛
らされており、小孔が多数穿たれてい

る (図版21の 13-8個、14-36個、15-14個 )。

図版22の 4～ 9は、体部下位に稜線を有し、外上方へやや内弯ぎみにのびるネ部に、内弯しな

がらひろがる脚部がつく。日縁部内部を帯状に幅広く肥厚させ、その部分に粗雑な直線支をめく
゛

らせている例が多い。

図版22の 1～ 3は、体部中位に稜線をもち、上端に向って大きく外反するネ部に、ゆるやかな

カープを描いて大きくひらく脚部がつく。施支はみられない例が多いが稜線上に刻目丈がめく
゛
ら

されているものがある (図版22の 1)。 外面及びネ部内面は縦位のヘラ磨きにより整形されてお

り、孔は 3個穿たれるのが通例である。

図版21の 18～21は、体部下位に稜線を有し、上端に向って内弯ぎみにたちあがる深い塊状を呈

する抹部で、「ハ」字状に大きくひらく低い脚部がつく。支様は口縁部付近と脚部にみられ、 精
巧に施支された例もあるが、沼沢地出上の高ネは直線丈がめく

゛
らされているのみである。

図版 21の 22は、 半球形のネ部に、「ハ」字状にやや 内弯しながらひろがる丈の低い脚部がつ

く。外面及びネ部内面はヘラにより整形されており、施丈はない。

図版22の 10は、ネ部はやや内弯ぎみに外方へ直線的にのび、筒状を呈する短かい顕部をへて、

内弯しながらひろがる裾部にいたる。外面及びネ部内面には縦位のヘラ磨きがみられ、孔は 4個

穿たれている。

図版 22の■～15は、 体部中位か下位に稜線を有し、 外上方へ直線的にひらく浅い盤状の必部
に、柱状部と「ハ」字状に大きくひらく裾部に明際に区別される脚部がつく。施支はないし、孔

も穿たれていないが、柱状部に粗いヘラ削りがみられる例が多い。
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図版22の 19は、体部下位に稜線を有し、上端に向って直線的にたちあがり、端部をさらに内傾

させた特異な形をしたネ部をもつ高杯である。脚部は欠矢しているため不明である。

図版22の 20は、ゆるやかに外反しながらひろがる高ネの脚部で、外面には粗い刷毛目がみとめ

られる。メ部は欠失しているため不明である。

〔小型高ネ形土器〕 図版22の 16～18は、ネ部は体部中位に稜線を有し、上端に向ってわずか

に外反しながらのびる。一方、脚部は直線的にひろがり、孔が 4個穿たれている。外面及びネ部

内面は縦位のヘラ磨きにより整形されている。図版22の 17は脚部がつよく外反しながらひらいて

おり、丈も低い。

〔器台形土器〕 図版22の 21・ 22お よび図版23の 1～ 4は、いずれも受皿部と脚部とに区別さ

れる器台で、受皿部はほぼ直線的に外方へのび、脚部はゆるやかに外反しながらひろがるものや

直線的に近くひらくものがある。受皿部も微妙に異なっている。外面及び受皿部内面はいずれも

ヘラ磨きにより整形されており、施支はなく、孔は 3個穿たれている。

図版23の 5は、やや外反ぎみにのびる受皿部、太い筒状を呈する柱状部、ほぼ直線的にひろが

る裾部に区別される器台で、外面及び受皿部内面はヘラ磨きにより整形されている。

図版23の 6は、 受皿部・柱状部・裾部に区別されるが、 前者の器台 (図版23の 5)と は異な
り、ほぼ上下対象である。受皿部径と裾部径とがほぼ等しく、どちらも直線的にのびる。柱状部

は筒状を呈するが、ひじょうに短かい。内外面はヘラ磨きにより整形されている。

図版 23の 7・ 8は、 受皿部と脚部とに 区別できる器台で、 外反しながらのびる受皿部に、
「ハ」字状にひろがる脚部がつく。孔は穿たれておらず、外面は刷毛目が施されている。

図版23の 13は、受皿部と脚部とに区別される器台で、直線的にのびる受皿部に、やや外反ぎみ

にひろがる脚部がつく。内外面は縦位のヘラ磨きにより整形されており、脚部は波状丈・直線丈

がめく'ら されている。

〔小型器台形土器〕 図版23の 9・ 10は、脚部にくらべて受 lllL部を小さくつくっており、脚部
の約 3分の 2程度の大きさである。

図版23の■・ 12は、受 lllL部 と脚部に区別される小型の器台で、器壁はひじょうにうすくつくら

れている。

〔甑形土器〕 図版23の 19・ 20は、大きな平底を呈する底部から大きくひらいて日縁部にいた
る。底部に大きな子とが 1個穿たれており、内外面には粗い刷毛目がみられる。

図版23の 17・ 18は、大きな平底から上端に向ってたちあがる深鉢形を呈した甑で、底部に16個

の小孔が穿たれた特殊な例もある (図版23の 17)。

〔小型甑形土器〕 図版23の 21は、体部は欠失しているため不明であるが、平底の底部と胴部
下位に■個の小孔 (現存部分)が穿たれている。

〔蓋形土器〕 図版23の 14・ 15は、 笠形を呈する蓋で、 下端に向ってゆるやかに外反してい



る。中高の摘みの部分は水平に切られており、中空である。端部付近に刻目支がめく
゛
らされてい

るツ外に施支はなく、外面には刷毛目がみられる。紐孔は 4個穿たれている。図版23の 14は少々      ・

疑がわしいが、この項に入れておく。

〔ネ〕 図版23の 22～24は、たちあがりは短かく内傾しており、先端は丸みをおびておわる。       '

受部もたちあがりとほぼ同じ長さで、水平に近くのびる。底部にはヘラによる整形がみられる。

図版23の 24は天丼部と体部との境界が不明瞭になっている蓋である。

ビット1 達 1のすく
゛
北に位置するピット状の遺構は調査区域の最北端であるため、全体を明

らかにすることができなかった。出土土器も少なく、時期の判定は困難であるが、ほぼ弥生時代

後期前半頃にあてられるとおもわれる。

〔壷形土器〕 図版23の 25は、胴部下位に最大径を有し、底部は大きな平底を呈するため安定

蔵がある。日縁部は筒状を呈し、端部は単純におわる。内面には整形が粗雑なため輸積み痕が明

瞭にみられ、外面は粗い刷毛目により整形されている。

〔塊形土器〕 図版23の 26は、体部から直線的にひろがり、上端は垂直に近くたちあがってい

る。さらに、内面に 1条の凸帯がつけられている。日縁部付近には貼付粘土帯がめく
゛
らされてお

り、その上に円形浮文がつけられている。

〔甕形上器〕 図版23の 28は、体部が欠失しているものが多いため、その形態は不明である。

肩から大きく外反して単純におわる口縁部にいたる。支様は肩部に直線丈、内面に波状丈・直線

支がみられるが、いずれも粗雑な施文である。頸部には粗い櫛目がみとめられる。

図版23の 27は、ゆるやかに外反する頸部に、端部が外上方にのびる日縁部がつき、端面にはヘ

ラによる斜線文がみられる。顕部内外面は粗い櫛目により整形されている。

ビット2 T地 区南端のG27F付近で検出されたものである。このピット内から特異な土器が

少量ではあったが出上した。時期は弥生時代中期中頃にあてられるとおもわれる。

〔壷形土器〕 図版23の 30は、肩部から口縁部にかけて外反する際に、頸部で一度ふくらみを

もたせた器形で、日縁部端を内傾させている。支様は日縁部端面に竹管支、頸部に竹管丈・斜格

支・ 肩部から胴部上位にかけて重弧支・竹管支・直線支がめく
゛
らされており、外面に刷毛目がみ

られる。

〔細頸壷形土器〕 図版23の 29は、ゆるやかに外反する頸部に、曲折して内傾する日縁部がつ

く。支様は日縁部から肩部にかけて等間隔に配されており、列点支・簾状支・直線支・刺突支が      
こ

めく
゛
らされている。

2)石  器
本遺跡より出上した石器の数は、前記の土器の量に比較すれば、決して多くない。しかし、そ

れらの内でも比較的数の多いものとしては、砥石・石斧類および打製石鏃などを挙げることがで



きる。もちろんこれらの他にも磨製石鏃等の出土もみられたが、それらの数はきわめて少ない。

砥石 この類のものは非常にきめの細かい材質の石を利用した小形のものと、粗い材質の石を

利用した不定形のもの、および条痕が 1～数条残す砥石の 3種に分けることができる。しかし、

条痕を残すものの多くは、前 2者を利用したものが多く、条痕のみを有するものはきわめて少な

い。図版31は この種の主要なものだけを集めたものであるが、その多くは小形のものである。

図版31の 1は、粗砂岩を利用したもので、方柱状の材料の 3辺に、断面がV字状をなす 1～ 3

条の条痕を有している。これは溝A(沼沢地)の砂層から発見された。

同図版の 2お よび 3は、扁平な材石の上下両面に浅く弯曲する摩り痕を残す他に、片側面に段

状の摩痕が残こされている。この種のものはこの 2例の他にも類似したものもあるが、扁平な材

石を用い、しかも片側面のみに段状摩痕を残すなど、特徴が一致している。なお、この両例とも

薄A(沼沢地)内 より検出された。

同図版の 4・ 10は、条痕のみを残すもので、他のように弯曲する摩 り痕は認められない。この

条痕には断面がV字状のものとU字状のものの 2種が認められる。

同 5は扁平な、やや縦長の石材を用い、その上下 2面に弯曲した摩り痕を残しているが、その

片面には 3条の浅い条痕が認められる。そして片側面には断面U字形の深い条痕が残こされてい

る他に、両側面の一部が凹状に摩 り込まれている。これは溝 7よ り出上した。

同図版の 6お よび 7は、非常にきめの細かい石を用いたもので、いずれも整美な方柱状を呈し

ている。また、同図版の 8は、直径 3翻程度の丸い石に 1条の摩痕を有するもので、粗い砂岩を

利用している。なお、砥石の類は、これらの他にきめの粗い砂岩を利用した大形の粗砥石が少な

からず発見されているがその形状は一定していない。

石斧 これは主として太型蛤刃石斧・ 墾形石斧・ 扁平片刃石斧・柱状片刃石斧等に分類される

が、この内蛤刃石斧の数が最も多い。

蛤刃石斧の主要なものは図版32に掲げたとおりであるが、完全な姿で残こされているものは一

つとして無く、いずれも半欠している。

塾形石斧は図版32の 1・ 2の 2点のみしか数えることができないが、特に 1の刃部は鋭利に研

磨されている。

また、小型扁平片刃石斧は全部で 4点を教え、それらは図版32に示したとおりであるが、この

内 3は比較的肉厚で、基部が欠損している。また、図版32の 10は、原礫面を残す剣片の先端部を

非常に鋭利に研磨し、刃部をつくり出しており、これも小型扁平片刃石斧としての機能を持つも

のと考えられる。

図版32の 9と 10は、柱状片刃石斧の刃部であるが、基部が欠損している。おそらくこの 2点 と

も狭入石斧と思われるが、扶入した部分を残すものは 1点 も発見されなかった。

石鏃 これには打製石鏃・ 磨製石鏃の両種がある。この内磨製石鏃は図版32の■～14の 4サくの
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みしか発見されなかったが、12は非常に整美なもので、縦長の 2等辺三角形状を呈する。これら

4点のいずれもはサヌカイトの剣片を材料としているが、その両縁は非常に鋭い。

一方、打製石鏃は図版 108に示したように、三角形状のもの、葉形を呈するもの、舌を有する

ものなど種々の形態があり、総数28点 を教える。

図版32の 7はサヌカイトを材料としたもので、両面研磨され、その両側縁は鋭利に仕上げられ

ている。そしてこれの裏面が凸レンズ状に研磨されているのに対し、表面は凸帯を造 り出し、そ

の中軸に稜をもたせている。これは石剣の破片とも考えられるが、確かでない。

図版32の 17はサヌカイトを材料にした小型の打製石斧状の石器であって、その両端には打撃痕

が著しく残されている。

なお、こうしたものの他に図版32の 18・ 19等の石器も出上している。前者はサヌカイトの横剣

ぎの剣片を利用した掻器状のものであるが、後者はチャート製の断面三角形を呈する小型の石器

である。また、過日当遺跡の概要報告書に掲載したようなサヌカイト製の石槍や石匙状石器・石

錘も各 1点ずつ発見されているが、こうしたものの他にも石庖丁の小さな破片が 2点、環状石斧

の破片と思われるものも2～ 3)点発見されているし、また、図版32の 20に示した石製の紡錘車も

1点発見された。

3)  舅臣 器

木刀 (図版33の 1)現 存長35。 7例で、先端部が欠損している。把は長さ11.1切、厚さ 1師、

幅は棟側に対して 刃部側を大 く弯曲させており、 2～ 3切ある。把頭は頭椎風に作 り出してい

る。身は、鞘を着装した状態を示すらしく片面に支様を刻み込んでいる。幅は現存部で2.7～3.3

師、厚さは0。 9～1.2例。関は、身が鞘に隠れるため明際でないが、把の表現からして、刃の側に

段をつけた刃関にしているのだろう。なお、把の上方部に径 2筋π足らずの穴があいており、何か

に吊したものかと考えられる。本品は祭祀用品かと思われる。

下駄 (図版33の 6)現 用しているものと全ったく同一形態のものである。二枚の歯は一本か

ら作 り出され、平面楕円形で長径24.9師、短径13。 3切、高さ3.8例を測る。 歯は外側を垂直に、

内側を斜めに削り落している。鼻緒をつける穴は前方に 1個、後方に 2個で、前方の 1個は歯の

外側、後方の 2個は歯の内側にあけられている。また、前方の穴は左側に偏してあいており、本

品が右足用であることがうかがえる。                       ・

農耕具 (図版34の 1・ 2・ 4・ 5) 1は 大足で、長さ46。 8切、幅12。 3師、側面を両端に向っ

て削り落しただけで、端部は何等細工されない。幅広くなった中央部には、足を回定させるため

の鼻緒の穴が 3個つくのが普通であるが、本品には認められない。しかし、この部分には、長さ

22.2切、幅 8.3初 の左足の磨滅痕が残っており、未製品でもない。また、両端部にほぞ穴の細孔

が穿たれている。前方部に径 8筋2の孔が中央部に 1個、後方部に径 322の ものが 1個 (孔の位置
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から本来は 2個であったと考えられる)残 っている。これは、大きな梯子型の枠を取 り付けるた

めのものと考えるのが普通であるが、足を固定する鼻緒の穴がないことを考え合わせると、鼻緒

穴を兼ねていたのかもしれない。

2は 3分の 1程度を残すもので、柄は欠矢しているが、現状では、身に柄を着装すべきFAR起部の

痕跡が認められず、むしろ、身に対して直線的に、一本から作 り出していると考えられる
ので、

鋤とし得る。先端部が欠失しているが、現存長46師、身の長さ35勤で、厚さは 1側前後。 2が柄

と身を一本から作 り出した本/1a的な鋤と考えられるに対し、 5は、身は内弯し、その身に一方か

ら穴を穿ち、身の頭部に短い軸を作 り出し、方穴に柄を通して軸部で結束する類の鋤である。現

存長23。 2師、身の長さ18切。幅は身が■師、軸が基部で3.9朋。柄は、 方穴の幅や軸部の幅から

推して幅 3m程のもので、身に対して20度程の開きを持つ。

4は、いわゆる丸鍬かと思われる。ただ、現存部に柄の着装痕が認められない。縦23.3師、横

23凱の方形で、上方部に隆起の頂部がある。刃部は腐落しているが、ほぼ、それ近くまで遺存し

ていると思われる。裏面は平坦で、表面は、隆起の頂部から七方向に斜面を削出し、頂部も削痕

が認められる。厚さが6.5切 もあり、 柄の着装部が認められないことから、 未製品である可能性

もある。

容器 (図版35の 1・ 2、 第 7図の 1) 図版 35の 1は 把手と四脚の付く盤である。全長 55。 8

師、幅24。 1靴、高さ4。 9例、深さ2.3例で、把手は基部で径2.3師、端部を幅広くしていて3.7例を

測る。これは別木を着装したものでなく、器体と同一木から作 り出している。上端より1.8伽下

方に付き、端部に向って、若千上反りさせている。脚は、四隅に 4脚が削り出されている。乳頭

状の脚で基部の径3.4～4.2切、面に接する部分は径1.8～2.4翻程の平担面を作って安定を計って

いる。脚の高さは約 1。 3切程である。 このような特徴の他に、この盤の顕著な特色は、把手の付

く短辺側の一隅に、14× 12切程の方形に近い作 り出し部を設けていることである。この作 り出し

部は、本品と全ったく同一形態のものが京都市南区久世遺跡から出上しており、未力H工部でない

事は確実であるが、単なる容器とする以外に別途の用途を考究する必要がある。しかし、現段階

では不明である。

図版35の 2は、槽の底板である。現存長67.1鰍であるが、側板の受部を復原すると71切程にな

る。幅は37。 7師、ほぼ 2分の 1を残すと思われるので、復原値は56c92程。隅を丸くし全体形は小

判形になる。側板は桜の樹皮を利用して、底板に垂直に立てて結束されたらしく、その痕跡が残

っている。すなわち、幅 4例程の側板の受部を内底面より5紹π程低くして作 り出し、この段落の

側面に接して狽」板を立て、受部と内底面に各 1孔を穿ち、桜の樹皮を通して底板と側板を結束し

ている様子が知れるのである。側板の厚さは、結束孔の位置から 5紡π程と考えられる。結束子との

位置は長辺側に 2個、短辺に推定 1個、四隅に各 1個が穿たれている。なお、内底面の偵J板に接

する付近に、径 2%π弱の小子とが見られるが、その効用については明らかでない。



第 7図 鴨団遺跡出上の木器

第 7図の 1も 同じく槽の底板であるが、平面円形の小型品である。やは り2分の 1程を残す。

現存部での最大径は27。 8例。側板の受部の幅は 8協程で、結束部の痕跡が一個所見 られる。図版

35の 2と 同じ結束法を示すが、結束孔の位置は、内底面側のものが、受部の段落の下段部にある

点相異する。側板の厚さは 4π筋程である。

その他 図版33の 2は環状の頭部に脚部を作 り出したもの。 高さ12.1師、 環状部は径4.4例で
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1.7～2.0側の楕円形に近い穴があく。脚部は、 径1.6伽程の棒状で、端部を開いて高杯の脚に似

る。器面はテイフ状のもので細かく削られている。用途は不明。

図版33の 3も完形品であるが用途不明。若千弯曲した径2.3側の棒状品に、幅1.5側の平坦面を

つくる。その対面の両端及び中程に、高さ 1～ 422程の凸帯を作 り出している。また、両端部は

斜めに削り落している。長さ19。 1例で、器面は細かく丁寧に削られ、磨きをかけたようになって

ヽヽる。

図版33の 4は、 棒状品と端部に切 り込みを入れたものが組み合 う。棒状品は、径1。 1師、現在

長15。 4針で端部は九く、こげている。他方は、一辺 1.3師の不整形な角材で、 現存長12.5例。端

部は、 9筋π程を残して斜めに切 り込んでいる。端部より7.5切程のところに、 径 82π、深さ 1切

程の孔があり、この部分に棒状品が垂直に立つ。貫通しておらず、孔の内面には、やはり、こげ

目が認められる。火きり具のようであるが、むしろ、別の用途のものである可態性も強い。

図版33の 5は、径8.lcTB、 長さ■ .1側の円柱状材の中程を、 深さ1.2師～1.5翻程の切 り込みを

入れたもの。大型の浮きかと思われたが、両端部に把手状のものが削り出されていた痕跡が認め

られ、むしろ、別の用途のものかと思われる。

図版34の 3は、厚さ 8%“程の板に、 5カ所に孔を残すもの。

図版34の 6は、厚さ 8防の板材で、長さ23。 2師、幅は、長辺の中程に向って削り込んでおり、

15～ 17.2切。上端部の両側に、径1.6師の孔を穿ち、 その内側の中央部には径 6脇程の小孔を 2

個穿っている。また、下方部の幅において中程にも、径 2 ππ程の孔を 2個あけている。用途は不

明。

図版34の 7も 厚さ1.7勤 程の板に子とを穿つもの。孔は、現存部の長狽」辺側に 3個が一直線に並

び、その内側にも一方に偏して 2個が穿たれている。

図版34の 8は、厚さ 1切、長さ20切、幅12.5側の板材で、下端部両端とと板の中程に 2個ずつ

の小孔 (径 2～ 3効)があけられている。小孔の配置は下駄の鼻緒穴状である。板の中程の小孔

の間には細く、浅い溝が走っており、あるいは糸状品を通した痕跡かと思われる。一種の履物で

あるかもしれないが、確証はない。

第 7図の 2は、ほぼ 2分の 1を残すかと思われるホデ穴のある板状品。現存長54初、幅23切。

欠損しているall面の中央部に、 一辺 6.3CT2程の方形のホヅ穴があり、 その片側に、 長径 4～ 4.3

切、短径 2初の小判形のホヴ穴が 2個並ぶ。その反対側は欠失しているが、方形のホヅ穴を軸と

して対称にホヅ穴を設けていたものと考えられる。もし、本品が 2分の 1程を残すものとするな

ら、机や椅子等考え考難 く、むしろ、中央部に比較的大型のホヅ穴が付くことから、ネズミ返し

のようなものであるかもしれない。

図版36の 1は全長46凱で両端に長さ 3。 4師の把手状の作 り出しがある。横断面は楕円形で、 長

径2.7切、短径1.8C92。 布巻具かと思われるが、唐古遺跡出土品のように、背部にV字形の切 り込
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みがない。

図版36の 2も端部に把手状の作 り出しがあるが、この場合、一方のみに付く。他端は九く削り

落している。現存長38.5例。 横断面は半円形であるが、 これは欠損しているためで、本来径2.5

C72の棒状品。

図版36の 3は長さ37.6師、幅3.8切、厚さ1.6勁。端部は、一方を斜めに、他方を丸く削り落し

ている。横断面は、裏面に幅2.4例程の平担面をつくり、表面は山形に丸くしている。

図版36の 4～ 6はいずれも棒状品で、端部に袂りを入れているもの。 4は、現存長24.4∽、幅

1.8～2.5師、厚さ1.7切。端部より4 CTt程のところで深さ 3π紹程切 り込み、 端部に向ってペン先

状に削っている。 供りは側面部だけで、表・裏面にはない。 5は、現存長 31.2切、径1.9側の棒

状品で、端部より2.5凱程の部分から2～ 3 ππの厚さに削込み、端部を丸く仕上げている。 6は

現存長 45。 lC7Z、 横断面玉子形を呈し、径 2.2切。端部より6切程のところから端部に向って 5切

程斜めに削り込み、深さ4筋π程で切 り碁している。

これら扶 りのある棒状品で、 5と 6は丸木弓の一部分である可能性があるが、糸の着装痕は認

められない。

以上、本遺跡出上の木製遺物のうち、図に表示したものの概略であるが、その他に、杭状品、

ホデ穴のある建築資財、力H工痕の認められるもの、自然木等の出上を見ている。

4)そ の 他
ここでは、前述した土器・木器・石器以外の遺物を一括して記載する。

土錘 これはいずれもいわゆる土製丸玉と呼ばれるもので、五個の出上をみた。その詳細は表

1に示すとおりであり、形態はいずれも球状をなし、中央に 1孔が縦に貫通し、穿孔は片方から

行なわれている。色調は、図版37の 3・ 4・ 5が褐色を、図版37の 1・ 2は灰黒色を呈する。

第 1表 鴨田遺跡出上の上錘二覧表

出 土 地 G番 号  1 出

砂 利 層

//

黒裾色粘土層

黒色腐植土層

//

1  1   2.31   8.01濤 7、 G23E

2  1   i。 91  10.01濤 7、 G22～ 23C

3  1   1.41   4.01濤 12、 G8E

4  1   2.21   9.01濤 A、 G■ C

5  1   2.01  12.01濡 A、 G■～12A
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紡錘車 いずれも土器の破片を再力I工 したものである。形態は円盤状をなし、中央に小孔が存す

る。葬孔は、片面からの回転穿孔である。打ちくだかれた周辺部は不整形であ り、片面にはハケ

目が認められる。図版37の 8は、溝A―G29Fの含粘砂層より出上 し、径4.6切、 重量16′ を測

り、 色調は 淡褐色を呈する。 図版37の 9は、 薦A― G28E、 有機質粘土層より出土し、 径4.8

切、重量13♂ 、色調は暗褐色を呈する。また、これの他に図版のに示 した石製の紡錘車も 1ザ点出

上した。これは両狽よより穿孔したものである。

銅鏃 濤A― G30F、 含粘土灰黒色砂層より出土した。身部の断面は、やや菱形をなし、かす

かな鏑を持つ。鏃端部は、非常に鋭利であ り、両方からのびる翼は茎より長 く、わずかに外反す

る。また、身部には 3個の小孔が並列 し、形態はきわめて整美である。赤銅色を呈する。なお、

成分については未鑑定のため明らかでない。これの制作時期については、他の出土遺物 との関係

もあって速断できないが、将来の興味ある課題である。

骨角器 図版37の 6は獣の角で作ったと思われ、用途不明である。色調は暗褐色をなし、よく

研磨されている。断面は半円形をなし、半円をなす部分に短かい線刻が14本施こされている。こ

の遺物は、西排水溝 (G38A付近 )、 表土層下 30例で出上したもので、 この地′ミはまだ耕土層に

属するため、他の遺物 と同格に扱 うことは出来ないと思われる。なお、これの性格、用途につい

ては明らかでない。

玉類 〔勾玉〕 これは硬玉製で色調は緑色を呈す。形態は一般的な弯曲を持たず、やや四辺形
に近いものである。穿孔は、両方から行なわれており、よく研磨されている (図版37の 10)。

〔管玉〕 濤A―G23Bの耕土層より出土し、 碧玉製である。色調は淡灰色を呈する。穿子L

は、一方が欠損しているため、片方から行なわれたのか、両方からなのかは判断しがたい (図版

37の 11)。

〔三輪玉〕 薄Aよ り出上し、粗い砂岩を材料としている。色調は淡灰色であり、形態は、図
からわかるように一見、三輪玉状を呈し、裏面は平担に仕上げられている。しかし、これが三輪

玉とは断じがたいところもあり、もちろん性格も明らかでない。

自然遺物 植物の実がかなり出上した。内訳は、桃の種が、薄 3・ 砂層より2個、溝 7・ 砂層
より20個、薄A・ 黒色腐植土層より24個が、クルミは、濤 3・ 砂層より1個、濤A・ 黒色腐植土

層より1個が出上した。他に、不明のものが、薄 3、 薄 12、 薄Aよ り3個出上した。

また、獣骨類としては、薄 3・ 砂礫層より1点、溝12・ 黒褐色粘土層より5点、濤A・ 黒色土

層より1点が出上した。その結果は、専門赤の鑑判を待って後の報告書に譲 りたいと思 う。

古銭 G52C、 表土層下下55銅、耕土層直下より明治初年頃のものと思われる。木棺の出上が

あり、その中から腐敗した人骨とともに21個の宋・明銭が出上した。詳細は表 2に示したとおり

である。
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図 版 銭 名 王  朝  名 鋳 銭 年 号 西   暦 G番 号 出 土 数

1

2

3

4

5～ 7

3

9

10011

12・ 13

14

15・ 16

17-20

開 元 通 宝

景 徳 元 宝

天 樟 通 宝

景 祐 元 宝

皇 宋 通 宝

治 平 元 宝

嘉 祐 通 宝

熙 寧 元 宝

元 豊 通 宝

元 符 通 宝

永 楽 通 宝

唐  高  祖

北 宋 真 宗

//     ク

ク  仁 宗

ク  英 宗
夕  仁 宗
ク  神 宗

″  哲 宗

明  成  祖

武 徳 4年

景 徳 年 間

天 棲 年 間

景 祐 元 年

宝 元 2年

治 平 年 間

嘉 祐 年 間

熙 寧 元 年

元 宝 年 間

元 符 年 間

永 楽 6年

621年

1004～1007年

1017-10214F

1034年

1039年

1064～ 1067年

1056～ 1063年

1068年

1078～1085年

1094～1097年

1408年

G52C

//

ク

//

//

//

//

ク

//

//

″

１

１

１

１

４

１

１

２

２

１

２

４

第 2表 鴨田遺跡】ヒ方域出土古銭一覧表

4. /Jヽ 結

姉川により形成された長浜平野を中心とした湖北地方は、畿内地方と伊勢湾沿岸地方との中間

地帯北端に位置しているため、両地方に発達した文化の谷間の様相を呈している。

縄支文化を基盤におき、大陸文化の影響を強く受けて北九州地方に新しく成立した弥生文化は

約半世紀というひじ kう に短期間のうちに瀬戸内地方を東進して畿内地方に上陸、和泉・河内・

大和地方にその文化の花が開いたのであった。

和泉・河内 。大和地方に定着した弥生文化はさらに東進して伊勢湾沿岸地方に達したが、その

主要伝播ルートは大和→伊賀→伊勢という道程であった。しかし、湖北地方は弥生文化東進のル

「

卜からはるか北方に位置していたため少々異なった様相を呈するのである。

瀬戸内地方を東進して大阪平野に入った弥生文化は大和川水系に沿って大和地方に入る一方、

淀川水系に沿って山城地方にも伝播した。大痢地方に入った弥生文化は、前述したルートに沿っ

て伊勢湾沿岸地方に達し、そこで東進をストップした。伊勢湾西岸地方において弥生文化が始ま

った時期は二重県鈴鹿市上箕田暦辞 同県一志郡中庄暦課出土土器から畿内第 1様式古段階終末

期にあてられる。従って、伊勢湾北岸においてもほぼ同時期か若干遅れて弥生文化がはじまった

とおもわれる。

一方、山城地方に入った弥生文化は宇治川水系を通って湖南地方へ伝播したと考えられる。そ
(註 3)          (註 4)

の根拠としては、京都市伏見区深車遺跡から大津市南滋賀遺跡において出上した中期初頭の上器

と同じものが発見されている例をあげることができる。すなわち、中期初頭にはすでに琵琶湖地

方との間に強い関係が成立していたことを示している。だが、弥生文化が琵琶湖地方へ入った時
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期を知るような手がかりは残念ながら皆無に近いというのが現状である。

さて、湖北地方では最近まで畿内第 1様式古 。中段階に属する土器の発見例が幸R告されていな
(註 5)

かったが、昭和45年に発掘調査された長浜市川崎遺跡から畿内第 1様式中段階に相当する断面三

角形の削り出し突帯をめく
゛
らせた土器が出上した。この発見により、湖北地方における弥生文化

の開始期は、一応畿内第 1様式中段階に相当する時期があてられることになったが、いずれの地

方から弥生文化が伝播したかについては判然としていない。ただ、この疑間に対する答えを出す

にあたって重要な手がかりとなる資料が発見されている。それは水神平式上器が滋賀県下の長浜

市川崎遺跡や大中の湖南遺跡などから出上しているという事実である。水神平式土器とは東海地

方の縄支時代終末期に属する土器であり、伊勢湾沿岸地方で最古の弥生式土器である二反地 I式

には伴出せず、次の二反地Ⅱ・ Ⅲ式から伴出する。これは弥生文化が伊勢湾沿岸地方に伝搭して

すく
｀
には土着の文化 (縄文時代晩期終末)が この新しい文化に 同化せず、 次の二反地Ⅱ式にな

って交流がはじまったことをものがたっている。この水神平式上器が伴出する三反地Ⅱ式は畿内

第 1様式中段階に相当する時期である。このことから、湖北地方に弥生文化が成立したのは伊勢

湾沿岸地方からの影響によるものであるという考え方が成 り立つ。

湖北地方の弥生文化は上述したように、東方・伊勢湾沿岸地方からの伝播であると考えられ、

さらに弥生時代中期から古墳時代前期にかけても同地方の影響を強くうけているが、畿内地方の

影響も弥生時代中期中半から中期後半にかけて、すなわち畿内第 3様式・第 4様式に相当する時

期にはかなり強いことが本遺跡の出土土器から推察できる。伊勢湾沿岸地方の影響をうけた土器

の代表的なものとして、 S字状日縁・ 台付甕形土器をあげることができる。台付甕形土器は弥生

中期後半、 S字状口縁は弥生後期前半に東海地方において発生し、後期後半の欠山期にいたって

甕には例外なくみられるようになり、少なくともこの時期までには湖北地方へも伝わったとおも

われる。このほかに、伊勢湾沿岸地方の影響としては、ピット2内から出上した重、細頸壷 (図

版16の 4～ 9)、 甕 (図版18の 10～ 16、 図版18の 18～22)、 高ネ (図版21の 18～ 21、 図版22の 4～

9)、 浅鉢などをあげることができる。 一方、畿内地方の影響としては、 水差形土器、壺 (図版

1の 1～ 3、 図版 4の 11)、 台付無頸壺、甕 (図版21の 1～ 6)、 高ネ (図版 7の 8・ 9、 図版 7

の12)、 記号をもつ長頸壷などが出上している。 このように両地方の影響を受けながらも、 当地

方独自の上器もつくり出している。例えば、高ネのなかで口縁部内面を肥厚させ、その部分に粗

い直線文をめく
゛
らせたもの、 S字状口縁をもつ丸底壷、台付甕などがあげられる。

鴨田遺跡が調査されるまで、湖北地方の弥生式上器・土師器についての資料が不足していたた

め、その全貌を明らかにできなかった。しかし、本遺跡から多量の上器が出上したことにより、

当地方における弥生式上器・土師器研究の貴重な資料となるであろう。なお、本遺跡出土土器の

編年の試案を作成したので、土器の解説とあわせてみていただきたい。この試案は土器の型式を

主として根側にしているため、将来補足訂正していかなければならないのは当然である。先学諸
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氏のご教示をお願いしたい。

護 1.

2.

3.

鈴鹿市教育委員会『上箕田一弥生式遺跡第 2次調査報告―』 (鈴鹿市文化財調査報告第 2冊、

1970)。

三重県文化財連盟『中ノ庄遺跡発掘調査報告』 (三重県埋蔵文化財調査報告10、 1972)。

移原荘介、大塚籾重「京都府深車遺跡」 (『日本農耕文化の生成』第 1冊本文篇、東京堂出版、

1972)。

田辺昭三「滋賀県大津市南滋賀遺跡の上器」 (『弥生式土器集成』資料編、真陽社、1968)。

久永春男「弥生文化の発展と地域性―東海―」 (『日本の考古学』Ⅲ、河出書房、1961う。
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５
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)II

1.遺跡の立地 と地形

本遺跡は北陸線長浜駅の北東約 2協、長浜市川崎の集落の南西に接し、川崎遺跡の南東約252

より、北北西から南南東にかけ長さ約200%、 幅30%にわたる地域をしめている。

この遺跡の北東には川崎の集落の立地する微高地があり、家屋の周辺は畑地となっている。ま

た、遺跡の南西には樹林と畑耕作のおこなわれている微高地がある。この二つの微高地にはさま

れて遺跡は位置しており、多くは水田になっている。

(鹿野 健 )

2.発掘経過と層序

昭和46年 5月 15日 より発掘作業が開始された。全長 200切 に及が発掘調査地域で、 1グ リット

を 4物画に設定、発掘総面積は1,336″である。この遺跡に於ける層序は、第 1層の耕作上が20切

～40師、第 2層が10側～30側の褐色砂質土壌 とな り、第 3層は 5 CTt～30側の砂質土層と続き、そ

の層序中には暗褐色土層、黄色砂質粘土層が 5切～30例幅で混入 し、若干砂礫層がこれに挿入さ

れ、第 4層は微砂を含む有機物層、木片の残存する腐植土層と青色粘土層が混在 し、さらに第 5

層は砂礫層と青色粘土層に続いている。グリットの うち数ケ所を 2物近 く深掘 りして層位の確認

を計ったが、湧水が激 しく壁面が水圧により航壊 した。下層は黒色粘土層より微砂を含む青色粘

土層で、最下層は砂靭で第 1層の耕作土層より数えて 8層をなしていた。遺物の包含層は上記の

褐色砂質土壌・ 有機物層・ 砂礫層・ 砂質粘土層より出上した。発掘事務所より北方の水路より西

面は第 1層の耕作土よりすく
。
第 2層の青色粘土層にな り遺物も皆無に等 しかった。また、水路の

東面は微高地となっていて、黒褐色土壌が 1.5%位准積 していたので、遺物の出土を期待したが

るんど見るべきものは得 られなかった。本遺跡の遺物包含層は割合浅く、層序も雑然としている

ので、遺物出上の上下関係が混乱 している。初夏より盛夏にかけての発掘期間中湧水に悩まされ

通しで、毎 日作業開始前はまずグリット内の溜 り水を水中ポンプで汲出してから作業にかかると

い う状態で、特に遺跡の南端に多 く認められた方形及び円形の柱穴 と推祭されるピットを、湧水

と地盤がゆるいので足跡等で消滅 しないよう注意を重ね、全発掘地域の発掘終了近 くその地点の

全面を開放発掘 し、平板実測及び写真撮影をなし得た。

作業は 8月 4日 を以って発掘調査の全てを終了したが、発掘期間を通じ事故一つなく過ごす事

が出来たのは幸いであった。
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迫退3.

回|

日|
口・

A B CD E・ F

0               20m
I                I

第 9図 川崎南遺跡グリ
設定図
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本遺跡における遺構は、グ リットA・ B・ C2～ A・ B・ C■
の地 J点に至る区画内に東西に走る薄状の遺構が知 られたのと、ピ

ットが81基程見 られたが、各々雑然 と散在 しているものと、建物

等の関係を推定 し得る並列を示すものがあった。また、A3～ C

3にかけて砂礫層が一段 と高 くなった畦状の遺構が見 られた。

1)濤 状 遺 構

〔Ml〕  グリットB7～A7に 東西方向に U字状に掘込ま
れ、幅は東部で約30初、西部で約55例である。底部の深さは東部

で約 5切、西部で24切である。濤の部分は黒褐色土層で有機物質

が含まれていた。底部及び側面には青色粘上が見られた。濤の中

には遺物は殆んど見られなかった。

〔M2〕  グリットABC7・ 8、 D7の区画内に東西方向に
U字状に掘込まれた濤状の遺構が見られ、D7の地点で浅くなり

消滅している。120～ 130c7tの幅で深さは27例で、Mlと 同様青色

粘土層中に掘込まれている。遺物の出土は見られなかったが、濤

の南面の縁にピット状の穴が見られた。また、中部には黒色腐植

上が堆積していた。

〔M3】  グリットABC8・ 9の地点に東西に 3条並行して

見られるがMl・ M2程明確ではなく、幅もくずれていて一定し

ていないが、D8・ 9の付近で消滅している。深さは28切程であ

るが底部は深い処と浅い処とがあリー定していない。濤状の部分

は黒色腐植上で粘土をかなり含んでいる。この薄の中から小枝及

び須恵器などの小破片が少量出上している。

〔M4〕  グリットABC9・ 8の地点に見られる溝状遺構がM

l・ M2・ M3と異なる点は約 30° の角度を以って西北に掘込ま

れている。底部は掘込の状態がくずれていて明瞭でないが、小枝

及び大木の根などが見られた。土質は黒色腐植上である。
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2)ビ ッ ト

ピットは方形及び楕円形ま

たは不定形で深さは 6～25切

程である。グリットA～ Cの

2～ 6に点在するこれらのピ

ットの中には、明確な関連性

を察知出来ないもの もあ る

が、グリットA・ Bの 2～ 3

内におけるHTlの ように一

部くずれているもの もあ る

が、主として方形のピット6

基が東西 4吻、南北 2物の方

形に結ぶことの出来 る並 列

と、HT2の ように東西に約

2物 間隔に 3基の円形ピット

が一線上に並び、また、グリ

ットA4・ 5におけるHT3

及び HT4の ように、 円形

及び精円形のピットが南北に

2.3物 間隔に 4基づつ 並列し

て見られるものがあって、建

物の痕跡を想定できるがいず

れもそのプランを推定する事

は困難である。

(大江 金)

1)土器および陶器
土師式上器 本遺跡出上の

上師式上器は、椀・林・高然

・ 蓋・甕・甑等である。

位)椀は然のような器形に

迫退4.
。    HT?     口  9。 。

図10図 川崎南遺跡遺構矢測図



高台のあるものであろ )が、破片のため完形して知ることはできない。

(2)ネは、日径■ .0～ 14.0凱の底部がまる味をおび口縁部の尖っているものがある。

修)高抹は筒及び裾の破片があるが、全体の器形を知ることはできない。
(4)蓋の破片があるが、やはり全体の器形を知ることはできない。

(5)甕は、日縁部のみの出上である。頸部が「く」の字状に外反するものが主で、日居部はほと

んど面とりされている。なかには、図版39の 2の ような日縁部に沈線があるものもある。

他には小破片であるが、日居部は扁平でその上に線のあるもの、まるくぶくらみのあるも

の、突帯を施したもの、尖ったもの等がみられる。日径は2.2～2.6∽で日頸部から胴部ヘ

なかって細かい櫛目文がみられる。また、これらの胴部破片は、内外簡目支の整形が多い

が、無支のものも若干ある。

(6)底部が 3点出土している。底径は、それぞれに 6.7碗、7.8∽、8。 1勤 あり、そしていずれ

も中央部が凹んでいる。

須恵器 本遺跡出上の須恵器は、ネ・高ネ・蓋・壷・鉢・甕・甑等が出としている。
(1)ネは、第11図 1の ような器形で、高台からいきなり開き気味にたちあがり、日届部が尖っ

たものが多い。日径約18銅、器高約4。 1切ある。 胎土は、均質砂目粘上を用い、 焼成色調
は青灰色・灰色をしている。また、高台内を硯の代用にしたのか、墨の付着がみられるも

のもある。

(2)蓋類は、つまみのあるものと、ないものに分けられる。つまみは扁平なボタン状のもので、

日縁部に凌をめく
゛
らし、日居部は凌のところから直角に折れて下向した日径15.5～ 19。 5勁

のものがみられる。第■図 3の胎土は、珪石粒を含む砂目のものと、均質砂目のものがあ

る。前者は素地が灰色であり、後者は青灰色をしている (第■図 2)。 つまみのないもの
は、ネの反対に天丼部はヘラ切 りで粗雑な仕上げであり、日居部は尖っている。胎土は、

砂目粘上であり、素地は灰色をしている。

0)壷は、厚さ0.6～1,0例までの胴部の破片がみられ、なかには、日径 5切内外、頸部高 3.1
側の回頸部をもつ平瓶と思われる小破片もみられる。

長頸壺は日径10.2師、頸高■。2師、胴径17,3∽、器高22凱、高台径9,8切ある。 ラッパ状
に開いた長い口頸部をもち、頸部の中心部はしぼみ、外面中央部のやや上部に凹線 2条が

めく'ら されている。そして肩部に至って張 り出し、肩・胴界部に凹線 1条がめく
゛
らされ、

稜をつくって、急に内傾し、まるみをもって下向し、高台部に至っている。高台は器の重

みで押しつぶされた戚じで開いている。胎土は均質砂目粘上で青灰色をしている。そして

胴部の下方にT字状の彫字様のものが見られる (第■図 4、 図版■7の下段左)。

(4)鉢は、胴部がまるくなり、日縁部が内反する厚手 (82筋内外)の鉄鉢型であるが、底部は

扁平である。胎土は均質砂目粘上を用い灰色をしている (同図 5、 図版■7の下段右上 )。
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(5)甕は小破片が出上している。大部分が胴部破片で、外面叩き支、内面は当板によって施さ

れた同心円がある。 胎土は、 均質砂目粘土であるが、 素地は青灰色と灰白色に分分けら

れる。

(6)餌は、把手片が出上している。

施釉陶器 〔緑釉陶器〕 2点 出上しているが、いずれもlllLの 小破片で、素焼きの上に施釉した

と考えられる。釉調は、 1サミはにぶいマット状の暗緑色をしており、今 lJ点は光沢のある暗緑色

をしている。前者は段 lllLと 思われる。両者とも施釉は総がけである。

〔灰釉陶器〕 椀・皿・瓶類・大平鉢の破片が出上している。

椀は、高台部のみで完形品はない。皿は段皿と九皿がみられる。段皿は、径13C92、 器高2.5oT2、

高台径7。 2翻ある。 ミヨミはややまる味をもって腰部に段をもっている。 胎土は均質の細かい粘

土を用い、釉調は灰白色・ 白色の不透明である。 つくりは全体に整形である (第■図 5)。 九皿

は、 ミコミから日縁部まで軽くまるみをおびており、日径 ■ .8初、器高 2.2師、 高台径 6.6伽あ

り、胎土は灰色で、白色不透明の釉が施されている (第ll図 6)。

瓶は肩部の破片が多い。大型の広口瓶の底部片と思われるものが lJ煮ある。大平鉢は、高台部

の破片がみられる。 胎土は均質の細かい粘上のものと、日径22.5C72、 器高9。 8例、高台径11.0伽

あり、胎土は、と石粒を含む砂目粘土である。前者は美濃系であり、後者は猿投系である。

山茶椀系陶器 山茶椀系陶器は、椀及び大平鉢の破片がみられる。椀はほとんどが高台部のみ
で、全体の器形を知ることはできない。高台径は平均 8。 5側の付高台で、もみがら圧痕を残し、

胎土は、長石粒を含む砂目粘上で、灰白色をしている。内面は使用したための磨粍痕がある。高

台内には糸切痕がみられる (常滑系)。 胎上の黄白色のもので、 細かい均質粘上を用いた破片も
みられる (美濃系白土原 1号窯期)。

大平鉢は、珪石粒と長石粒を含む砂目粘土を用い、暗灰色をしている。日縁部には、 1条の沈

線があり、片日をもっている。内狽よは使用したための磨粍痕があり、高台は尖った付高台で、大

きさは口径22.1切、器高9。 9勁、高台径10。 7切ある (常滑系)。 (田 口昭二 )

その他の陶器類 本遺跡からは、大甕陶片の日縁部14ザ点、胴部 243点、 底部 2点、押型支のつ

けられたもの20点で内14点については図版42の No.1～ 21の ほか、陶質錆鉄和の施されたものが

出上している。大甕についてはいずれも常滑系である。段ごとに連続してつけられた押印支様か

らみて鎌倉初期から中期にかけてのもので、色調は黒灰色または灰白色、赤褐色でいずれもよく

焼締 ってい る。 (古川庄作 )

2)石  器

本遺跡においては石器類の出土は少なく、石鏃 1、 叩石 1、 砥石 2、 管玉 1であった。

石鏃 頁岩製の剣片石鏃で、 左右両側面には簡単な打調による整形がされている。尖端部欠
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瓢
四結5。

損 (図版44の 2)。

「F石 灰色砂岩礫の叩石で、図の下部尖端に使用時の打痕が認められる (図版44の 1)。

砥石 2点 の出上の うち 1点は灰色硬質岩製で、表面と左右の 3面は使用による磨粍痕が認め

られる。裏面は自然面のままである。もう1ザくは淡灰色硬質砂岩製で、表裏左右共使用時の研磨

痕有 り。長さは 4切、幅 5切、厚さ 1側の断片である。

その他砂岩製の剣片が 1点有 り、表面には一部に研磨痕を認めるが、断片に過ぎないので全体

の形を知ることは出来ない。

管玉 長さ 2.5師、径 0。 4側 の出雲石製 1点が出上した。 淡緑色であるが、 表面は剣脱してい

る (図版44の 3)。

3)自 然 遺物
川崎南遺跡での自然遺物は断片ではあるが、亀甲が 4点出上したほか、骨片 5点の出土を見た

が小片で何の骨片かは判断し難い。                   (松 田典夫)

本遺跡は、国道 8号線長浜′ミィパス建設に伴う事前調査として、幅30%、長さ200物 の範囲が発

掘地域であり、その中央部に用水路が通 り、その部分より北方の西面は低地であり、耕作土層下

が青色粘土層であり、遺跡の基底となる砂礫層は見られなく、この地点では全く遺物は検出され

なかった。用水路の東方は一段と高地をなしていたのと、緑釉陶器片が一片表面採集されている

点より、遺物、遺構の存在が考えられたが、少量の上器片が検出されたのみであった。また、家屋

の建っていた屋敷内に最近まで使用されていた磁器片が捨て込まれた処があった。また、用水路

の南の地点においては、砂礫層または青色粘土層内に濤状遺構・ 畦状遺構・ ピットなどが見られ

たのと、遺物もこの地層もこの地層より出上したのである。出上遺物は、石器類として、打製石

鏃・叩石・砥石・管玉・土製品は、土師式上器・須恵器・施釉陶器・ 山茶椀系陶器
。その他中世

施釉陶器片などが出上している。打製石鏃は縄支時代に属する遺物である。本遺跡中で薄及びピ

ットの検出された地域で出上した須恵器で、日縁部の一部分を欠いた以外はほぼ完形で出上した

長頸壷及ぴネ (蓋 )・ 鉢などがある。 比較的大きい破片や完形品に近いものより考えると、長頸

壷は、船橋遺跡における長頸壺AI類に対比されるものである。鉢は船橋遺跡の鉢BI類に類似
(註)

するものである。ネ (蓋 )のつまみは宝珠状をしている。また、これ等の須恵器に伴 うと考えら

れる土師式上器片も出上したが、小破片と地ザ点が散在して出上しているため一括資料として考察

する事は困難である。

灰釉陶器の器形の知られるものが 出上している。 緑釉陶器片も表採を含めて 2J点出上してい
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る。山茶椀及びその他施釉陶器が出上している。その時期は奈良期を中心として平安・ 鎌倉期に

わたる遺物である。遺構との関係は、まず濤状遺構の溝内より木片及び土器の小破片以外は全く

見られず、それも全く検出出来ない濤もあり、時期及び性格を推察する積極的な資料は認められ

なかった。また、柱穴と考えられるピットが多く見られたが、その形状・ 間隔・ 方向などで関連

性が知られるものは僅かであり、さらにそれ等の時期の推定に至っては全くそれを決める絶対的

なものが見られなかった。しかし、奈良・平安・鎌合の各時代にわたる人間の生活の歴史を包含

する遺跡であった事は当然である。

護 平安学園考古学クラブ編『船橋 I・ I』 (1972年 2月 )。

(大江 金)

2

第 11図

須恵器ネ    2.3.
灰釉陶器丸皿    7.

Cm

川 崎 南 遺 跡 出 土 遺 物

須恵器蓋    4。 長頸壼    5.須 恵器鉢
山茶椀系大平鉢 8.灰釉陶器段皿
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遺

1.遺跡の立地と地形
本遺跡は北陸線長浜駅の東南東約 2.1協、長浜市勝の集落の東方約 3 LT2に 、北北西から南南東

にかけ長さ約100陶、幅約30物 にわたる地域をしめている。

この遺跡の東には屋敷跡のある微高地があり、 南西にも堂前神社跡と伝えられる微高地があ

る。この遺跡はこの両微高地にはさまれやや低 くなった地域をしめている。

(鹿野 健 )

2.発掘経過と層序

本遺跡は先に発掘調査が行なわれた川崎南遺跡の南方に位置し、鴨田遺跡に隣接している。川

崎南遺跡の発掘調査終了後の整理を終えた昭和46年 9月 25日 発掘作業を開始した。発掘地域の全

長は 100物を予定し、 1グ リットは 4物画に設定した。 後に記するが最初の予定地点の南限より

更に南へ50陶延長し、その地点は殆ど全面発掘となった。川崎南遺跡と同様本遺跡に於いても、

湧水が激しく両サイドに排水濤を掘 り、 発掘が進展するに従い 更に深く掘 り下げて排水につと

め、少しでも作業を容易ならしめるよう配慮した。 9月末より10月 にかけて降雨の日が多く時に

は作業を合上した。農繁期で作業員の人達も初めは少なかったが、10月 の後半より次第に増員と

なり作業も捗る。

出土遺物は、土師器・須恵器・灰釉陶器・ 山茶椀片・木器・ 石鏃・砥石等の出上を見た。10月

23日 、余 り激しい降雨に排水濤を更に深く掘 り下げたところ、80CTt程で砂層に達しているが、両

サイド排水濤の各所を深掘 りして地層の変化を観察するに、南に向って深まってゆく様相が見ら

れるので、グリット1-Fの 南を190伽～200切掘 り下げると、土師器・須恵器片多数及び木片の

出土を見た。

第 1層の耕作±20師、第 2層腐植土層70初、第 3層暗灰色粘土層40側(第 4層腐植土層30師、

第 5層暗灰色粘土層40切、第 6層暗灰色砂質粘土層、第 7層小礫の混じる砂層、第 8層青色粘土

層となり、以上の層序は表土より約230例である。このため初めに記したように、更に南方に向け

グリット54を設定し、発掘調査を進めることとする。これをグリットA～ Fの 101～109と した。

遺物包含層は深く全面発掘の方針を固め、作業を進める。連 日降雨続きと湧水のためグリット

の壁面が航れるおそれが有 り、事故防上の観点から層位を実測したグリットからセクションデリ

ッジを外し、開放発掘にする。北東より南西に向い深い落ち込みが見られ、流路を示す如く濤状

の遺構がグリット101D～101Aに、また、グリット101D～108Dに認められる。グリット102A一
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路道
102D～ 105A-105Dには青色粘上が方状に微高して認めら

れ、 遺物は全体に点在して出上したが、 中でもグリット101

E・ F～ 108E・ Fにかけて多く見られ、 グリット102E・ F、

103E・ Fに集中して出土した。上師器・須恵器・ 山茶椀・灰

釉陶器片等が多量に出土し、砥石が30数点と多く出上したほ

か、多様な木器類の出土も見られた。この全面発掘を行なっ

た層序の状態は第 1層耕作±20伽～25勤、第 2層鉄分を含有

する暗青灰色粘土質上壌40切～60切、第 3層茶褐色土壌及び

暗青灰色粘土層が帯状に入 り、第 4層暗褐色腐植土壊が20切

～30帥、所によりかなり深い層をなして最下部の青灰色粘土

質上層または砂礫層に続いている。

発掘調査は年末・年始にかかり■日間体みとし、 1月 7日

より再開 1月 18日終了した。作業開始直後から降雨の日が多

く、湧水と寒気のため難渋を極めた。厳寒の降雨期にわたる

発掘であったが、実際には当を得たものとはいえない。ぷり

返って思 うに今少しく時間を惜しまざる対処に乏しかったは

みは拭い難い。

(松 田典夫)

3.
迫

本遺跡の事前踏査の当初に遺跡と設定されていた区間にお

いては、 発掘調査の結果、 遺跡と考えることが 困難で あっ

た。しかし、その地続の南の地点に設定された排水濤に見ら

れる地層に変化の有るのを認めたので、更に南に拡張して発

掘をした結果その地点において溝状遺構が見られた。その部

分より遺物が大量に出土したのである。

〔Ml〕 濤は発掘前の水田の畦に平行して東西方向に見

られた。この濤の中に多くの石が流れ込んで散在していた。

薄幅は約 2陶 、深さ約50師、西部がやや深くなっている。図

版 120の左でも知られるように両側より石が流入している下

に遺物が見られる。底部はわずか砂層の認められる処があっ

アと。
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③
腐植土石至貴層 攣

⑥ 暗灰色粘土層 (有機物含有)

青灰色土

G101

茶褐色上

青灰色微砂質粘土

G lo5
G104G103

腐植土

G107G106

②

第13図 勝町遺跡土層断面図
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〔M2〕 Mlに直角に掘込まれている。北面の地が微高しているので自然と傾斜を示し、北

に向って浅くなるためか、グリットlDの 地点では全く消滅していた。南に約16陶程の処まで西

傾の濤壁が見られたが、それ以南は北東南から西に見られる深い含有機物黒褐色土層に混同して

消滅している。また、濤の東壁はかすかに青色粘土層が残っている。濤の部分はあまり明確では

なかった。

Ml・ M2の南西の部分は一段と高 く青色粘土層が方形状に残っている。

上述の二つの濤と土層との関係を見ると、青色粘土層の中に掘込まれたMl・ M2の薄が、そ

の後の氾濫における流路によってM2の濤が争奪され、氾濫による流路は北東より西南の方向を

C~→

任正三正三:生三正三正三二正三正三三±正三正三三::三 正三三二生三三Ξ三

=正

三三

=ゴ
生

=「

学 d

第14図 勝町遺跡遺構実測図

″
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迫退4.

不している。

上記のように南面及び東面は、氾濫時における黒褐色粘土質土層が扇状に西南に展開して堆積

し、発掘中M2には湧水が南向して流れ、南西面の低位に流路をしめした。その地点には砥石等

の石器類も出上したが、丸杭 (直径 8印～12側)20本程が傾・直立して出上した。上端は朽ちて

いてその長さは20～40切である。下部尖端は削り尖らされ、地中に打込まれた状態であった。し

かし、いずれも散在していて、どの角度から検討してもそれぞれの関連性を、建造物と考えるこ

とは至難であった。 (大江 令)

1)土器および陶器
土師式上器 本遺跡出上の上節式上器は、その破片から器形を推定すると、高ネ・甕・壺・鉢
・餌・釜・土錘等である。

〔高抹〕 図版40の 5・ 6はいずれもネ部だけで、脚部のないものが 2点ある。 5は腰部がま

るく張 り出し、器壁の厚さが約 0.8切ある。日縁端面はやや内反し尖っている。器面内外はヘラ

で磨研している。胎土は珪石粒を含む砂質粘上で赤褐色をしており、内面に炭素の映着が一部み

られる。 6は、やや開き気味で若千胴部が張る。器壁の厚さは 0.4勤で、口縁端面をまるく仕上

げている。胎土は0。 4切以下の生岩粒を含む砂質粘上で赤褐色をしている。

〔甕形土器〕 図版39の 1～ 7と 、図版40の 1に示したように、日頸部だけが出上している。

日頸部のつくりは、いずれも日縁部へむけて「く」の字状に外反するものばかりであるが、その

外反が 2の ようにそりの強いものと、 4の ように直行して立ち上るものがある。そして日縁端部

は痛平に面とりしたものと(1・ 5)、 その中央に沈線をめく
Sら
せたもの(射、九く仕上げているも

の(3・ 4)、 尖らせているもの (6と 図版40の 1)等がある。

器面の整形は、いずれも外面はけ目のたてがき・斜目がき。横がきによっている。内面は孤状

がき 5と横がきのものがみられる。図版40の 1は頸部に櫛の刺突支を 3個ずつ連続に施している

と思われる。

〔壺形土器〕 壺形土器には、 図版39の 9の ような破片がみられる。 日縁部は、 端部より約
1.5切下ったところに、日径0.6勤の小孔がある。器面は刷毛仕上げである。

図版40の 2は 日縁部へむかって しぼむ無頸の壷形と思われるが、日縁部より3.5切ほど下った

ところに断面三角形の難付突帯をめく
｀
らせている。内外ともに横がきの刷毛目で器面を整えてい

る。また、内外ともに災素の付着がはげしく、黒色をしている。

〔鉢型土器〕 完形品はなく、小破片から図版39の 8と 10が知られる。 8は回縁部がふとく肉

厚で尖端ほど部厚く、日縁端部を丸く整えた鉄鉢形と推定される。器面の外面は、条痕による整

物
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形で、炭素の付着がはげしく黒色をしている。

10は、日縁部へむかって軽く開いた器形であり、日縁端部を扁平に面とりし、外面を条痕で整

えている。

〔把手付き鉢型土器〕 完形はないが、把手のついた破片が若干出土した。小型のものは把手

の長さ3。 1師、幅 3切、厚さ2切あり、大型のもので長さ5.2師、幅4.9∽、厚さ3.5側のものがあ

る。また、把手の長いものは、径3。 2勁、長さ5。 8C92の細長い尖端の尖った角状のものが 1点ある

(図版121の下)。

〔釜形土器〕 完形を知ることはできないが、甑の釜の部分であろう。残存部は釜の上部で日

縁部は、 やや開き気味で 回縁端部は扁平で面とりされ、 胴部の「く」の字状に外反するところ

で、 やや上むきの「つば」をめく゛らせ、「つば」と胴部の接合部は胴側をあら目の櫛でひっか

き、条痕をつくり、そこに「つば」を接合している (図版121の 中)。

〔土錘〕 長さ3.8例、径2.1銅、子しの径0.7側のものが 1点出上している (図版40の 8)。

〔その他〕 図版40の 3は台付甕台部であろう。台部径は19。 6切あり、台内部は炭素の付着が

ある。

須恵器 本遺跡出上の須恵器は、蓋・琢・高ネ・甕・提瓶 。その他に分けられる。

〔蓋〕 然の霊が若干出上しており、小型のもので径10。 3∽、大型のもので径14切ある。ボタ

ン状のついているものを I類 とし、つまみのない、しかも細い突帯なく、天丼部から回縁部へむ

かってまるく下がるものを 1類とした (図版41・ 122・ 123)。

I類は更に天丼部と体部の境いに細い突帯をめく
゛
らせ、体部の高いものをA型 とし、その突帯

のないものをB型 とした。なお、 つまみはあると思われるが (欠損してない)、 天丼部にまる味
のない、比較的扁平な立ちの低いもの (口縁部に稜をめく

゛
らせる場合もある)、 内側にかえりの

あるものをC型 とした (破片 2点がある)。

①  lttA型  2,点あるが、 1,点はつまみが欠損しているため、その形状を知ることはできな

い。図の 1はつまみがボタン状で中央部が凹んでおり、径が 3。 2切ある。天丼部は、 まるく体部
へむかって下が り、体部との境に幅 1.5翻ほどの細い突帯をめく

｀
らし、 体部はやや外傾して真直

く
゛
下り、日縁端部下端を外傾して尖らせ、面とりをしている。同図 2は境の突帯部より張 り出す

ように体部が外傾し、中央あたりで軽く内傾しなから直下行し、日縁部をまるく仕上げている。

②  lttB ボタン状のつまみは扁平で、やはり中央部が凹む特徴があるものと (図版 122の

上 。中)、 逆に中央部が突き出ているものがあり、径は 2例～2.5切ある。天丼部のつくりは、い

ずれもつまみから、日縁部へむかって曲がるあたりで、ヘラ削りによる整形をしており、日縁部

あたを薄く仕上げているものが、ほとんどであり、日縁部はまるく整えている。器壁厚は全体に

均―であるが図版41の 40の ように肉厚なものもある。

③  lttC ここに分類されるものは、小破片で全体の形状を知るものはないが、わずかに 2



点だけ口縁部にかえりのあるものが知られている。 1点のかえりは、日縁部内側に突帯をつくり

だしており、他の 1点は、日縁から直角に稜をつくって下向し、尖端を尖らせた下向きのかえり

をつくっている。

〔ネ〕 ネはどれも受部とたち上 りをもち、体部をまるく成形している。たちあがりは、受部

内側から逆の「く」の字状に内反し、若千のそりをみせながら真直く
°
たちあがるものと、斜めに

たちあがるもの(9～13)に分けられる (図版41の 8～ 13、 図版123の 中・下 )。

受部は、わずかにつくり出されたもの(0)と 、幅広な受部(8・ 9・ 11)と、その中間形 (12・ 13)

に分けられる。

体部のつくりは、底部中央から、斜めに受け部にむかうもの(9)と 、凸凹のある器面で、張 りを

もたせるもの(3)と 、ゆるやかに弯曲させ、しかもヘラ削り等によって器面を整えたもの(10～13)

に分けられる。成形は、一般に薄づくりで、内部のつくりは整っている。日径は■～14.3切まで

で、たちあがりは0。 8～1.6切まで、器高は3.8～5.5碗 までである。素地の色調は、青灰色・ 暗灰

色・灰裾色に分けられる。

〔高ネ〕 高ネは脚部のみで、抹のないものばかりである。筒は立ちの長いもの(6)と 、低いも

の、低く開いたもので、長方形の孔のあるものがある。裾部は、内部へ弯曲しながら、脚端部に

いたるもの、逆にまるく張 りだしているものと「ハ」の字状に開くもの(8)が ある。脚端部は、面

とり整形したものと内側へ突帯をめく
゛
らせたものがある (図版121の上 )。

〔甕〕 完形品は図版44、 図

版 122の下左に示すものだけで

ある。日径21.4切、器高41.8初、

胴部 最大径 41.5師、 厚さ平均

0.66切ある。日縁部は「く」の

字状に外反し、日居部は帯状に

外側にぶくらんだ形にできてい

る。頸部は短く「く」の字状に

外反するところから外へむかっ

て開きながら下り、胴部でまる

く張 り出し、さらに底部へむか

って内側に弯曲しながら底部に

至 り、丸底をつくっている。外

面は頸部から底部へむかって条

痕の叩き支を放射状に施してい

る。その叩き文の上面に器面調

o        5        10 Cm

第15図 勝町遺跡出上の発と提瓶



整のための刷毛仕上げをした痕跡がある。内面は頸部が刷毛による横がきで、胴部から底部へか

けて、′同心円の当板支で整形されている。胎土は、 径 1.5%π以下の生石粒を少量含む均質な砂目

粘土を用い、青灰色をしている。

その他図版41の 14に示すようなゆるいカーブをつくりながら外反し、日縁部で下へ小さなかえ
(註 1)

りをつくり、端部をまるく整え、日居部を尖らせている。外面は叩き支で整形したのち、はけ目

で器面を整えている。素地は青灰色である。

〔耳付き提瓶〕 口頸部は別づくりで、日径12.5師、 高さ31.3例である。肩部には径1.6側の

より上で、ア…チ状の耳を貼付している。完形は二耳であろうが片方は欠損している。胴部最大

長は27例で扁平である。外面は叩き文の上からはけ仕上げをしており、内面は同心円の当板を用

いて整形している。胴部と頸部は別づくりである (第15図の 2、 図版122の下右)。

≪叩き支と当板丈>叩き支は主として甕及び瓶類の器面調整痕として施丈されている。施支法

は月知のとおり、木板に数条の薄を刻んだものを器面に叩きつけるので、図版41の 14に示した

ような文様があらわれる。従って条痕の幅は、木板に刻むときの印刀の幅によって決まる。当

遺跡の条痕幅は大きいもので約 3%π、小さいもので1.5%解を計ることができた。
(註 2)                       (註 3)

当板は、木のものと、須恵器質のものが知 られているが、 この遺跡の場合は、須恵器の当板

のようである。なお、当板の同心円は大小様 々で同心円のなかに*印のあるものや、同心円の

薄が幅広のもの、濤の狭い ものがある。また、雑な ものや、渦巻文のものもある。ほかに同図
(註 4)

9の ようなネのミコミを当板で整えているものもある。

施釉陶器 施釉陶器は緑釉片と灰釉陶器があげられる。しかし、ほとんどが小破片のため器形

を知るまでに至らないものもある。器形の知られるものは椀である。

この椀は図版40の 9の ような高台部のみであるが、 施釉が総がけである (高台部のみ無釉;P
(註 6)

胎土は均質の砂質粘上である。

ほかに、 椀の日縁部破片がみられる。 また輪花の施されたものもみられる。釉調は光沢があ

り、素地は灰色である。
(註 7)

山茶椀系陶器 山茶椀は本来盗器系中世陶器に分類されるが、本項では、山茶椀・小皿 。大平

鉢のみについて述べるので、山茶椀系陶器とした。

山茶椀系陶器は、大別して椀・小皿に分けられるが、完形品はない。椀はまだ腰部に灰釉陶器
(註 8)

のなごりをもった山茶椀物期のタイプである。日縁部がやや外反するつくりのもので、高台断面
(註 9)

は台形で低く、 もみがら圧痕のあるものが ほとんであるが、 なかにはないものもある。 また、
「八」の字状に日縁部にむかって開く、 小椀もみられる (図版40の 10)。 小皿は、あきらかに小

椀の退化型式とみられる付高台のものがある (図版40の 12・ 13)。 日径は 9翻内外、 器高 2帥内

外、高台径 5切内外であり、もみがら圧痕の残るものと、そうでないものがある。胎土は細かい
(註 10)

砂 目粘上で灰色である (図版 124の上 )。
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かわらけ 大小多量に出上している。器高は 1～2.5切までである。いずれも手づくりで、厚

さ3翻前後で仕上げている。胎土は均質の粘上で、器壁の部分に燃焼物の付着がみられ、燈明皿
(註■)

に使用 した と思われるもの、 なかには、炭素の販着 したものもある (図版40の 14～ 18、 図版 124

の下 )。                                (田 口昭二 )

護 1,組文式上器の輪積みの接合部にも条痕によるひっかき傷がみられるものがある。この手法は接合部‐

の密着を考えてのものである。

2.田辺昭三『陶邑古窯址群 1』  (平安学園考古学クラブ、1966)の なかにも木製当板のことが書か

れている。

3. //1恵質の当板は、岐阜県各務原市美濃須衛古窯址群で出上している。

4. 田辺昭三『陶邑古窯址群 1』  (前掲)のなかにも同質のものが発表されている。
5. 岐阜県多治見市大原吉窯址群出上の椀にみられる、施釉法と成形に類似している。

6. 胎土も同質であるので、美濃系といえる。

7.槍崎彰『中世陶器』 (年神奈川博物館、1972)。

8.「美濃」の山茶椀編年にあてはめると初期のタイプ (鎌倉時代初期)である。
9。 もみがら圧痕のないものは、おそらく美濃の編年にあてはめると西坂 1;窯期 (山茶椀初期)にあ

たる。

10. 細かい砂目粘上でつくられた山茶椀は、美濃の北西部と愛知県の尾北方面に多く出上している。

■。 この燃焼物は、おそらく菜種などの油質のものであろう。

その他の陶器類 本遺跡か らは、土師質悟鉢・ 無釉陶質福鉢・ 錆鉄釉陶質悟鉢・ 大平鉢・ おろ

し皿・ 大篭・ 灰釉箆彫花支壺・ 灰釉鉢・ 灰釉平茶碗・ 小皿・ 中皿・ 志野釉小皿・ 織部向付・ 天 目

茶碗 。青磁釉碗等が出上 している。

〔土師質悟鉢〕 口縁部11,点、 胴部 4点、底部 4点が出土した。 日縁部の破片で厚さ1.1師、

筋目帯2.2切筋目が 5本のもの (図版43の 1)、 厚さ0。 9CT2、 筋目帯1.9師、筋目が 7本のもの (図

版43の 2)、 厚さ0.9C92、 筋目帯 2∽、筋目が 7本のもの (図版43の 6)、 厚さ 1初、筋目帯 3初、

筋目が 9本のもの (図版43の 3)と 以上のようで、その他口縁部で筋目を僅かに認めるが正確に

測定できないもの、底部で使用痕はあるが、筋目の不明確のもの (図版43の 4・ 7)がある。ま

た、土師質のもので細密な胎上で然も焼成火度の低いもので、明らかに使用度を認めることので

きるもの (図版43の 8)がある。

播鉢陶片の胴部で厚さ 1師、筋目帯 3師、筋目が 9本のもの (図版43の 5)が見られる。

〔無釉陶質悟鉢〕 口縁部 3J点、 胴部 lJ点、底部 2J点が出上した。 胴部の厚さ1.2切、筋目帯

1.2∽、 筋目が 4本のもので使用痕の明らかなもの (図版43の 9)がある。 図版43の■は底部内

面に筋目帯が認められる。

〔錆鉄釉す り鉢〕 筋目のついた日縁部 9点、同じく胴部23点、底部13点、筋目の認められな

い口縁部18点が出上している。図版43の 10・ 12は何れも口縁部で、筋目帯の計測不能のもの胴部

陶片で、厚さ1.lCT2、 筋目帯 2師、筋目が 9本のもの (図版13の 13)の他、 図版43の 15・ 17～21
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は筋目が不明のものである。同図版の15は厚さ0。 8銅、筋目帯2.7師、筋目■本を数える底部で、

16は同じく底部であるが筋目不明のものである。以上錆鉄釉橋鉢片は、胎上は黄白色で、微砂質

のもので焼上 りはやや緻密性を欠くが美濃の産ものと推定されるものが大部分である。筋目の立

て方にそれぞれ特徴があって、土師質i雷鉢・無釉陶兵悟鉢は美濃産以外のものもと考えられる。

〔おろし皿〕 貫入をもつ黄釉の施された図版43の 22～28はいずれも無釉のもので、よく焼締

まっている。

〔大平鉢〕 灰白色乃至は赤褐色に焼上 り、すべて無釉であるが、緻密で堅硬な胎上を持って

いる。日縁部23′点と底部12ザ点、胴部 8点が出土した。

胴部及び底部のものはすべて使用の際の磨痕が認められる。

〔甕〕 押印及び線条のある無釉のものである。押印のある15,点 (図版42の 27～40)は常滑系

の大甕で、鎌倉初期から中期にかけてのものと考えられる。その他常滑以外で作られたも
のとし

て、丹波・越前が生産地と推定されるものがある。

押印の中で特に常滑系以外のものとして図版42の 41の ようなものが 1点出上している。

また、肩部に0.8鰍、0。 9銅、1.5切間隔で 2本の線条の入ったもの 3点はいずれも無釉で、0。 9

翻間隔のもの (図版の43の 29)、 1.5切間隔のもの (図版43の33)等である。甕の日縁部として

は、図版42の 22～26が常滑系大甕の特徴を表わしている。

〔描線支壷陶片〕 何れも黄釉を施したもので、印花を添えた描線支壷 (図版43の
30・ 32)及

び描線支壷の陶片 (図版43の 31・ 34)計 4点が出土している。

〔灰釉陶片〕 鉢の日縁部 9点、底部つまみ脚付のもの 6点、べた底のもの 3点、胴部 4点が

出上し、その他黄瀬戸平茶碗の高台部 1片、黄瀬戸小皿・ 中皿・けづ り高台部及びべた底糸切 り

のままのもの 4片が出上している。特に黄瀬戸小皿 2枚が焼成中に熔着したままの状態で出土

し、また、窯道具の脚付 トチ 1点が出上している。

〔志野釉陶片〕 無地志野釉小皿高台部18サ点、胴部 3点、日縁部 4点及び志野織部釉を施した

蘭竹支小皿 2点が出上している。

〔織部釉陶片〕 総織部青釉向付陶片で、高さ3.8切、厚さ0.5切、内面に布目痕のあるも
のが

出上している。

〔天目釉〕 天目茶碗の高台部 8点、日縁部 5点が出上している。

〔その他の陶片〕 青磁釉の茶碗片見込部 6点 と磁器地呉須染付で見込部に 2本線が入 り、高

台脇に 1本線の入ったもの 1点、そのほか薄青磁釉高台部 1点などが出上している。

(古川庄作)
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2)石  器

本遺跡における石器類の出土は、石鏃 2、 スクレイパー2、 局部磨製石斧 1、 砥石36の出上を

見た。この遺跡よりの出土は砥石が非常に多いのが特徴といえよう。

石鏃 半透明の灰色に黒の斜線の入った生岩製の三角形の石鏃で、基部には僅かに狭りが力Hさ
れている (図版44の 4)。 同図版の 5は半透明のチヤート製の剣片を、両側面と尖端部を調整した

剣片鏃で、裏面は簡単な剣離がされているが、表面は全面にわたり押圧剣離が力Hえ られている。

下端欠損。

掻器 灰色頁岩製の小形のスクレイパーで、刃部は下部の左より右への傾斜面にこまかな剣離
がされている (図版44の 6)。 同図版の 7は 横剣ぎの剣片に左辺下部に第二次加工の剣離をな

し、スクレイパーの機能を備えたものである。右辺は第一次の力Ⅱ工時のままで、下部は左から右

へ斜に欠損している。表面中央部に 3カ所パツチングの痕を認める。

石斧 砂岩製の磨製石斧で表面一部に磨痕を認める。 刃部右辺は明確にその様相を認め得る
が、上部を欠損している。半片に過ぎないので裏面は知 り難い (図版44の 12)。

砥石 36イ回の出土を見たが、その石質及び形状はさまざまである。図版44の 10は淡黒色硬質砂

岩製で表裏左右の四面に研磨使用痕を残し、表面は研磨痕のほか、金属性のものを冴磨したと思

われる鋭い条痕を認める。右辺は表面と同じ程度に使用された研磨痕を認めるが、左辺はやや使

用度が少ないように見受けられ、裏画は更に僅か使用されたに過ぎない。若辺裏面には 0。 1勤～

0.2切 程度のやや三角形に近い突き跡70数イ固有 り、表裏と右辺は研ぎ減りによる凹状を呈す。仕

上げ砥である。図版44の 9は淡灰褐色粘板岩製で表面左右はそれぞれ使用による研磨痕を残す。

特に表面は研磨に依 り弯曲している。裏面は自然面のままであるが細長い三角形をなした台の上

に置かれた跡が見られる。下都欠損。 図版44の■は淡灰色硬質砂岩製で、 表面には幅1.5切、長

さ3.6初、深さ0.6側の樋状の研磨痕有 り。その右側にも浅い樋状の研磨痕があって、右側面も平

らな面に研磨痕が認められる。

図版44の 8は淡灰色硬質砂岩製で上部欠損のため全体の形を知ることはできないが、表面には

鋭い研磨痕を認める。金属性のものを研磨したものであろう。その他30点に及ぶ砥石は主として

硬質砂岩を材とし色調も黄、淡灰色、暗灰色、青灰色とさまざまで、素材も緻密なもの、きめの

荒いもの等いろいろである。従って荒砥、仕上げ砥とがあり形も大小さまざまである。それぞれ

には研磨痕のほか、擦痕も見れら、中には研ぎ減りして凹状を呈しているものと、斜線と直線の

濤状の擦痕があるものもある。 1個だけではあるが花開岩製のものがある。

石臼 花闘岩製の断片が 2点出上した。
硯 淡灰色砂岩質で長さ13.6師、 幅7.8cP2、 厚さ2.1例でぁる。 時代は江戸時代のものであろ
う。そのほかに淡灰色粘板岩製の断片が 1点出土しているが、前記の硯と年代を同じくする。

―- 70 -―



鉄製手斧 1点 のみの出上である。錆びて表面がかなり損色されているが、原形をうかが うこ

とができる。刃部尖端には刃こぼれの痕らしき様相が見られる (図版44の 13)。

(松田典夫)

3)自 然 遺 物
勝町遺跡より出上の自然遺物は亀甲■点の出土を見た。どれも断片である。その他小動物の歴

骨 と思われる長さ15.1師のもの 1点 と関節骨 1点が出上している。

なお、以上のほかに洪武通宝、景定元賓の古銭 2点が出土した。     (松 田典夫)

4)木   器
本遺跡より出上の木器類は田下駄・高下駄・ 駒下駄・ 発火具・農具・ 漁具柄・ 大箸・ 漆塗椀等

の生活用具に分類 されるものであった。

下駄  〔田下駄〕 大小合せて 5点の出土を見た。 図版 45の 3は長さ30師、 幅14.3伽、 厚さ

2.2勁 で針葉樹でつくられていて、外側前部は九味を帯びているが、内偵よは直線をなしている。

鼻緒の位置には角穴が開けられているが、前の鼻緒穴は中心よりやや内寄 りの位置に穿たれ履き

滅 りによる指跡が認められる。図版47の 1・ 図版128の上左は長さ26。 2切、幅■ .5師、厚さ1.8切

で針葉樹でつくられ、ほぼ長方形をなす。鼻緒穴は横に角張った楕円形で、前の鼻緒穴はこれも

前記の田下駄と同様やや内寄 りに穿たれ、桜皮か欅皮で編まれた手持綱が前部中央に付けられて

いたが、下駄の表面で残存し、裏面の結び目は図版47の 2の如くである。この田下駄にも履き減

りによる足形がかなり鮮明に認められる。後部は10数回の荒いタッチで削られている。図版45の

6は長さ31.6切、幅14切、 厚さ1.9碗でやはり針葉樹でつくられ、 鼻緒穴は中心より内側に位置

してあけられている。手持綱の穴は前後 2カ所に開けられている。また、前後部両端に近く左右

両側面に決りが施されている。前部左側と後部左右の三隅は丸くしてある。

図版45の 1・ 図版128の上中は半片であるが、長さ31∽、 幅16切、 台の厚さ2師、歯の高さ4
勤で、表面の周辺はやや荒いメッチで面取 りされている。前の鼻緒の角穴の位置より左は欠損し

ている。後の花緒の角穴は 1個だけ認められ、右tRll中央よりやや上部に鋭利な切 り込みがある。

一見駒下駄状の様相を呈しているが、歯を有する大形の田下駄である。

田下駄は以上の 4点のほかに破片 3点を含めた合計 7サ点の出上を見た。

〔高下駄〕 聞棄樹でつくられ、 長さ22.5切、 幅10。 3切、 台の中央部の厚さ3.1側 の精円形

で、歯は前が幅13.5師、高さ9.5翻、厚さ1.7勤、後は幅13切、高さ9.5切、厚さ1.4C92で ある。い

ずれも下部に向ってやや幅広になっている。両歯共ほぼ中央に幅 1師の切 り込み 2カ所を施し、

台に穿った角穴と薄に嵌込んであるが、歯の底面は約30度の傾斜をなしている。これは片減りに

よるものとは考え難く、 いかなる意味を含むものか注意すべきであろう (図版46の 4・ 図版128

の下右 )。 これとほぼ同じと目される断片が 1点出土している。 図版46の 5は材質は閥葉樹で、



長さ15.3師、 幅7.1切、 台の高さ3.5側の楕円形で、 前部の九味に比べ後部はやや細くなってい

る。歯は前が幅8.7初、高さ6.9師、厚さ1.3切、後は幅 9切、厚さ1.6勁で、それぞれ下部に向っ

てやや幅広になっている。

両歯共ほぼ中央に幅 1側の切 り込み 1カ所あり、台に穿かれた角穴と濤に嵌込まれている。歯

の底面は約 5度位傾斜をなしている点は、その傾斜度の差はあるが前記の高下駄と同様の特殊の

意味を有するものと考察される。この高下駄は大きさから見て子供用であろう。

高下駄は以上の 2点のほかに■ ,点出上しているが、どれも欠損甚しきものと断片などで実測図

にのせ得なかった。

〔駒下駄〕 閣葉樹でつくられ、長さ25。 9初、幅13師、台の厚さ1.8師、 歯の高さ 5師、 底部
の幅は前後共3.8∽で、鼻緒穴は前後共 1～ 1。 2側の丸穴で、前の鼻緒穴は中央よりやや内側に位

置してあけられている。後部と比較して前部がやや幅広くなっていて、右側前部の欠損部分は焼

失によるものである。前の歯の一部も同様焼失している (図版45の 2)。

図版45の 4・ 図版128上右は闊葉樹でつくられ、長さ18.8切、幅 8切、歯の高さは前が3.8切、

後が 3例で、前後共台の幅より少し広く、後歯が履き減 りしている。前後部共に欠損している。

全体の形状は長味の精円形である。駒下駄は以上の他に 7点出上していて合計 9点を数えるがあ

とのは欠損部多く、また、断片的で挿図を割愛した。

発人具 火鎖日は長さ36.6銅、幅・ 厚さ共 8。 2側の角状で、平滑に削られた面 (挿図左側)に

径 0。 7C7t程 の火をおこした丸いくぼみが並列し、 特に上部 3カ所以外は使用度が少ないか、 くぼ
註

みが浅い。側面 (挿図右側)には 0。 3切～0。 5側 の火居みちびきの簿切 りが 10カ 所彫 られている

(図版47の 7)。

農具 長さ67初、幅は広い部分で16.3銅、厚さは上部の厚い部分で2.1切、下部尖端に近い薄い

部分は 0。 8例である。 頭部尖端は丸 く削られ 20切下まで三角形をなし、 その底辺の幅は 12例 で

1.3切 程左右に切 り込みがされ、 それよりやや丸味を帯びながら下部尖端に向い 2本の足となっ

ている。 その分れている位置は頭部三角形の下部より9翻程である。 この 2本の足は幅約4.5伽

程で下部尖端に至るに従い次第に薄 くなる (図版46の 2・ 図版127の下左 )。

また、下部の最尖端は刀の先のようにつ くり出されている。挿図を表部 とすると厚味は頭部か

ら三角形の下までは蒲鉾形の逆の形を毒くしたような形をなす。長い柄をつけ用いられたもので

あろう。

その他  〔大箸〕 長さ36印、径は上部で 1.7切、下端で 1側の針葉樹でつくられた箸である

(図版46の 1)。 大箸はこの他に 3点、合計 4点出土している。

〔ヨマ〕 長さ12.5切、 幅は上下端で 8師、 中央部のくびれた部分で3.5切で闊葉樹を用いて

つくられた。俵編みのコマである (図版47の 5)。 この他に中央のくびれた部分から折れたもの

1点が出上している。
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〔漆塗椀〕 2個 の黒漆塗椀と底部のみ 2,点及び朱塗椀の底部 lJ点が出上している。

図版46の 6は黒塗椀完形品で径14CT2、 高さ6師、側面に朱で万両の支様が画かれ、底部裏面に

は 3個の実のような文様がやはり朱で画かれて、その下に弧を画いて一線が引いてある。同図版

7は黒塗りで上記の椀よりやや厚手で支様はなく上部が欠損している。 9は黒塗椀の底部のみで

径 8師、裏面に楓の乗と思われる支様が朱で画かれている。浜は他に比して分厚である。図版46

の 8も 底部のみで、胴部の外側は朱塗 りで、内側と底部は黒塗りである。底の裏面には朱で大の

字が書かれてある。この他に底部の破片が 1点出上している。

〔その他の生活用具〕 生活用具と目されるものは下記の他20数′点の出上を見たが、下記以外

は断片的で全容を知 り難く従って用途等も不明である。 図版47の 3は長さ18。 1切、 幅3.7師、厚
さ0。 6切の闊葉樹でつくられ、左辺はナイフように整形され、その側辺に添って11個のO.1凱程の

小穴があけられている。上端は欠損しているのでその全長は知 り得ない。同 9は長さ22.5勤、幅

は上部で7切、下部で10.6切、厚さ3側の逆T字形をなす。 ほぼ中央部に幅1.3師、 その上部 5
側の位置に幅 3勤のいずれも角穴があけられている。上端下端共に両面から鋭利に削り出しがさ

れている。周辺は表裏共面取 りがされ、材は針葉樹である。図版45の 5は長さ11。 3師、幅8.2切、

厚さ4.3側の長方形で上部の周辺は使い減 りした様相を呈しているも中央に長さ3.6勁、幅2.8師、

の長方形の穴があけられ、裏面は等間隔に2.5切～ 3師の切 り込みがあり、 凸部は中央を残し両

瑞 とあとのニカ所は欠損している。表面に比較して裏面は損傷が強い。 図版47の 8・ 図版127の

下右は長さ22.6師、 幅21.6例でやゃ精円形をなし、高さは10効である。その中心に長さ15.5師、

幅14.3側の角穴が下方になるに従い狭まく漏斗状に彫られ、底面には径 4切弱の丸味の歪んだ穴

があけられている。上面縁の幅は広い部分で3.5銅、狭い部分で 3例である。上面縁・角穴 及び

胴部は入念な整形が施されている。それに比して裏面は雑に平面に削られている。材は欅を使用

してある。日状を呈す。図版46の 3は針葉樹でつくられ、長さ29.7CPB、 幅は上部尖端から13側の

アゴの部分で5.5師、 頭部で4.4例、 下部は 3切角である。頭部左辺の尖端から2切程斜に 肖」ら

れ、それより下方へ5。 5凱程ゆるいカーブをなして扶るように削られている。頭部右辺は3.8切程

下でくびれそれより右辺下方へ斜に第二段目のアゴの部分に下 り約1.8CTt程細くなり直線に下部

に至る。側方から見ると第二段目のアゴは0.8碗～ 1側に切 り込まれている。表面左辺下方は欠

損しているが、 下部尖端は三角状に尖らしてある把手であろう。 図版47の 6は長さ10.5∽、 幅
4。 3師、 厚さ2.5凱の舟形をなすものである。上部尖端から 1。 2側の中央部に 0。 lC7J程の小穴があ
り、舟の内側は1.5側の深さに彫られている。図版47の 4は、長さ20。 7師、径2.5側の闊葉樹の九

木を捨のまま使用し下部は四面から尖端に削り出され、最尖端はするどく尖っている。上部は欠

損していて全身は不明である。この他に網漁具の柄が出上している。

また、柱・ 杭が20本程地中に打ち込まれたまま出上し、中には底部が削られ尖らされたものも

あった。
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註 和島誠一編  『 日本の考古学Ⅲ』 弥生時代 (河出書房)。

本支中においても述べたように、勝町東遺跡の遺物、遺構の検出地点は、遺跡地域 とされてい

た地域外であったため、発掘を転進せざるを得なかった。当初区域にては耕作土層中、磨耗 した

小土器片、石器類、また、陶磁器類を少量出上したに過ぎないのである。耕作土層下では遺物の

出土は皆無に近い状態であった。

拡張区域においては濤状遺構 と流路内遺物の出上を見たのである。中でもMlの 濤状内では多

くの木製品、かわらけなどが多 く出土したのである。M2の 濤 と流路の関係は先にも述べたよう

にM2が 流路より先に掘込まれていたため、M2の 東傾壁に青色粘上の残痕が認められるのであ

ろう。その後流路ができたものと考えられるが、その時期が何時であるか推定することは困難で

ある。流路中に見られた柱状の丸木の周囲に割甕片で固められているものが検出されたが、これ

と流路との前後関係を知ることはできなかった。

出土遺物中、この拡張区域で砥石が32個出上し、その中に丸ノミを砥いだと考えられるもの、

また、鉄製手斧の出上、木器の中に火鎖国が見られる点、大量のかわらけの出上、中には燈明皿

として使用、また、土地の人の話などを総合すると、かってこの地サミの近 くに社寺が建立されて

いたことが推察されるのである。

土器類 として土師式上器・須恵器・ 施釉陶器 (平安灰釉 )・ 山茶椀系陶器その他陶器類が知ら

れる。

その主体 となるものは、土師式上器、須恵器であるが、多少古い様相のものもあるが、その主

体 となる時期は奈良時代後期を中心としたものと考えられ、それ以後平安、鎌倉、桃山と各時代

にわたる遺物が出上しているのである。生活用器としての各種の器が多 く出上している点からも

上述の生活関係が知られるのである。

木製品も薄状遺構中より多 く出上し、中でも生活用具の一つである下駄が各種出上している。

駒下駄及び田下駄は前の鼻緒穴が内によっている。これは比較的古い様相を示 しているのであ

る。これ等の木器の絶対的年代を推定することは至難である。以上のように当遺跡は奈良期以降

各期にわたる文化遺物の包含を可能ならしめた遺跡 と考えるべきである。

5。 結  語
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上・下、鴨田遺跡 土器出土状態
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鴨田遺跡出上の上器 (3)
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鴨田遺跡出土の土器破片 (1)
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鴨田造跡出上の上器T茂片 (2)
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鴨田遺跡出土の上器破片 (3)
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鴨日遺跡出上の土器破片 (6)
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鴨田遺跡出上の土器破片 (8)
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鴨田遺跡出上の上器破片 Q0
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鴨田遺跡出上の土器破片 (19
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鴨田遺跡出上の上器破片 Q0
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鴨田遺跡出上の上器破片 Qつ
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上、鴨田遺跡出上の条痕のある砥石 下、鴨田遺跡出上の砥石類
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上・ 下、鴨田遺跡出土の各種石斧類
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上、鴨田遺弥出土の打製石鏃 下、鴨田遺跡出上の磨製石鏃と銅製鏃



上、鳴田遺跡出土の各種石器類 下、鴨田遺跡出上の凹石と敲石
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上、鴨田遺跡出土の木製刀等 下、鴨田遺跡出上の大足、下駄、曲物等
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上・下、鴨田遺跡出上の木製品 (1)
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上・下、鴨田遺跡出上の木製品 12)
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上・下、鴨田遺跡出上の木製品 (3)



図 版 114

上、鴨田遺跡出土の玉類等 下、鴨田遺跡出上の上製紡錘車と丸玉
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上、発枡i調査前の川崎南遺跡 下、発棚調査後の川崎南遺跡
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発掘後の勝町遺跡 下、勝町遺跡の発掘状況
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li、 勝町道跡の幅位 下、勝町注跡における柱残存部と須忠器簑片科
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上、勝町遺跡出上の高杯および釜形土器破片 下、勝町遺跡出上の曽氏す巴手類
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上、勝町遺跡出土のつまみ付杯蓋 (lH」面と平面)下 、勝町遺跡出上の須恵器甕と提瓶
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上・中・下、勝町遺跡出土の杯・蓋類
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勝町遺跡出上の山茶椀高台部 下、勝町造跡出土のかわらけ
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上、勝町遺跡出土のかわらけ 下、勝町追跡出上の鉢口縁部
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上、勝町遺跡出土の招鉢及片口鉢片 下、勝町遺跡出土の甕口縁部
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上、勝町遺跡出上の田下駄と駒下駄 下、勝町遺跡出上の高下駄
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